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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　義仲翔子
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　プロローグ




　ごどぅんっ！


「何だっ!?」


　部へ屋やをゆるがす轟ごう音おんに、ケインはあわててベッドから身を起こした。


　彼の宇宙船ふね、『ソードブレイカー』にあるケインの個室。室内は今、薄うす暗ぐらい闇やみが占しめていた。


「まさか──砲ほう撃げきか!?」


　声を上げ、しましま模様のパジャマの上からマントを羽は織おる。


　銀河の端はしっこで、犯はん罪ざい結社『ナイトメア』の送り出した宇宙船ふねと戦ったのは、ほんのしばらく前のこと。報復があってもすこしも不思議ではない。


　しかし今の振しん動どうは、砲撃にしては小さすぎた。


　とりあえず、壁かべに埋うめ込まれた通信ディスプレイのスイッチを入れた。


　間を置かず、画面に映し出されたのは、銀色の髪かみのひとりの少女。


　時代をまったく無視しまくった、ファンタジー風の衣い装しようを身につけた姿は、限りないリアリティを持ってはいるものの、それはあくまで立体映像。


　この宇宙船ふね──『ソードブレイカー』の制御者コントローラー、キャナルである。


　メイン・コンピューター、というより宇宙船ふねの『意思』に近く、いつもは立体映像のこの姿をとっている。


「キャナル！　今のは何だ!?」


　ケインの問いにめずらしく、彼女はしばし沈ちん黙もくし──


　ややあってから、ようやく、意を決したかのように、


『──圧力ナベが爆ばく発はつしました』


　──しばしの沈黙。


「……は……？」


　間の抜ぬけた声で問い返すケインに、彼女はなおも、言いにくそうに、


『……つまり……ミリィが『料理をする[image: ]』ってキッチンに入って……圧力ナベを爆発させちゃいました……』


「なっ……!?　それで!?　ミリィは無事か!?」


『ええ……その……』


　キャナルはなおも言いにくそうに、


『……装そう甲こう服ふく……着てましたから……』


「…………」


　さらにかなりの沈黙が落ちた。


「……つまり……」


　ややあって、つぶやくように言うケイン。


「ミリィが、装甲服着て料理してて、圧力ナベを爆破した、と……」


　彼の問いに、キャナルは自信なげに、画面の中でうなずいた。


　またまた続くしばしの沈黙。


「お前……正気か……？」


　いつもなら怒るところだが、今回は、さすがに困った顔のまま、


『……わたしもそう思って、自己診しん断だんプログラム走らせてみたけど……正常よ……』


　ケインは、ぽりぽりと頭を搔かいて、


「……とりあえず……キッチンに通信つないでくれ……」


『……わ……わかったわ……』


　応こたえて画面がダーク・アウト。呼び出し音が続いてしばし。


『はぁい。ケイン』


　画面に映し出されたのは、にこにこ顔のミリィだった。


　確かにキャナルの言った通り、きっちりと、装甲服を着込んでいたりする。


『なかなかいいじゃないの。このキッチン。自動調理機くらいしか置いてないと思ってたら、いろいろ揃そろってるじゃない』


「……まーな……」


　ケインはあいまいに答えた。


　もともとケインが、ある程度の調理器具を揃えたのは、材料はぜひともこの手で斬きりたい、などという、アブナい理由からだったのだが、今はそんなことをわざわざ説明する気はない。


『……けどなんなのよケイン、そのかっこう。パジャマの上からマントなんて羽織って』


「もちろん、男の身だしなみ、って奴やつだ」


『……そ……そぉ……』


「それより……圧力ナベが爆ばく発はつしたそうだが……」


　問いかけるケインのことばに、バイザーの中のミリィの頰ほおに、つつうっ、と流れる、一すじの汗。


『い……いやまあ、その、ちょっとピザつくっててね[image: ]』


「だから……どーやったらピザつくってて、圧力ナベが爆発するんだ!?」


『それは……えと……』


　ミリィはしばし考えて、人さし指を、ぴっ、と立て、にこやかな笑みを浮うかべつつ、


『中ちゆう華かの基本は火力よね[image: ]』


「だぁぁぁっ！　いつからピザが中華料理になったっ!?」


『……まあ……世の中、科学で説明できることばっかしだとは限んないのよ』


　……こいつを助手にしたのって……ひょっとしたら失敗だったんじゃあ……


　遅おそまきながら、ケインは思ったのだった。





　ばがぅん！





　すさまじい轟ごう音おんと振しん動どうが、船全体をゆるがした。


「何だ!?」


　なんとかイスにしがみつきながら、船長は思わず声を上げた。


「砲ほう撃げきです！　おそらく宇宙海賊スペース・パイレーツかと！」


「宇宙海賊パイレーツだと!?　こんな辺境ところにか!?」


　報告に、船長の声が荒あらくなった。


　星間貨物船カーゴ・シツプ『居眠りラクダスリーピング・キヤメル』は今、塵ちりと岩がん塊かいの輪リングを持つ、小さな惑ほ星しの近くを航行していた。


　メインの航路からも外れた、住む人間もない無人の星系。この船とて、突とつ然ぜんの目的地の変へん更こう命令さえなければ、こんな所を通るはずではなかったのだ。


　それがまさかこんな所に、宇宙海賊スペース・パイレーツが現われようとは。


「おそらく、岩い塊わの陰かげにでも隠かくれていたものと思われます！」


「海や賊つ船らからの光レーザー通信です！」


　別のひとりが声を上げる。


「『停船せよ、さもなくば撃げき沈ちんする』！」


「救難信号を！」


「だめです！　通信妨害ジヤミングがかかっています！」


「くっ……」


　船長は思わず歯がみした。


　こちらは船体こそ大きいものの、申し訳程度の武ぶ装そうしかない貨物船。しかも乗組員はわずかに十人程度で、むろん全員戦せん闘とう未経験者ばかり。抵てい抗こうが無む駄だだということは、誰だれが考えてもわかる。


　かといって、言われた通り船を停とめ、命を助けてもらえるとは思えない。


　となれば残る手はひとつ──


「なんとか敵を振ふり切れんか!?」


　うろたえて声を上げる船長。


　漂う岩をタテにする手はあるのだが、そちらには海かい賊ぞくの船がいる。


　あわてふためく船長の目に、メイン・ディスプレイの半なかばを占しめる、小さな惑星が飛び込んできた。


「あの惑ほ星しだ！」


　船長は、思わずそう叫んでいた。


「あの惑ほ星しの表面近くに降下し、敵を振り切るかやりすごす！」


　おせじにも、上う手まい策さくとはいえないが、混乱をきたした船長にも、そして乗組員たちにも、それ以上の策は浮かばなかった。


「了りよう解かい！」


　半ば悲鳴を上げるように答え、操そう舵だ手しゆは一気にエンジンを吹ふかす。


　ぐごぅっ！　がごうっ！


　間かん髪はつ入れず、音と振しん動どうが、たてつづけに船体をゆるがした。


「海て賊きからの砲ほう撃げきです！」


　言わずもがなの報告を、いちいち聞いている余よ裕ゆうなど、むろん誰にもありはしない。


　そして──





　ぐどぉんっ！





　ひときわ大きな振動とともに、管制室ブリツジの明りが一いつ瞬しゆん、すべて消える。


　室内に闇やみが訪おとずれた。


　誰かが誰かの名を叫さけんだ。おそらく、家族か恋人だろう。


　一瞬の後には、非常用の電源が入り、室内を朱あかく照らし出す。しかし、血を想おもわせるその色と、さまざまな計器ががなり立てる警告音とは、むやみに不安をあおりたてるだけのものでしかない。


「エンジンに直ちよく撃げき！──大破！」


「切り離はなせ！」


「了りよう解かいっ！」


　ごぐんっ。


　エンジンを船体から分ぶん離りする、小さな振しん動どう。そして──





　ぐがぁんっ！





　三度目の大きな振動が船体をゆるがした。


「切り離したエンジンが爆ばく発はつしました！　船体、制御できません！」


　直後で爆発したエンジンの爆圧に背中を押おされ、船は加速をつけながら、目の前の惑ほ星しを目がけて突つっ込んでゆく。


　管制室ブリツジのディスプレイの中、目の前の惑わく星せいの姿が、みるみるその大きさを増す。


　──なぜ!?


　怒ど号ごうと悲鳴とアラーム音の渦うず巻まく中で、船長の頭の中を占しめているのは、後こう悔かいでも、家族たちへの想いでもなく、ただ、そのひとことだけだった。





　──貨物宇宙船カーゴ・シツプ『スリーピング・キャメル』は、目的地の変へん更こう命令を受けた後、その消息を絶たった。


　記録には、こうとだけ記されることになる。





『──なんだ、こりゃあ!?』


　感度の悪いスピーカーを通して、誰かのかすれた声が聞こえた。


　バイザーの外にひろがるのは、くろぐろとした乾かわいた大地と、ただ漆しつ黒こくの宇宙空間。


　名前も知らぬ、この小さな惑ほ星しの上にいるのは、宇宙服をつけた、彼の仲間が十数名のみ。


　むろん、彼らが撃うち墜おとした貨物船の乗組員が助かっていようはずはない。あのタイミングでは、たとえ誰かが脱だつ出しゆつ艇ていを使ったとしても、この惑ほ星しの重力につかまって、どこかに墜つい落らくしただろう。ああいったタイプの貨物船についている脱出艇には、普ふ通つう、宇宙を漂ただよう程度の性能しかない。


　せっかくのエモノだというのに、エンジンに主しゆ砲ほうを直ちよく撃げきさせたバカがいたせいで台なしである。


　船体の爆ばく発はつこそまぬがれたものの、貨物船は、そのままこの惑わく星せいの地表に激げき突とつした。


　目の前にあるクレーターと、その底にわだかまる巨大な残ざん骸がいがそれである。


　それでも、まだ使えるものがあるかもしれないと、わざわざ降下して調査をはじめたのだが……


　積んでいたのは、もっぱら何かの機械部品だったらしく、すべては、ひと山いくら、以下のシロモノとなり果てていた。


　しかし、そんなことよりも。


　問題は、この惑星のほうである。


　墜落した貨物船は、地表の土をえぐり取り、その下にめり込んでいた。


　金属製の壁かべを持つ、地下の何かの建物に。


『……建物……だよな……地下の……』


　誰かがぽつりとつぶやいた。


『そいつぁ見りゃあわかるよ』


　別のひとりがぶあいそに答える。


　ひと昔前に流は行やった宇宙もののパニック映画──辺境の惑星で見つけた異文明の遺い跡せきで、異い形ぎようの怪かい物ぶつに襲おそわれる、などという陳ちん腐ぷなパターンの物語を、海かい賊ぞくたちはふと、思い出していた。


　観みた時には、思わず大笑いするような内容のものがほとんどだったが、いざ自分たちが同じ立場に立たされてみれば、やはり気持のいいもんではない。


　見慣れぬデザイン、見知らぬ金属ではあったが、さすがに宇宙船ふねの直ちよく撃げきには耐たえかねたらしく、壁（？）の一部がぱっくりと裂さけ、その下に、くろぐろとした真の闇やみをのぞかせていた。


　そのうちひとりが、ふらり、と、誘さそわれるような足どりで、裂け目に向かって近よってゆく。


　手にしたサーチライトの明りを、裂け目の奥に注そそぎ込み──


『……なんだ……ありゃあ……？』


　ぽつり、と男はつぶやいた。


『何がある？』


　問いかける別のひとりに、男は身をかがめ、闇の奥底をのぞき込んだあと、


『──宇宙船ふねだ。見たこともねえ型だな……』


『──！　それって！　まさかあれじゃねぇのか!?　噂うわさで聞く──』


　別のひとりが、かすれた声でつぶやいた。


『──遺失宇宙船ロスト・シツプ──』





　見なれたはずの自分の部へ屋やが、みょうによそよそしく見えた。


　家財道具があるのとないのとで、こうも違ちがうものなのだろうか。


　やさしいベージュ色の壁かべも、窓からさし込む午後の陽の光も、なぜか寒々しい。


「……さようなら……あたしの家うち……」


　トレンチ・コートの襟えりを立て、遠い目をして、ミリィはぽつりとつぶやいた。


「ほんとうはもっと住んであげたかったんだけど……ケインがお給料あんまし払はらえないなんて、しみったれたこと言うせいで、引き払うことになっちゃったのよ……」


「やかましいっ！」


　マンションの戸口でダンボール箱をかかえつつ、ケインは思わず声を上げていた。


「ひとに引ひつ越こしの手伝いまでさせといて、そーゆーイヤミったらしいモノローグやってるんじゃねえっ！……ったく……俺だってなぁ、食いぶちがひとり増えたせいで、やりくり苦労しなきゃなんねーんだぞっ！」


　しかしケインのことばにも、ミリィは笑みさえ浮うかべつつ、


「まーまー。若いうちの苦労は買ってでもしろ、って言うじゃない[image: ]」


「……なら、苦労させてやろーか？」


　ぴくっ。


　ジト目で冷たく言い放つ彼に、さすがに笑みを引きつらせる彼女。


「……や……やーねーケインったら[image: ]　目が笑ってないわよ[image: ]」


「…………」


「……あたしも荷物運ぶ……」


　ミリィは大きく肩を落とし、マンションの戸口に山積みされた、ダンボール箱に手をかけたのだった。





「……うーん……これはっ！　ってぇのはないもんかなぁ……」


　小さなディスプレイに視線を向けたそのままで、ケインはぽつりとつぶやいた。


　衛星港に停まったままの、宇宙船『ソードブレイカー』の操縦室コツクピツト。


「……ケイン、早くしないと、衛星港の延えん滞たい料金取られますよ」


「あー、わかってる」


　操そう縦じゆう席せきに身を沈めたまま、キャナルのことばを受け流す。


　ミリィの引越しも無事終えて、帰って来てからほぼ一時間、ケインはずっと画面に見入っていた。


　次の仕事を物色しているのだ。


　星間通信ユニバーサル・ネツトが、有料で流している情報ネットワークのひとつに、やっかいごと下請け人トラブル・コントラクターへの依い頼らい情報、というのがある。


　情報は、ざっとした仕事の内容、依頼料、連れん絡らく先が表示されただけのものだが、この量がばかにならない。


　ここから一週間以内に行ける区域、という条件で検けん索さくしてはいるのだが、それでも依頼の件数は、百や二百ではきかないだろう。


　むろん、おいしいしごとがいつも転がっているわけもなく、今現在残っているのも、依頼料が安かったり、危険度の高いしごとだったり。


「……もう、てきとーなのに決めちゃったら？」


　いつの間にやって来たのか、後ろから、ディスプレイをのぞき込みつつ言うミリィ。


「そうは言うけどなぁ……」


「──あ、それなんてどう？　Ｋ‐一〇五番。依頼料、けっこうあるみたいだし」


「……あのなぁ……こーゆーのは、たいていヤバいの」


　ため息つきつつ言うケイン。


「……やばい？」


「ああ。依頼料と連絡先が出てるだけで、仕事の内容も何も出てねーだろ。こーゆー奴ってのはたいてい、密輸だの密入国だのってしごとだ」


「ちょっと！　それって立派な犯はん罪ざいじゃない！」


「立派な犯罪だよ」


　あっさりさらりと答えるケイン。


「噂うわさじゃあ、人生終わるくらいヤバいのも中にはあるみてえだぞ。そうと知らずに問いあわせて、断わるに断われなくなって、それで人生棒に振ふった連中もいるって話だ」


「……いーの？　星間通信Ｕ・Ｎがこんな情報流して……？」


「いいわきゃねーだろ。実際、星間警察Ｕ・Ｇが手入れをすることも時々あるし、この情報サービスを中止するように、裁さい判ばんざた起こした奴までいたらしいぜ。


　けど、星間通信Ｕ・Ｎとしては、単に情報交こう換かんの場を提供してるだけで、情報の内容にまで干渉するのは、プライバシーの侵しん害がいだか何だかに当たる、ってわけだ。


　むろん、このサービスそのものを中止すりゃあ、こーゆーこともなくなるかもしれんが、そうすりゃ宇宙に散らばった、俺たちみてーなやっかいごと下請け人トラブル・コントラクターは、いきなりメシの食い上げだ。


　ンなことになりゃあ、そのまま犯罪に走る奴やつだって出てくるわな」


「……なるほど……むつかしいもんねー……」


　眉まゆをひそめてうなずくミリィ。


「けど、早く仕事と行き先決めて、出港しないと、延えん滞たい料払うことになっちゃいますよ」


　ぼそりっ、と、つぶやくように言うキャナル。


「わかってるって。……とは言うものの、なぁ……」


　えてして情報という奴は、ないともちろん困るのだが、逆にありすぎても困る。ナダレのように押おし寄せる、情報の山の中から、自分に必要なものだけを取り出す、という作業をしなければならなくなってくる。


　しかたなく、彼はキャナルに視線を送り、


「……なあ、なんかお勧すすめのしごと、ないか？」


　彼女はため息ひとつつき、


「……最初っからそう言ってくださいよ……


　──そうですねー、Ｃ‐〇一一なんてどうです？」


「Ｃ‐〇一一、ねぇ……」


　ケインは画面を検けん索さくし、


「……けどこれって、依い頼らい料安いぞ……」


「けど、条件はいいでしょ。推すい進しん剤ざいや滞在費なんかはあちら持ち。保険や保障もちゃんとしてるみたいだし」


「……あ。ほんとだ」


　もっぱら依頼料でチェックしていたせいか、きっちり見落としていたのだ。


「ねーねー、何のしごと？」


「貨物船の警けい護ご」


　尋たずねるミリィに答えるケイン。


「……けっこージミチなしごとねー……」


「まーな。……ラグルド社……聞いたことねーな」


「銀河座標４─３─Ｂ、ウィナラーン星系最大……というより唯ゆい一いつの複合大だい企き業ぎようです。『靴下から宇宙戦せん艦かんまで』ってやつですね」


「ふぅん……ともあれキャナル、ここに星間通信つないでくれ」


「それはかまいませんけど……先に、とりあえず出港しません？　延えん滞たい料金のことが気になって気になって……」


「わかったわかった。管制室への連れん絡らくと、出港手続き頼たのむ」


「りょーかい！」


　元気な声で応こたえるキャナル。


　そして──


『ソードブレイカー』はふたたび旅立つ。




　惑星プラネツトレグン




　闇やみ色いろと、ちりばめられた星を背景バツクに、蒼あおくかがやく星ひとつ。


「……へぇ……きれーな星ねー」


　ディスプレイに映し出された映像に、ミリィは思わず声を上げていた。


　ウィナラーン星せい域いき、第四惑わく星せいレグン。


　かなり辺境ではあるが、ともあれここが、今回の仕事の場所である。


　あのあとラグルド社に連れん絡らくし、結局、護衛のしごとを受けることになったのだ。


「もともとは観光惑星だったらしいんですよ」


　やはりディスプレイを見つめながら言うキャナル。


　──むろん立体映像のこの姿が画面を見る、などというのは無意味なのだが、どうやら彼女、おかしなところで凝こり性しようらしく、みょーに演技やポーズにこだわるところがある。


「……けど、いまひとつパッとしなかったみたいで、それで工業なんかにも力を入れはじめたみたいですね。


　……けど、やっぱりそっちもパッとしなくて、潰つぶれかけた会社もけっこうあって、そんな会社が吸収、合がつ併ぺいなんかをくり返して、今のラグルド社ができたみたいです」


　そんな会話を交かわすうち、星の姿は、画面の中でその大きさを増してゆき、やがてその上に、小さな銀色の点が見えてくる。


「……あれかな？」


「確認します」


　つぶやくケインに答えるキャナル。


　メイン・ディスプレイが切り替かわり、銀色の点だったものを大きく映し出す。
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　それは、巨大な金属の塊かたまりだった。


　直径十キロは下らないだろう。円えん盤ばん状じようのそれのあちこちに、大小さまざまな宇宙船だの連絡艇シヤトルだのが停とまっている。


　この惑星、レグンの衛星港のひとつである。


　ふつうの衛星港はもっぱら、もとからあった衛星や、引っ張ってきた小惑星などをくり抜いて造られているものなのだが、この衛星港はめずらしく、完全人工物である。


「まちがいありません。ラグルド社所有の衛星港『ヴァルハリエ』です」


「ラグルド社所有？」


　思わずつぶやくケイン。


「……なるほど……どーりで停てい泊はく先を指示してきたわけだ……」


　護衛の契けい約やく期間中、衛星港の停泊料金と滞たい在ざい場所はラグルド社が持つ、という、ケインたちにとってはオイシイ条件があったのだが、早い話が、自社の持っている施し設せつを提供し、かわりに依い頼らい料を安めに設定しているわけである。


　連れん絡らくを入れて手続きを済ませ、やがて『ソードブレイカー』は、その船体を、衛星港の片すみにあるゲートへと接せつ舷げんした。


「……あれ？　ねー、あれって星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船じゃない？」


　近くのゲートに停泊した、ダーク・ブルーの船体に、思わずつぶやきを漏もらすミリィ。


「星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの宇宙船ですよ」


　さも当然のように言うキャナル。


「……なんだってこんなとこにいるんだろ……？」


「宇宙海賊パイレーツ退たい治じだろ」


　不安の色をにじませてつぶやくミリィに、しれっ、とあっさり言うケイン。


「ちょっとケイン、おどかさないでよ」


「おどかしてるんじゃなくて事実だよ。……ひょっとしてお前、気づいてなかったのか？　今回のしごと、海かい賊ぞくがらみだって」


　すずしい顔で言い放たれて、思わず絶句するミリィ。


　ケインはため息ひとつつき、


「……あのなぁ……考えてもみろよ。なんでラグルド社が、護衛を雇やといたがってたか。


　なんも問題がないなら、わざわざ金払はらってンなことするわけねーだろ。


　それに、星間通信で契けい約やく条件交こう渉しようしてた時、保安部のなんとかっておっさんが、しごとで宇宙船が破損した時、修理費は持つ、だの、危険手当はいくら払う、だのって言ってただろ？」


「……いや……そこまで聞いてなかったけど……」


　不満顔でつぶやくミリィに、かまわずことばを続けるケイン。


「だいたい、『護衛が雇いたい』なんてしごとは、宇宙海賊パイレーツがらみだと思ってまちがいねーんだよ。


　となりゃ当然、星間警察Ｕ・Ｇが出ばってても不思議じゃねーわな」


「ふしぎじゃねーわな、ってそんな、ひとごとみたいに……


　それって、ひょっとしたら、海賊たちとドンパチやらなきゃなんないかもしれない、ってことなのよ！」


「そーだよ」


「それって、星間警察Ｕ・Ｇのしごとじゃない！」


　確かに彼女の言う通り。


　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンはもともと、複数の独立した星系にわたって活動をする、犯はん罪ざい結社や宇宙海賊スペース・パイレーツに対たい抗こうするために創立されたのだ。


　それがゆえに、独立星系に対しての捜そう査さ・介かい入にゆう権けんと、武力的に優まさる相手に対抗するため、宇宙軍ユニバーサル・フオースの出動要よう請せいの権利を持っているのだ。


　当然、宇宙海賊スペース・パイレーツの討とう伐ばつは、本来星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのしごとである。


「知ってる」


　やはりすずしい顔でケインはことばを返す。


「けどな、ミリィ、海賊パイレーツが出るのはこのあたりだけじゃないし、星間警察Ｕ・Ｇが抱かかえてる事件も海賊パイレーツだけじゃない。


　ま、全部の貨物船に護衛をつけられるほど、星間警察Ｕ・Ｇも宇宙船ふねを持ってるわけじゃあねーし、手が回らねーってのが実情だな。


　……もっとも、だからこそ俺たちみてーなやっかいごと下請け人トラブル・コントラクターに、しごとが回ってくるわけだけどな」


「けどな……って、そんな気楽に……


　相手は宇宙海賊スペース・パイレーツなのよっ！　す・ぺ・え・す・ぱ・い・れ・え・つ！」


「だいじょうぶですよ。相手はただの宇宙海賊スペース・パイレーツでしょ。束たばになってかかってきたところで、わたしにはかないませんよ」


　自信の笑みを浮うかべつつ、横から口をはさむキャナル。


「……あ……そりゃそーね……」


　言われて納なつ得とくするミリィ。


　そもそもこの宇宙船ふね『ソードブレイカー』は、外見こそ、ただの宇宙船のフリをしてはいるが、これでもれっきとした（？）異星文明の産物である。


　人類が銀河全土に進出した時、異星人との接せつ触しよくはなかったものの、さまざまな惑わく星せいで、かつてその地に住んでいた異星人のものらしき遺い跡せきは次々と発見された。


　そんな中、人々の噂うわさに上りはじめたのが、遺失宇宙船ロスト・シツプの存在だった。


　人類が今持っている宇宙船など、よせつけぬほどの性能を持ち、それゆえに、発見者や公的機関の手によって、その存在は秘されている、と。


　むろん、単なる噂に過ぎない、というのが通説だが──


　実は、ここに一隻せきあったりする。


　ばーちゃんがくれた、などという、小学生のオモチャのようないきさつで、ケインの船となったのだが、今は亡なき祖母のアリスが、なぜこんな宇宙船ふねを持っていたのか、ケインは知らない。


　むろんキャナルは知っているのだろうが、尋ねても、あいまいな笑みが返って来るだけだった。


「さて、と。納なつ得とくしてくれたところで、そろそろ行こうか」


　言ってケインは腰を浮かす。


　ケインたちが護衛につくのは、三日後に出発する貨物船である。それまで、衛星港でたむろしていてもしかたない。


　そういうわけで、結局二人は、レグンへと降りることにしたのだ。


　シャトルの切きつ符ぷとホテルも、ラグルド社がちゃんと用意してくれていたりする。


　やたらと親切なふうに思えるが、むろんホテルもシャトル便も、ラグルド社の経営するものなのだろうし、何もない衛星港でたむろされるより、レグンで遊んでくれた方がいいのだろう。


「行ってらっしゃい[image: ]」


　にこにこ顔で見送るキャナル。


「ケイン、わたしがいないからって、ミリィ押おし倒たおしたりしちゃだめですよ[image: ]」


「するかぁぁっ！」





「わあ」


　連絡艇シヤトルから外に出るなり、ミリィは思わず声を上げていた。


　惑星レグン最大の都市、ケレス・シティ。


　宇宙港は、海のすぐそばだった。


「ねー見て見てケイン、海よ海！」


　ロビーへと向かう間じゅう、窓の外にひろがる蒼あおい風景に、ひたすらはしゃぎまくるミリィ。


「──海か……まあ、悪くねーわな」


　護衛をしている時以外は、別に、何をしなければならない、ということもない。海水浴も悪くないだろう。


　男の本能というやつで、思わずミリィの水着姿を想像するケイン。


「けどお前、泳げるのか？」


「泳ぐ？」


　からかうつもりで言ったケインのことばに、ミリィはきょとん、とした顔で、


「何言ってんのよ。海と言ったら磯いそ釣づりよっ！」


「……シブイぞ……そのシュミは……」


　などと会話をかわしつつ、手続きを済ませ、ロビーへと出る。


「……けどなんか……言っちゃあなんだけどガラ悪いわね……」


　あたりにたむろする人々を眺ながめて、ミリィは小声でつぶやいた。


　確かに彼女の言う通り、見るからにビジネスマン、どこから見ても観光客、といった連中もいるにはいるが、いかにもガラの悪そうな、得え体たいの知れない連中も、わがもの顔でのし歩いている。


　……まあ、その中で一番得体の知れないのが、今どきマントなんぞ着込んでいるケインではないか、という説もあるにはあるが。


　ついでに言うなら、人もあまり多くない。ひろびろとしたロビーは、やたらとがらんとした印象を受ける。


　二人の乗って来たシャトルも、がらがら、とまではいかないが、半分近くの席があいていた。なるほどこれなら、搭とう乗じよう券けんの一枚や二枚、タダで提供したところで、どうということはないわけである。


　そういえばシャトルにも、観光客やビジネスマンには見えないような連中の姿がちらほらしていたが……


「ああ。ご同業か、警察関係の私服捜そう査さか……でなきゃ海かい賊ぞく関係の連中だな」


「海賊がこんなところにいるわきゃないでしょーが」


「わからんぞ。あーゆー連中ってぇのは、血も涙も脳ミソも人権もねえくせしやがって、食欲や性欲はいっちょまえだからな。近くの惑ほ星しにどーどーと降りてきて、羽根を伸のばしてる、なんてことはよくあるのさ。証しよう拠こがない限り、警察も手出しできねえ、ってことを知ってやがるからな」


「……またそーやって、ひとごとみたいに……」


「なーに、連中も地こ上こじゃあおとなしくしてるさ。地元の警察や星間警察Ｕ・Ｇの連中も目を光らせてるだろうしな。ここで暴れりゃ、自分から、捕まえてください、って言うようなもんだからな」


「……なら……いいけど……」


　まだやや不安げな顔で、ミリィはぽつりとつぶやいた。


　二人は宇宙港を出て、その近くにある、ラグルド社の用意してくれたホテルにチェックインする。


　ラグルド社は、ちゃんと部へ屋やを二つ用意していてくれた。太ふとっ腹ぱらなのか、それとも客が少ないのか、どちらなのかは知らないが。


　おせじにも、高級ホテルとは言えないが、食費以外はタダなのだから文句も言えない。


　ルーム・キーを受けとって、二人はそれぞれの部屋に行く。


　ミリィの部屋は、海が見える一室だった。ケインの部屋はその隣となり。


　調度品や内ない装そうは、あんまりあかぬけていないが、窓から見える景け色しきは絶ぜつ品ぴん。部屋の手入れもまずまず行き届とどいている。


　着き替がえなどの詰つまった荷物を、部屋の片かた隅すみにほうり出し、ミリィがぼんやり窓から外を眺めていると、こんっ、こんっ、と、ドアをノックする音がした。


「おーい。メシでも食いに行かねーか？」


「ほーい」


　ドアの外からかかったケインの声に応こたえ、ミリィは、ジャケットのポケットにサイフを突っ込んだ。





　外はまだまだ明るかった。


　暑あつい──とまではいかないが、泳げるほどにはあたたかい。


「……暑くない……ケイン……？」


　やはりマントを羽は織おったままのケインに、ミリィは、人外のモノでも見るかのような視線を向けて問いかける。


「暑い」


　迷わずきっぱり答えるケイン。


「……マント脱ぬげば？」


　しかし彼は首を横に振ふり、


「いーやっ！　たとえどんなことがあろうと、マントは俺おれのステータス・シンボルだっ！


　それを、たかだか気温が高いてーどで、はい、そーですか、なんて脱げるかよっ！　それこそ男がすたるってもんだ！」


　……そのてーどですたるのか……男って生き物は……？


　内心、ツッコミを入れるミリィ。


「……まあ、暑いことは確かだけどな……


　メシのついでに、冷えたビールでも一いつ杯ぱい、いくか」


「そーね[image: ]」


　それに関しては、ミリィも異存はなかった。


　夕食には早すぎる時間なのかもしれないが、腹が減っているものはしかたない。


　宇宙と、いろいろな惑わく星せいとを舞ぶ台たいに仕事をしていると、どうしても、自分の生活リズムと、行った星での生活リズムとにズレが出てくる。


　困ったもんではあるのだが、こればかりはどうしようもない。


　とりあえず二人は、海のそばにある店へと入って行った。


　店内からはガラス越ごしに、ひろがる海が一望できた。


　やはり時間がハズれているだけあって、店内に人は少ないが、それでも五、六人の先客がいた。


　ミリィのことばを借りるなら、『いかにもガラの悪そうな』男たちばかりである。


　男たちがミリィに送る口くち笛ぶえを無視して、二人は海の見えるテーブルについた。


　初老の、店のおやじさんに、ビールと軽食を注文する。


「──よぉ。ここははじめてかい？」


　男のひとりがミリィに声をかけてきたのは、ビールが運ばれてきてすぐのことだった。


　としは三十前後だろう。長身で、ひきしまった体に、ブラウンの髪かみと整った顔立ち。


　しかし、ヨレて汚よごれたジーンズと、まばらに伸のびた無ぶ精しようひげは、まあ、ワイルドと言えばワイルドなのかもしれないが、はっきり言ってだらしない。


「観光かい？　悪くねーぜ、この惑ほ星しはよ。


　──どうだ？　一いつ杯ぱいオゴらせてくれねーか？」


　ミリィは一いつ瞬しゆん考える。無視すれば、男はなんくせをつけてくるかもしれないし、かといって、むやみに愛あい想そよくすれば、つきまとわれるおそれもある。


　彼女は小さく笑みを浮うかべ、


「今はだめ。またの機会に、ね」


「……あ……ああ……」


　ていよく外され、男はぽりぽり頭を搔かいた。


　どっ！　と、奥のテーブルに笑いが沸わく。


「やっぱりフラれたな！　ジェス」


「今夜の酒はお前のオゴリだぜ！」


　どうやら男の仲間だったらしく、口々に男をはやし立てる。ミリィを口く説どけるかどうか、賭かけをしていたようである。


「や……やかましいっ！　まだ決まったわけじゃねえっ！」


　仲間にからかわれてムキになったか、ジェスはふたたびミリィに向きなおり、なおもしつこく食い下がる。


「……なぁ。そう情つれねぇこと言うなよ。ビール一杯、つきあってくれるだけでいいんだぜ」


　向こうでは、彼の仲間が、『しつこいぞー』だの『あきらめてオゴれ』だのと、口々に声を上げている。


　ミリィも全く同感である。


「ごめんね。先約があってね」


　言って彼女は、ちらりっ、と、視線をケインの方に向けた。


　男が彼女に声をかけてきてからずっと、おもしろそーな顔をして、ことのなりゆきを見物しているケインに話をふってやる。


　しかしジェスは、ケインの方を見むきすらせず、


「いいじゃねーか。こんな変なかっこうしてる根こん性じようなしなんざほっといてさ……」


　がたん。


　音を立て、ケインがいすから立ち上がる。


　ひくぅっ！　と顔をこわばらせ、ミリィは思わず身を引いた。


　ケインの顔には、いぜんとして笑みが浮かんでいるが、その目がちっとも笑ってない。


「……なんだ……？　文句でもあるのか？」


　ジェスははじめて、ケインの方に体を向ける。並ならんで立つと、ジェスの方がやや上うわ背ぜいはあるだろうか。


　ケインはま近でジェスの顔を見上げ、にぃっ、と不敵な笑みを浮かべ、


「実はな──」


　瞬しゆん間かん。





　ごげっ！





　ケインの放った一発の蹴けりが、ジェスのあごをすくい上げていた。


　秘ひ奥おう義ぎ、自分のセリフの途と中ちゆうで攻こう撃げき！


　相手のタイミングを外し、先手を取るという、とことんコソクながらも恐おそろしい技わざである。


　だむっ！


　ジェスは体を半回転させ、床ゆかとまともにキスをした。


　その背中に、ケインは、ふみっ！　と片足を乗せ、


「俺は口より先に手や足が出るタイプなんだよっ！　わかったかっ！」


「ああああああっ！　気が短いっ！」


　思わず頭をかかえるミリィ。




[image: ]


　男とケインをかち合わせ、険悪なムードが漂ただよった時点で、おびえたような顔をして、ケインを引っ張って店から出るつもりだったのだが……


　まさか、ケインがいきなり相手を蹴けり倒たおし、おーいばりするとは思ってもみなかったのだ。


「てめえっ！」


「よくもっ！」


　奥の席から、ジェスの仲間がやって来る。


「かかって来やがれっ！」


「そうさせてもらう！」


　応こたえる声は、ケインの足下から聞こえた。


　がばぁっ！　とジェスは一気に身を起こした。


　バランスを崩し、数歩たたらを踏ふむケイン。


「タフだねぇ！　そう来なくちゃな！」


　不敵な笑みを浮かべる彼に、一気に男たちがかかってゆく！


　そして、乱らん闘とうがはじまった。





　傾かたむきかけた、午後のものうい陽ざしを浴びて、海はたゆたい、きらめいていた。


　波間を漂ただようヨットの帆ほ先さきにたわむれる海鳥の群れ。


　水すい滴てきを浮かべたグラスに満ちた、ビールの泡あわが、はじけて消える。


　黄金こがね色いろにすきとおったビールに海の景け色しきを透すかせ、ミリィはそれをひと口、のどの奥へと流し込む。


　ひろがるほろ苦い旨うまみ。


「──やっぱり海はいいわねー」


　誰だれにともなくつぶやく彼女。


　カウンターの奥では、店のおやじさんが、黙だまってグラスを磨みがいている。


　──頰ほおに一すじの汗がないぶん、おやじさんの方がうわてだったかもしれない。


　完全に現実逃とう避ひをしている二人をよそに、ケインたちの乱らん闘とうは果てしなく続いていた。


「てめえっ！　このやろ！　このやろっ！」


「きぃぃさぁぁまぁぁぁぁぁ！　これでもかこれでもかっ！」


「こーしてこーしてこーしてやるっ！」


　組んずほぐれつするうちに、戦いは、乱戦の様相を呈ていしていた。


　そこには、もはや敵も味方もなく、技わざもかけひきも存在しない。


　子供のケンカ、という言い方もできる。


　しかし、そんな楽しいひととき（？）も、そう長くは続かなかった。


「きさまら！　何をさわいでいる！」


　いきなりわき起こった声に、一同の動きがぴたりっ、と止まった。


　しばしの沈ちん黙もく──いや。おやじさんの、グラスをこする小さな音だけが、しばしあたりを支配した。


　戸口には、三人の男が立っていた。


　先頭のひとりは私服だが、あとの二人は制服姿。見まごうことなき警察官。


　店の外から、中の乱闘さわぎに気がついた、通行人が通報したのだが……


「──ケイン!?」


　私服が思わず上げた声に、ケインたちに向かって駆かけ寄ろうとしていた、制服二人の動きが止まる。


「……お……お知りあいですか？　レイル警部？」


「……ま……まあな……」


　問いかけに、レイルはあいまいにうなずいた。


　レイル＝フレイマー。さらりと伸のばした黒い髪かみに、甘あまいマスク。モデルと言っても通用しそうなルックスだが、こう見えても彼は、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンの若き警部である。


　ケインとレイルは以前にも、いくつかの事件で、かかわりあいになったことがあった。


　世に言う、『典型的な腐くされ縁えん』という奴やつである。


「……レ……レイル……なんでお前がこんなところに……？」


「それはこっちのセリフだ」


　つぶやくケインに仏ぶつ頂ちよう面づらで応こたえるレイル。


「しかしケイン……お前、どこででも乱闘さわぎ起こしてるが……趣しゆ味みか何かか？　ひょっとして？」


「や……やかましいっ！　そっちこそ、なんだって星間警察Ｕ・Ｇが、毎度毎度ケンカの仲ちゆう裁さいに来るんだよっ!?」


　星間警察ユニバーサル・ガーデイアン、と聞いて、ざわつくジェスと仲間たち。


　しかしレイルは、そちらには目もくれず、


「たまたま近くにいたんだ。仕方ないだろう。まさか無視するわけにもいかんからな。


　──いや。そんなことより。


　この騒ぎは一体何なんだ？」


　またまた後ろでざわつくジェスたち。


　ケインが星間警察ユニバーサル・ガーデイアンとコネを持っているのなら、ジェスたちを一方的に悪役に仕立てあげることも、さして難むずかしくはないだろう。


　しかしケインは、ひょこっ、と肩をすくませて、


「なぁに。知りあいとじゃれてただけだよ。──そりゃまあ……ちょいと度がすぎたかもしれねえけどな……


　けどまあ、ケガ人が出たってわけじゃなし、壊こわしちまったモンは、もちろんちゃんと弁べん償しようしとくからよ」


　言われてレイルはしばし沈ちん黙もくし、やがて視線を、カウンターの奥のおやじさんに移した。


　彼は、やはりかわらずグラスを磨みがいている。


「──わかった」


　沈黙を、無言の肯こう定ていと受けとって、レイルはひとつ息をつく。


　彼とてもこんなこと、わざわざ事件にしたくはない。たいした手て柄がらになるわけでもなし、書類上での手続きだの何だので、かえってめんどうなだけである。


「なら、あとは任まかせたぞ、ケイン。問題の残らんようにな」


「レイル！」


　言い放ち、きびすを返したレイルの背に、ケインの声がかかった。


「何だ？」


「……その……クレイブのことは……すまなかった」


　言われて沈黙するレイル。


『クレイブ』の名が何を意味するのか、一いつ瞬しゆん、思い浮うかばなかったのだ。


　そしてようやくレイルは、ただの『道具』として利用した、見も知らぬ男のことを思い出した。


「──忘れてくれ。お前が悪いわけじゃない」


　言って戸口へと向かう。


　二人の制服警官も、やや合が点てんのいかない表情を浮かべながらもその後に続く。


　そして、店内に、ふたたび静けさが訪おとずれた。


「……そのぅ……助かったぜ……」


　ややあって、ばつの悪そうな声をケインにかけたのはジェスだった。


　ケインは気にしたふうもなく、ぱたぱた手を振ふり、近くのテーブルに腰かけて、


「俺もめんどうはごめんだからな。追っ払ぱらっただけさ」


　ミリィもようやく他人のフリをやめ、ケインの隣となりに席を移った。


「……改めて自己紹しよう介かいするよ。オレはジェスキンス。ジェスでいい」


「ケインだ。こっちはミリィ。一応助手をやってもらってる」


「助手？」


　おうむ返しに聞きながら、ジェスはケインの隣のテーブルにかける。


「ああ。しがないやっかいごと下請け人トラブル・コントラクターさ」


　ケインが言ったそのとたん、ジェスと仲間たちの表情から、警けい戒かいの色が解け消えた。


「……なんでぇ、ご同業じゃねーか」


『……は？』


　ぽつり、とつぶやいたジェスのことばに、ケインとミリィが声を上げた。


「どうせあんたも、ラグルド社に雇やとわれたくちだろ？　オレたちもさ」





「……だー。まだ頭痛ぇ……」


　つぶやいて、ケインはコップの水をあおった。


　昨日、あのあと。


　同業とわかるやいなや、仲間意識が芽ばえたか、いきなりケインとジェスたちとはうちとけた。


　けっこう現金なものである。


　なんでもジェスは、今日出発する貨物船の護衛につく、ということで、きのうの夜は、これでしばらく地上シヤバとお別れと、飲のむは食うわの大おお騒さわぎ。


　調子に乗って飲みすぎたか、おかげで今日はまともに宿酔ふつかよいである。


　午前は地じ獄ごくの苦しみで、動けるようになったのは、ようやく午後になってから。


　磯いそ釣づりから帰ってきたミリィといっしょに、宿の近くの、食事ができるところに入りはしたが、あまり食欲もわかない。


　レストラン、などと名はついてはいたが、軽食店スナツクバーに毛の生えたような場所で、サービスも内ない装そうも二流以下。


　ついでに言うなら客の中にも、あまりガラのよくなさそうなのが混じっている。


　はじめは、別のちゃんとしたレストランに入ろうとしたのだが、ケインのマント姿に、服装チェックが入ったのだ。


　むろんそれで、ケインが自分の『ポリシー』とやらを変えるわけがなく、結局二人は、近くにあった、この店に入ったわけである。


「──だからきのう、『飲みすぎだよ』って言ったのに」


「……しかたねーじゃねーか。あの場合。つきあい、って言うか、その場のノリって言うか……」


　ディナーセットをぱくつきながら言うミリィに、フォークでサラダをつつきながら、不満顔で答えるケイン。


　店の見かけとはうらはらに、料理の味は悪くない。


「……けどジェスさん、だいじょーぶかなぁ？　ケインより飲のんでたみたいだし……確か今日、出発するとか言ってたけど……」


「大だい丈じよう夫ぶなんじゃねーか。あいつもプロだ。自分の体調のコントロールくらいできるさ」


「……目の前に、体調コントロールできてないプロがひとり、いるんだけど……」


「俺の出で番ばんはあさってだからいーんだっ！」


　思わず声を上げたとたん、ふたたび頭に痛みが走る。


「……あいたたたたたたたたた……」


「……何やってんのよ……」


　つぶやいて、ミリィはふと視線を上げて──


　彼女はそこに、知った顔を見つけ出していた。


「──はぁい」


　ケインの後ろ──店の戸口の方に向かって手を振ふるミリィ。


　つられてケインはふり返り──


　店に入ってきたばかりの、レイルとまともに視線を合わせた。


「……レ……」


「……ケイン……」


　その時になって、レイルはようやく、彼に向かって手を振ったのが、きのうケインが乱らん闘とう騒さわぎを起こした時、店の片かた隅すみにいた女性だと気がついた。


「──ほう。こんなところまで来てナンパか。マメだな、お前も」


　言いながらレイルは、二人のテーブルについた。


　むろん別に、ケインと話がしたいわけではなく、あわよくばミリィを口く説どこうという魂こん胆たんである。もちろんおくびにも、そんな様子は見せないが。


「……助手だよ。こんど雇やとった、な」


　ロコツにいやな顔をしながら言うケイン。


「ミリィだ。ミリィ、あらためて紹しよう介かいするよ。こっちはレイル。星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのお偉い警部どのだ」


「よろしく。お嬢じようさん」


　ケインのイヤミをまるっきり無視して、レイルはミリィにウインクを送る。


「ミリィよ。よろしく」


　ケインはふと、真ま顔がおに戻もどり、


「ところでレイル、まじめな話、あんたがここに来てるってのは、宇宙海賊パイレーツの捜そう査さか？」


「──ああ」


　一いつ瞬しゆん、シラを切ろうかと思ったが、隠かくしたところでしかたがない。レイルはすなおにうなずいた。


「捜査上のことは、あまり詳くわしくは言えんがな」


「じゃあ、上っつらだけでいい。話を聞かせてくれ。


　──だいたい見当はついてるだろーが、実は今回、ラグルド社の貨物船の護衛を引き受けちまってな」


「……しかしなぁ……」


「あたしもお話聞きたい[image: ]」


「いいでしょうお嬢じようさん。何でも聞いてください」


「……レイル……お前、案外女に弱かったんだな……」


「このあたりに宇宙海賊やつらが出はじめたのは、今から、標準時間で半年ほど前のことです」


　レイルはケインを無視し、ミリィに向かって話しはじめた。


　ちなみに標準時間というのは、人類発はつ祥しようの地である、地球のそれに準じている。


「むろん、星わ間れ警わ察れも動いたんですけどね……正直な話、その時は、星間警察こちらもあまり本腰を入れてなかったんですよ。相手はただの海賊パイレーツだ。我々が、しばらくうろついてやれば、勝手にどこかへ逃にげてゆくだろう、ってね……」


「ところが、実際はそうならなかったわけね……」


「そう。どういうわけか海賊やつらたちは、しつこくいすわって、ラグルド社の貨物船を襲おそい続けた、というわけです。


　──まあ、このあたりじゃあ、ラグルド以外に襲う相手なんていませんけどね。


　ラグルドとしては、実質的な被ひ害がいはそれほどこうむったわけじゃないようですけど、こうも貨物船が襲われまくれば、会社の信用に関かかわって来ます。


　そこで護衛に、トラブル・コントラクターを雇いはじめたんですけど……


　それに怒ったのか、海賊パイレーツたちは、かえってしつこく、ラグルドの宇宙船ふねを狙ねらうようになりましてね。


　こうなると、星わ間れ警わ察れとしても、本腰を入れざるをえなくなってきましてね。そこで私が、増ぞう援えんとして派は遣けんされて来た、というわけです」


「……こいつ……女相手だと口く調ちようまで変わりやがんの……」


「けれどまあ、私たちが本気で乗り出した以上、海賊たちの壊かい滅めつも時間の問題ですよ」


　ケインのつぶやきをまたまた無視し、軽かるく髪かみをかき上げ、レイルは言う。


「──そのわりにゃあ、何度か連中にしてやられてんじゃねーのか？」


　ぴくっ。


　さすがに今のセリフは聞き流せなかったか、ぎぎぃっ、と、レイルは顔をケインに向けた。


「……どういう意味だ？　ケイン」


「いや。ただ、星間警察Ｕ・Ｇや護衛がついても、なお海賊パイレーツがここにいすわり続けた、ってぇことは、連中には、あんたらや護衛を出し抜く自信があった、ってことだ。


　で、いまだ海賊騒ぎがおさまっていないってことは、星間警察Ｕ・Ｇが実際に出し抜かれてる、ってことじゃねーのか？」


　ぴぴぴくっ！


　レイルは顔を引きつらせ、視線をそらし、


「ノー・コメントだ」


　イエスと言ったも同然だが、ここまで読まれてはとぼけようもない。


　事実、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンは、これまでにも何度か海賊たちに、裏をかかれまくっていた。


　調子に乗って、さらにことばを続けるケイン。


「──そこで、だ。あんたは、この惑ほ星しで羽根を伸のばしてるはずの海賊たちからアプローチしようと、聞き込みをはじめた。けど海賊たちとしちゃあ、むろん面おも白しろいはずがねえ。それであんたを尾つけ回している──」


「何だと!?」


　まともに顔色を変えるレイル。


「気づかなかったのか？　あんたがここに来たすぐあと、入ってきた二人組がいる。


　同どう僚りようには見えなかったけどな。視線はきっちりあんたを追っていた。


　とすれば、だいたいそんなところだろ？」


「──どいつだ？」


　窓ガラスに映った店内を眺ながめて問うレイル。ケインも視線は動かさぬまま、


「通路の向かい、ジーンズ・ジャケットのノッポと、ヒゲヅラの──今、立ち上がった」


　問題の二人組は立ち上がり、テーブルの上にドリンクの代金を置き、逃にげるかのように店を出た。


　そのあとを追う、ウェイトレスひとり。


　片手に黒いバッグを提さげて。


「お客さぁん、お忘れ物ですよ」


　瞬しゆん間かん──


　ケインとレイルの頭にひらめくものがあった。


　さまざまな映画でよくあるこの光景は──


「まさかっ!?」


「捨てろっ！　そのカバンは──？」


　レイルの声に、戸口から足を踏ふみ出したウェイトレスがふり向いたその瞬間。
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　ゴドゥンッ！





　爆ばく音おんが、店全体をゆるがした。





「──う……」


「あつつつつ……」


　口々に小さくうめきながら、ケインとレイルは身を起こした。


　どうやら一瞬、意識を失っていたらしい。


　爆発が、実質、店の外で起こったのと、とっさに身を伏ふせたのとで、たいしたダメージは受けなかったが、それでも、爆音のせいで耳はマヒし、どこかで打ったか、体のあちこちが痛む。


　ついでに言うなら、ケインご自じ慢まんのマントも、どこかに引っかけたらしく、破れてたれ下がっていた。


「──ミリィは!?」


　ケインが視線を移した先、ななめにかしいだテーブルの下から、彼女がごそごそ這はい出してくる。


　爆発の瞬間、ケインがミリィの頭をおさえこんで、つっ伏ぷさせたのだ。


　どうやらこちらも無事のようである。


「……な……何なのよ!?」


　ぼやいても、耳のマヒしたケインやレイルには聞こえない。


　とりあえず三人は無事だったが、店はひどいありさまだった。


　ガラス窓はことごとく爆風で砕くだけ散り、入り口は、大きなただの穴あなと化していた。


　──バッグを持っていたウェイトレスは、おそらく原形すらとどめていないだろう。


　いすやテーブルも、その大半がなぎ倒たおされて、床ゆかには無数のガラスの破片と、血がとび散っていた。


　ケインたちのほかにも、助かった者はかなりいたが、さすがに無む傷きずというわけにはいかなかったようである。


　生き残ったものたちの漏もらす、呪じゆ詛そにすら似た苦痛の呻うめきがあたりに満ちていた。


　思わず呆ぼう然ぜんと立ち尽くすレイル。


「──まさか……いきなり、こうも派手にやってくれるとはな……」


「あいつらぁぁぁっ！」


　ひと声吠ほえて、ケインは身をひるがえす。


　何をするかはむろん言うまでもない。追うのだ。今の男たちを。


「よせ！　ケイン！　今から追ってもムダだ！」


　耳がマヒしているせいなのか、あるいは怒りのためなのか、レイルのことばは、ケインの耳には届とどかない。


「──あたしもっ！」


　言ってケインのあとを追うミリィ。


「ちょっ……！──えぇいっ！」


　レイルもしかたなくあとを追う。


　ケインが店の外に出た時には、当り前と言えば当り前だが、あたりには、例の男二人の姿はすでになく、かわりに、やじ馬たちが集まって来ていた。


　ようやく耳ももとに戻もどってきたのか、近づいてくるサイレンの音が聞こえてくる。


「──あんたら！　二人組の男を見なかったか!?　ジーンズ・ジャケット着たひょろ長いノッポと小こ肥ぶとりのヒゲづらだ！」


　しかしケインの呼びかけにも、誰からも応こたえは返って来ない。


「──えぇいっ！」


　近くでやはり、やじ馬を決めこんでいた、一台のタクシーに飛び乗るケイン。


「……な……何があったんだね!?」


「あとで話す！」


「とにかく出して！」


　ケインのあとから乗り込み、言うミリィ。


「出せ……って言われたって……どこまで!?」


「五十二番街だ」


　さらにその後ろから、シートに体を押おし込みながらレイルは言った。


　運転手は、ロコツに渋しぶい顔をして、


「──お客さん、あのあたりはやめた方がいい。あそこは──」


「知っている。だから行くんだ。やってくれるな？」


　運転手のセリフをさえぎって、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのバッジをちらつかせるレイル。


「──わかりやした……」


　しかたなく車を出す運転手。


「──何なんだ？　その、五十二番街ってのは？」


「いろいろ調べててな。どうやらそこが、連中のたまり場になってるらしい。


　……まあ、今の連中がそっちへ逃げた、って保証はないが、他に心あたりがない以上、あたってみるしかないだろ？」


「……いーんですか？　ンなことしゃべっちゃって……？」


「よくないんですよ。本当は」


　ミリィの問いに答えるレイル。


　その視線は、窓の外へと向けられている。


　もしも男たちが、同じ方向に向かっていたとしても、何かのはずみで追い越こしてしまうおそれもある。


　三人を乗せたタクシーは、街の中心部をはずれ、だんだんと、うらさびれた場所へと向かって行く。


　うらさびれた、といっても、建物が少ないという意味ではない。


　都市計画からつまはじきにされたのか、あるいはまだ手がつけられていないのか、朽くちてなお佇たたずむビルの群れが、そのシルエットをくろぐろと、星明りを背に浮うかび上がらせていた。


　アパートのたぐいなのだろう。それほど高いビルではない。それでもところどころ、かすかな明りの漏もれる窓があるところを見ると、やはり誰かがまだ住んでいるのだろう。


　街灯は、誰かに叩たたき割られでもしたか、そのことごとくは光のかけらすら放つことなく、ただの鉄柱と化していた。


　車はさらに通りを抜ぬけて──


「ストップ！」


　きききぃぃぃぃぃぃぃぃっ！


　やおらミリィの上げた声に、ブレーキを踏ふみ込む運転手。


　車はすでに、五十二番街にさしかかっていた。


「戻って！　前の角！」


「いたのか!?」


「わからないけど……！　似てた！」


　車はバックで、前の角までかけ戻もどり──


「あっち！　あの車のそばにいたの！」


　ミリィの指さすその向こうには、町の一区画ブロツクほどを隔へだてて、通りに佇たたずむ一台の車。


　ナンバー・プレートなどはなく、ほかにもバックミラーやらヘッド・ライトの片方やらが欠けていた。どこから見ても立派な盗とう難なん車しやである。


　あたりに人ひと影かげはなく、今はただ、その車だけがぽつねんと、どこからともなく漏もれるかすかな明りの中にうずくまっていた。


「──本当に見たのか!?」


「よく似た誰かがいたことはまちがいないわ！　車、まわして！」


　タクシーはすぐに方向を変え、停とまったままの車のそばに横づけする。


　すぐさま車を飛び出すケイン。そのあとにミリィが続く。


「ここで待っててくれ。十分でいいから」


　料金より、かなり多いめの金を運転手ににぎらせて、レイルも続いて飛び出した。


　彼が車の外に出た時、ケインはすでにかけ出していた。その向かう先に視線を送れば、路ろ地じの奥、見覚えのある男二人の影が見えた。


「大当りっ！」


　つぶやいてレイルもダッシュをかけた。


　男二人はこちらに気づき、一いつ瞬しゆん立ち止まったあと、路地の奥へと向かってかけ出す。


　逃にがすかっ！


　獲え物ものを追う獣けものの表情で走るケインのその横に、ミリィが並ならび、すこし遅おくれてレイルが続く。


　ぴぃぃぃぃぃっ！


　甲かん高だかい音が夜の街に響ひびいた。


　前を行く男のどちらかが、指ゆび笛ぶえを吹ふき鳴らしたのだ。


　何かの合あい図ずであることは間ま違ちがいないが、それでもケインたちは止まらない。


　やがてすぐ。横手の細い裏路地から、ぱらぱらと、数人の男たちが、逃げる二人と追うケインたちの間を塞ふさぐように現われた。


　一いち目もく瞭りよう然ぜん、考えるまでもなく、前を行く二人の仲間だろう。しかたなく、ミリィとレイルは足を止め──


　ケインはさらに加速をかける！


　これは予想していなかったらしく、一瞬ひるむ男たち。そのただ中にケインが突つっ込んだ！


　男たちのひとりが右手をふところに突っ込んだ。しかしその手がナイフを引っぱり出すよりも早く──





　ごげぎっ！





　ケインの飛び蹴げりが、まともに男の顔面をとらえた。


　──どぅっ。


　にぶい音を立て、あおむけにぶち倒たおれる男。その上をケインは飛び越こし、先を行く二人に追いすがる。


「──ムチャしやがって！」


　言ってふたたび走り出すレイル。ミリィはすでにかけ出している。


　ケインを追うか、あるいはレイルとミリィを迎むかえうつか。男たちに一いつ瞬しゆんの迷いが生まれたその時。


　びしゅっ！　ぶしゅっ！


　くぐもった数発の発射音とともに、男たちはぱたぱたとその場に倒れ伏ふした。


　見ればミリィの右手には、いつの間にやら麻痺銃パラライズ・ガンがにぎられている。


「……どこから出したんですか!?　そんなもの!?」


「腰の後ろに隠かくしてたのっ！」


　走りながら尋たずねるレイルに答えるミリィ。


「けど、あんまり感心しませんね！　いきなり撃うつというのは！」


「だいじょーぶよ！　出力は最小！　ちょっと寝ねっころぶ程度のもんよ！」


　彼女が持っている麻痺銃パラライズ・ガンは、出力の調整が効きくタイプのものである。出力を最強にすれば大型の動物でも倒たおせるが、弱くすれば、ほんの一、二分、体の自由が効きかなくなる程度のものである。


　逃にげる男二人とケインとの間は、すこしずつではあるが、確実に詰つまりつつあった。


　それにやや遅おくれてミリィとレイルが続く。


　だがしかし。


　横あいの路地から飛び出した影かげが、やおらミリィにとびかかった！


「きゃうっ!?」


　思わず声を上げる彼女。


「ミリィ!?」


　声を耳にしてふりかえったケインの目に、後ろから、ひとりの男に羽はがいじめにされたミリィの姿が飛び込んできた。


　つづいて路地から、さらに数人の男たちが姿を現わす。


「へ！　おとなしくしな！　さもねえとこの女……」


　ぶしっ。


　みなまで言い終えるより早く。くぐもった発射音と同時に、へなり、と男はその場に倒たおれ込んだ。


　どうやらミリィの持つ麻痺銃パラライズ・ガンに気づかなかったようである。


「──このアマっ！」


　彼女は、くずおれた男の手をふりほどき、叫さけんで迫せまる一人に狙ねらいをつけて引き金を引きしぼる！


　かち。


　むなしく響ひびくかわいた音。


　どうやら弾た丸ま切れのようである。


「ををををををっ!?」


　思わず声を上げたミリィに、男が突つっかかる直前。その男に向かって、横からレイルがタックルをかけた。


「ちっ！」


　別のひとりがナイフを片手にレイルに向かう。そこに突っ込んでくるケイン。


　男は目標をケインに変えて、彼に向かってナイフをふり下ろす！


「へたくそぉぉぉっ！」


　がづっ！


　男の大おお振ぶりを余よ裕ゆうでかわし、ケインの放ったパンチが男の鼻づらにめり込んだ。


　レイルもその時には、組みあった相手のみぞおちに膝ひざ蹴げりをたたき込んで、地に這はわせていた。


　残るは二人。だがしかし──


　ばづっ！


「くぅっ!?」


　くぐもった発射音とともに、右肩をおさえてうずくまるレイル。


「動くな！」


　声を上げた男の手には、小型の銃じゆうがあった。


　動きを止めるケインたち。


　男はケインをにらみすえ、視界の端はしにレイルを捕とらえたまま、


「……好きなようにやってくれたな……」


　ばげっ。


　男のことばが終わるより早く。ミリィの投げつけた麻痺銃パラライズ・ガンが、男の顔面を直ちよく撃げきした！


「くがっ!?」


　男がのけぞったすきを逃にがさず、ケインは、自分が倒たおした男の手からナイフをもぎ取り投げつける！


　男が二度目の悲鳴を上げたのを合図に、残ったひとりがあわてて逃げ出した。


　ケインの投げたナイフは、男の右肩に深々とつき刺ささっていた。


　あとは男の側頭部に、蹴けり一発でカタはついた。


「ナイフ投げもやるのか……？」


　右肩を押おさえて立ち上がるレイル。


「まあな。刃は物もののことなら任してくれぃっ！」


　アブナイ自じ慢まんをするケイン。


「……ところでレイルさん、傷きず、だいじょーぶ？」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。ご心配なく。……それより……」


「ああ……結局逃にがしちまったな」


　道の彼方かなたへと目をやって、ケインはぽつりとつぶやいた。


「けどまあ、こいつらがいるからいーんじゃない？」


　気楽な調子で言うミリィに、ケインは大きく息をついた。


「……まあ……こいつらがすなおにしゃべくってくれりゃあ、だがな……」





　水平線に沈しずむ夕日が、世界を茜あかね色いろに染そめていた。


　オレンジ色の風景が、ひとの心に、もの悲しいような気分をわき起こさせるのはなぜだろう。


　宇宙港のロビーの窓から、夕日に染まる滑かつ走そう路ろと、その向こうにひろがる海とを眺ながめつつ、ミリィはなんとなくため息をついた。


　事件のあった翌日である。


　本来ならば、ケインとミリィもいろいろと、取り調べを受けねばならないところなのだろうが、そのあたりのことは、みんなレイルが引き受けてくれた。


　そのあと、レイルからの連れん絡らくはまだない。


　ことのなりゆきは気になったが、ともあれ二人には本来のしごと──明日、出港するラグルド社の貨物船を護衛するしごとが待っていた。


　今からシャトル・バスで宇宙に出る。


　出発予定はあすの昼前。ひと寝ね入いりして、準備や手続きなどをやっていれば、時間はすぐに来るだろう。


　窓口では、ケインがシャトル・バスの搭とう乗じよう手続きを終え──


「──ケインくん？」


　横あいから声をかけられて、ケインはそちらに視線を移した。


　見覚えのある男がそこに立っていた。


　としは五十前後といったところか。仕立てのいいスーツを着込んだ、一部のスキもないビジネスマン・スタイル。白く染そまった髪かみの中に、一ふさだけ、茶の色が残っている。


　ケインがこのしごとを受けた時、星間通信に出た男。──たしか名は、マリガンとかいったはずだった。


「宇宙貨物部門、保安部長のマリガン＝ハウエルだ」


「ケイン＝ブルーリバーです」


　さし出された右手をにぎりしめるケイン。


「なんでも……きのうはとんだ騒さわぎにまき込まれたようだね」


「ご存知でしたか。……ええっと……あれ……？」


　ミリィを紹しよう介かいしようとあたりに視線をめぐらせるが、つい今しがたまで、窓のそばにいたはずの彼女の姿がない。


　あわててあたりを見回すケイン。ビジネスマン風の一団に親子連れ、こちらをじっと見ている若い女……


「──ん？」


　ケインは思わず、その若い女に目を止めた。見たことすらない顔だが、こちらを見つめるその視線に、敵意にさえ似た色が混じっていた。


　しかし、視線を合わした次の瞬しゆん間かんには、女は、ぷいっ、と自分から視線をそらす。


「──どうしたのかね？　ケインくん？」


「ああ──いや──」


　マリガンの問いにあいまいに答えを濁にごし、


「助手がいましてね……紹介しようと思ったんですけど……たぶんトイレにでも行ってるんでしょう」


「なるほど……ところでケインくん、きのうのあの事件、やはり海賊パイレーツがらみかね？」


「おそらく……もっとも、証しよう拠こは出ないでしょうけどね」


「……そうか……」


　疲つかれたように、大きく息をつくマリガン。


「星間警察Ｕ・Ｇにもがんばってもらわんとな。海賊パイレーツどもをなんとかしてもらわんことには、安心して仕事もできん。


　──えーっと、確かきみは、明日の便の護衛についてくれるんだったね？」


「ええ。昼前に出発します」


「そうか。──まあ、気をつけて、がんばってくれ。それじゃあ私はこれで」


　一方的にそう言うと、ロビーに靴くつ音おとを響ひびかせながら去ってゆく。


「今のひと誰？」


「うぉわっ!?」


　いきなりま後ろからかかった声に、思わず声を上げ、ふり向くケイン。


　そこにはスーツ・ケースと紙バッグとをぶら下げたミリィが佇たたずんでいた。


「……どこへ行ってたんだ!?　お前は？」


「売店。おいしーのよ。ここのチョコレート」


　にこにこ顔で言いながら、口もと近くまで中身の詰つまった、大ぶりの紙バッグを目でさした。


「……これ……全部チョコなのか……？」


「そ。──で、誰だったの？　今のひと？」


「ああ。ラグルドの保安部長のマリガンってひとだ。ほら、依い頼らい引き受けます、って連れん絡らくした時、通信に出たおっさんがいただろ」


「ふーん。わざわざ見送りに来てくれたの？」


「いや──たぶん情報集めだ」


「情報集め？」


　小さく首をかしげ、おうむ返しに問うミリィ。


「ああ。きのうの騒さわぎを聞きつけたらしくてな。海賊パイレーツたちの動きが気になるんだろ。やっぱり」


「ふーん……でも、きのう捕つかまえた連中がいるから、そっちも時間の問題よね」


　はうぅぅぅぅぅぅぅ……


　のーてんきなミリィの発言に、思わず深い息をつくケイン。


「……何よ……それ？」


「あのなぁ……考えてもみろよ。きのう店に爆ばく弾だんしかけた連中が、海賊パイレーツだって証しよう拠こはねーんだぜ。なおかつ、きのうとっ捕まえた連中が、あの二人の仲間だって証拠もねえ。


　もしも捕まった連中が、『オレたちはただカツアゲしようとしただけだ』ってな噓をついてみろ。それで終わり、だ」


「……けど……！」


「状じよう況きよう証拠しかねーんじゃあ、どーしよーもねーよ」


「……そーすると……もうどーしよーもないわけ？」


「そーでもねーさ」


　陽気な笑みで言うケイン。


「きのうの騒さわぎで逃にげた奴やつがいた。たぶんこれで、俺やお前の名前も、海賊パイレーツたちのブラック・リストに載のっただろーからな」


「……え……？」


　思わず顔を引きつらせるミリィ。


「ま、今回の護衛のしごとが終わって、ここに帰って来た時、二人して怪あやしい酒さか場ばでもうろついてりゃあ、仲間のかたき、とばかり、あっちから寄って来るだろうよ」


「……だ……だろうよ……ってちょっと!?　それってあたしたちも危ないってことじゃないのっ!?」


「……お前……きのう連中追っかけてて、ヤバいって自覚なかったのか……？」


「……だ……だってぇぇぇぇっ！」


「──ま、先のことは先のこととして、今はとりあえず戻もどるぞ。宇そ宙らへ」


「……ううっ……こーなるとわかってたら……」


　なおも何やらぶつぶつつぶやくミリィを連れて、ケインはシャトルの搭とう乗じよう口へと向かった。


　しかし、ミリィにはああ言ったものの、ケインはむろん、海賊パイレーツたちに深くかかわる気などはなかった。


　今は、まだ。




　宇宙海賊スペース・パイレーツ




　……おぉ……おぉぉぉ……ん……


　その部屋には、いつもその音が満ちていた。


　闇やみ色いろに染そまった部へ屋やの中に佇たたずむ人ひと影かげは、ふたつ。


　銀色の髪かみの老人は、静かに瞑めい黙もくしたままで、ダーク・スーツの男の報告を聞いていた。


　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザー。


　表の顔は、巨大企き業ぎよう、ゲイザー・コンツェルンの会長。


　そしてもう片方の顔は、銀河規模の犯はん罪ざい結社『ナイトメア』の総そう帥すい──


「──最後に、４─３─Ｂ区域での状じよう況きようですが……」


　部へ屋やの片かた隅すみに佇んで、もう一人の男、ダーク・スーツ姿は、手にした報告書を読み上げる。


　地位としては、この『ナイトメア』ではナンバー２だが、やっていることは実質上、スターゲイザーの秘書である。


　しかし、彼に不満はなかった。


　彼がこの世界に足を踏ふみ入れたのは、十代のころ。


　彼にはかつて、才能と自信、そして野心とがあった。


　いつかは上に登りつめ、アルバートにかわって、この『ナイトメア』を支配する、という野心が。


　──アルバート様は……あのかたは怪かい物ぶつだ──


　そう囁ささやく幹部たちを、彼は内心、鼻の先で笑ったものだった。


　たとえ相手がどんな怪物だろうと、この手でひきずり下ろしてみせる。それだけの自信もあった。


　しかし──


　彼の働きが認められ、はじめてスターゲイザーと会った時──


　彼の考えは変わった。


　噂うわさは大噓だった。


　アルバート＝ヴァン＝スターゲイザーは、怪物などではなかった。


　そんなありきたりな比ひ喩ゆで片づけられるような相手ではなかったのだ。


　地位や肩書きにではなく、アルバートの存在そのものに彼は──彼の魂たましいそのものは恐きよう怖ふした。


　理由はいまだにわからない。


　その魂の慄ふるえは、アルバートの右腕として働く今でも消えてはいない。


　うっすらと汗をにじませながら、彼は今日の報告を続ける。


「──過日もご報告しました、ウィナラーン星域──我々『ナイトメア』の領域に侵しん入にゆうした宇宙海賊スペース・パイレーツたちの件ですが……


　討とう伐ばつ艦隊を送ったのですが──そのほとんどが──撃げき沈ちんされました……」


　ダーク・スーツはしばしことばを切った。


　しかし、アルバートからの反はん応のうはない。


「……生き残ったものの報告によりますと、一隻だけ、海賊パイレーツたちの中に、ずば抜ぬけて戦せん闘とう能力の高い、見慣れない宇宙船ふねがあったそうです」


「──ほう」


　つぶやいて、スターゲイザーは目を開いた。


紫むらさきがかった黒い瞳ひとみに、しずかに見すえられたそれだけで、重圧感が数倍に増す。


「……映像記録もありますが……」


「写真でいい。見せてもらおう」


「……はっ……」


　ダーク・スーツはゆっくりと歩み寄り、一枚の写真をスターゲイザーに手渡した。


「──ほう……」


　その写真に目を落とし、アルバートはもう一度、面おも白しろそうにつぶやいた。


　ダーク・スーツは、もといた位置にまで戻もどり、


「──それとこの一件に、トラブル・コントラクターのケイン＝ブルーリバーが関かかわってきているようです」


「──あいつがか!?」


　声に混じった敵意の色に、ダーク・スーツは思わず、びくんっ！　とちいさく体をふるわせた。


　彼は、以前にスターゲイザーが、その名を気にかけていたのを思い出し、報告しただけなのだが、それが、ここまでの反応を引き出せるとは思わなかった。


　どういった事情があるのか興きよう味みはわいたが、この世界では、興味半分の好こう奇き心しんは容易に破は滅めつにつながることを、彼は熟知していた。


「──本日の報告は、以上です」


「わかった。退さがれ」


「はっ」


　一礼を残して、ダーク・スーツはその部へ屋やをあとにした。


　あとに残ったのは、スターゲイザーと──そして闇やみだけ。


「……聞いたか？」


　見慣れぬ宇宙船の写った写真を片手に、アルバートは『闇』に問いかける。


『……むろんだ』


　闇は問いかけに答えた。


　部屋そのものがふるえているかのような声で。


「──遺失宇宙船ロスト・シツプだ。『闇を撒くものダーク・スター』、お前と同じ、な」


『遺失宇宙船ロスト・シツプだ。……しかし、勘かん違ちがいするな、アルバートよ。それはただの遺失宇宙船ロスト・シツプだ。私ほどの力はない。滅ほろびをもたらすほどの力は……』


「お前は特別──か」


『……そうだ。そんなものに、私を滅ぼすだけの力はない。しかし、私を傷きずつける程度のことならばできるだろう。


　……目め障ざわりだ……


　そして、それ以上に目障りなのが……』


「ヴォルフィード──お前を滅ぼす力を持った唯ゆい一いつの相手──


　倒たおせるのか？　『闇を撒くものダーク・スター』よ？」


　答えが帰ってくるまで、しばしの間があった。


『滅ぼす』


　闇は、怒いかりと憎ぞう悪おとに満ちていた。
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「なぜだ!?」


　グラタン皿ざらを目の前にし、ケインはぼーぜんとつぶやいた。


　ラグルド社の貨物船『真夏のウサギサマー・ラビツト』の護衛について、レグンの衛星港を発たった、その日の夜のことである。


　──むろん、「夜」というのはこの場合、あくまで時間の上での話だが。


　この日の夕食は、ミリィの手づくりグラタンだった。


　スプーンにひとすくい口にして、ケインは世の中の不条理をしみじみ感じていた。


「作っててフライパンに穴あながあくよーなグラタンが、なんでこんなに旨うまいんだ!?」


　そう。


　たしかにミリィの手づくり料理は絶品だった。


　圧力ナベを自じ爆ばくさせてつくったピザも、計量カップを溶よう解かいさせてつくったハンバーグステーキも、そして今日のグラタンも、並なみのレストランでは太た刀ち打うちできないほどの味に仕上がっていた。


　問題は、彼女が何かをつくるそのたび、調理器具が何かしら破は壊かいされてゆくこと。


「ありがと[image: ]　ほめてくれて」


　自らもグラタンにスプーンを運びつつ、にこにこ笑顔で言うミリィ。


「……いや……別にほめたつもりはないんだが……」


「またまた。テレなくてもいいんだってば[image: ]」


「………………」


　何を言っても無む駄だと悟さとってか、とりあえず、食べるのに専念するケイン。


「いただきまーす♪」


　言ってミリィもスプーンを手にし──


『ケイン！　ミリィ！　コックピットに来て！』


　キャナルの声が、どこからともなく部屋にひびいたのはその時だった。


「えぇぇぇぇぇぇ？」


　グラタンを眺ながめたそのままで、ロコツに不満の声を上げるミリィ。


「どうした!?」


『正体不明の宇宙船が一隻せき、近づいてきます。ひょっとすると……』


「海賊パイレーツか!?」


　ケインは言って立ち上がり、コックピットへと向かう。


「ち……ちょっと……！」


　しかたなくミリィもそのあとを追う。


　マントをなびかせ、コックピットのドアをくぐるケイン。


　むろん、あの破れたマントではなく、新しくおろした別のやつである。


　地上でのさわぎで破れたあれは、結局再起不可能で、ゴミ箱行きとなり果てた。


　これで、ケインのクローゼットの中に残ったマントはあと十八着。


「相手の様子は!?」


　操縦席パイロツト・シートに身を沈しずめて問うケインに答えるキャナル。


「横手から接近中よ。このまま行けば、航路が交差します。


　まだ、これといった反はん応のうは見せてないわ。ただ──あいさつを送ってみたけど、相手からは何の返事もありません」


「……ふぅ……ん……」


　うなって彼は腕を組む。


　ふつう、知らない宇宙船ふね同士が宇宙で出会った場合、敵意のないことを示すため、『航海の無事を祈いのる』などといったたぐいの、かんたんなあいさつのやりとりをする。


　むろん、あいさつを返してこなかったからといって、すなわち相手が敵だと決まったわけではない。通信システムのトラブルだという可能性もある。


　とはいえ、今、『ソードブレイカー』と『サマー・ラビット』のいるのは、海賊騒さわぎまっただ中のウィナラーン星域。怪あやしいと言えば、この上なく怪しいことは事実だった。


　これが、相転移航法フエイズ・ドライブのできる場所なら、たとえ相手が海賊パイレーツだったとしても、それで逃にげることもできようが、貨物船の、遅おそい船足のせいで、まだ相転移航法フエイズ・ドライブができるような場所にもたどり着いてはいない。


「敵なの？」


　遅おくれて入ってきたミリィが、砲手席ガンナー・シートにつきながら尋たずねる。


　ケインはちらりとふり返り、


「まだわからん──ってお前！　なんでこんなとこまでグラタン持ってくるんだっ!?」


「なんで……って、やっぱりグラタンはあついのが一番おいしーのよ」


「……いや……俺の言いたいのはそーゆーんじゃなくて……」


「だいじょーぶ。心配しないで。


　あれがもし敵だとしても──戦いがはじまるまでに、ちゃんとグラタン食べるから」


「……はいはい……」


　小さくため息ひとつつき、ケインは視線をキャナルに移し、


「あの宇宙船ふねの型はわかるか？」


「メイン・ディスプレイに出します」


　キャナルが応こたえると同時に、星々を映じたメイン・ディスプレイが切り替かわり、一隻せきの、細長い箱のような船体を映し出す。


「……貨物船カーゴ・シツプ……？」


　画面を見てぽつりとつぶやくミリィに、ケインはむずかしい顔のまま、


「──に、見えるな」


「確かに、ラグルド社が以前使っていた、五〇〇Ｍ級貨物船タイプの船です。たいして武ぶ装そうがあるようにも見えませんし」


　キャナルは言う。


「ただし──船体識別コードも発信してませんし、あちこちに改造のあとも見られます。


　外がい装そうがめくれ上がっていきなり砲ほう座ざが顔を出す──なんて可能性は確かにあるわ。ただの貨物船にしちゃあ、エネルギー反応もやたらと高いし」


「ふぅん……とりあえず警けい戒かい体制を。不意うちに備えて、サイ・バリア展てん開かい準備。ビーム砲、エネルギー回路開放」


「了りよう解かい。──『サマー・ラビット』からの通信です」


「……このいそがしい時に……」


　思わず小声でつぶやくケイン。


　どうせ、正体不明の宇宙船ふねの出現にうろたえて、『あの船は何だ』とか、『海賊じゃないのか』などと、聞いてもしかたのないことを言ってくるにちがいない。


　とはいえ、一応相手は依い頼らい主ぬし。無視するというわけにもいかない。


「──わかった。つないでくれ」


「了解」


　キャナルが応こたえたその直後、メイン・ディスプレイが切り替かわり、中年ぶとりの、ぶあいそな顔を映し出した。


『こちら『サマー・ラビット』だ。何なんだね、あの宇宙船ふねは？　海賊パイレーツじゃないのか!?』


　……予想通りのリアクションでやんの……


　ケインは内心苦笑を浮うかべつつ、


「ご心配なく。もしもあれが海賊パイレーツだったとしても、先にそちらではなく、こちらを狙ねらうでしょう。


　ま、その時はカルく追っ払ぱらってみせますから、安心してください」


　たしかに、宇宙海賊スペース・パイレーツが略りやく奪だつを行なうには、目標の船の足を止め、接せつ舷げんしたのち物資を略奪する、という方法を取る。


　護衛の宇宙船がいるのなら、そちらを先に叩たたいておかなければ、ゆうちょうに略奪などできるはずもない。


　しかし、『サマー・ラビット』の船長としては、そんなおざなりなことばだけでは、とうてい安心できなかった。


　ケインは気づいていなかったが、なにしろ、『サマー・ラビット』の通信ディスプレイの中には、自信まんまん答えるケインのその後ろで、グラタンを食べまくるミリィの姿が、はっきりくっきり映し出されているのだ。


　……だいじょーぶなのか!?　この連中は……？


　船長がそう思ったのも、無理からぬことではある。


『追っ払うってきみ……ど……どうやって……？』


「それは言えません。もしも相手が海賊パイレーツなら、この連れん絡らくを聞かれているおそれは十分にありますから」


『……し……しかし……』


「ご心配にはおよびません」


　なおも不安の色を見せる船長に、ケインにかわって、にこにこ顔のキャナルが言う。


「わたしたちはこれでもプロですから。おまかせください。──そのぅ、いろいろと準備もありますので」


『……わ……わかった。よろしく頼たのむよ』


　不安の色をその表情ににじませながらも、船長は通信を切った。


　むろん、ケインたちを全面的に信じた、というのではなく、単に、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべるキャナルに対し、自分がおろおろするのはみっともない、と思っただけだが。


「さて……と……キャナル、例の宇宙船ふねをモニターしてくれ」


　ケインの声に画面はふたたび、細長い船体を映し出した。


　船体に、わずかな変化が起こっていた。


「……管制室ブリツジが──？」


　ようやくグラタンを食べ終えて、ミリィが小さくつぶやいた。


　そう。


　艦かん首しゆにある管制室ブリツジから漏もれる、小さな明りが、はっきりと明めい滅めつをくり返していた。


　ある一定のパターンを持って。


「……ＳＯＳ……か……」


　苦笑を浮かべてつぶやくケイン。


「罠わな──ね」


　ミリィは何の根こん拠きよもなしに、きっぱりはっきり断言した。


「たぶん──な。……しかし、これが罠なら、テキもなかなかやるもんだ。噓うそと思っても、ＳＯＳなんぞ出されちゃ、こちらとしちゃあ、そうそうおかしな真ま似ねもできねえからな」


「どうします？」


　キャナルの問いに、ケインはしばし考えて、


「サイ・バリアと、舷げん側そくのバーニアの可動準備。ミリィは一応、ビーム砲ほうの準備を。例の船はモニターしたままで。あとは──相手の出方次第だ」


『了りよう解かい』


　キャナルとミリィの声が響ひびき──


　そして、しばしの沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　問題の宇宙船ふねも、そして『ソードブレイカー』と『サマー・ラビット』も、変わらぬ速度で移動を続けている。


　問題の宇宙船ふねに、中型のエネルギー砲でもあれば、もう十分に射程のうちに入っているはず。


　しかし、ディスプレイに映し出された船は、あいもかわらず、管制室ブリツジの明りを明滅させながら、静かに進んでくるだけ。


「航路交差まであと六十秒」


　思い出したかのようにキャナルが言う。


「──それと──『サマー・ラビット』から通信が入ってます」


「無視。」


　ミもフタもなく言い放つケイン。


　不安なのはわかるが、ことここへ来て、グチにつきあっているヒマはない。


「航路交差まで、あと──」


　キャナルが言いかけたその時──


　ディスプレイの中の宇宙船に変化が起きた！


「目標、加速開始！　通信妨害ジヤミング展てん開かい！」


　キャナルの声がひびく。


　例の船は、エンジンに光を灯ともし、こちらに向かって加速をかけると同時に、その甲かん板ぱんの一部が口を開け、大型の砲ほう座ざが姿を現わした！


　──予想通りっ！


「キャナル！　バーニア吹かして敵に突とつ進しんかけろ！　砲撃が来る前にバーニア・カット！


　サイ・バリア展開！」


「了解！」


　本来、方向転てん換かん用の推進器バーニアを使い、『ソードブレイカー』は敵の宇宙船ふねに向かって、こちらから突つっ込んでゆく。


　相手の船体から砲座がせり上がり終わったその瞬しゆん間かん。


『ソードブレイカー』はバーニアの噴ふん射しやを止めると同時にバリアを展開した。


　同時に火を吹く相手の砲！





　ごごごぉうっ！





　はげしい振しん動どうと轟ごう音おんが、『ソードブレイカー』の船体をゆるがす。


　しかしサイ・バリアは、敵の攻こう撃げきのことごとくをはじき散らしていた。


　その間にも、『ソードブレイカー』と海賊船との距きよ離りはしだいに縮まってゆく。このままではまともに衝しよう突とつすることになる。そうなれば、ケタ外れのパワーのバリアを持つ『ソードブレイカー』と、より大型とはいえ、あくまで普ふ通つうの船にしかすぎない海賊船、どちらが勝つかは、すこし考えればわかる。


　さすがにそんな勝負をする気にはならなかったか、なおも砲ほう撃げきを続けつつ、あわてて進路を変えはじめる海賊船。


「キャナル！　バリア・エネルギーを推すい進しん剤ざいがわりに噴ふん出しゆつ！　敵にぶつけるつもりで突っ込め！」


「了りよう解かい！」


　身をかわそうと動く海賊船に、さらにつっかかってゆく『ソードブレイカー』。接せつ触しよくまではあとわずか。


　とたん、海賊船のエンジンがその輝きを増した。


　なおも砲撃は続けつつ、船体を大きくひるがえす。


「逃にげる気かっ!?」


　思わず声を上げるケイン。


「キャナル！　俺おれの合あい図ずと同時に、バリア・エネルギーを任意方向に噴射！　敵の火か線せん軸じくから外れると同時にサイ・バリア解除！　以降の回かい避ひ行動は俺がやる！　ミリィはバリア解除と同時に、敵てき艦かんに向かって砲撃！　ただし、墜おとすんじゃないぞ！　足を止めて捕ほ獲かくする！」


『了解！』


　二人の返事がみごとにハモった。


　おそらく、宇宙海賊は、目の前の一隻せきだけではないだろう。今日び、一いつ匹ぴき狼おおかみの海賊なんぞ流は行やらない。


　おそらくどこかに、ぶん取ったおたからを集めたり、海賊船をメンテナンスするためのアジトがあるはずである。目の前の相手を捕つかまえることができたなら、その場所を聞き出すこともできるだろう。


　むろん、そこまでやる義理はケインにはないが、海賊たちのやりくちが気に入らないのは事実である。


「いくぞ！　用意レデイ！」


　ケインの声に、コックピットを満たす一いつ瞬しゆんの緊きん張ちよう。


「ＧＯ！」


　瞬間、『ソードブレイカー』の船体が、大きく横にスライドした。


　まさに一瞬。


　バリアが解除されると同時に、『ソードブレイカー』の放ったビーム砲ほうが、海賊船の、四基あるエンジンのうち一基に命中した！


「ミリィ！　おみごと！」


　賞賛の声を上げるケイン。


　ミリィの放った一いち撃げきは、海賊船のエンジンをほどよく壊していた。


　いきなり爆発を起こすほどではないにしろ、エンジンを使いつづければ危ない、といった程度のダメージである。


　しかたなく海賊船は、そのエンジン一基を停止させた。


「キャナル！　敵さんに光レーザー通信だ！『降こう伏ふくせよ、さもなくば……』」


　しかしケインのことばが終わるより早く。エンジンの一基にダメージを受け、しばし沈ちん黙もくしていた海賊船の砲がふたたび火を吹いた！


　しかも目標は──


「サマー・ラビット!?」


　ケインの上げた声と同時に、海賊船からの砲撃が、貨物船カーゴ・シツプの外がい装そう甲こうをけずり取る！


「沈しずめるわよ！　海あ賊い船つ！」


「やめろ！」


　ケインの声が、ミリィの動きを押おしとどめた。


「連中め！『取り引き』する気か！」


　舌打ちとともに吐はき出すケイン。


　むろん今、『ソードブレイカー』が海賊船を墜おとすことはたやすい。しかし同時に、海賊船が『サマー・ラビット』を沈めることもまた簡単である。


　つまり海賊パイレーツたちは、『ソードブレイカー』に対して、『もしもそちらがこっちを攻こう撃げきするならば、こちらは貨物船カーゴ・シツプを沈める』と、脅おどしをかけてきているわけである。


　むろんケインには、一撃で敵を葬ほうむる自信はあったが、その自信が一〇〇％でない以上、その賭かけには乗れない。今回のしごとはあくまでも、海賊退たい治じではなく、貨物船の護衛なのだから。


「キャナル！『サマー・ラビット』と敵の火線上に割り込んでサイ・バリア展開！　盾たてがわりになる！」


「……了りよう解かい」


　歯がみしながらも命令を下すケインに、しかたなしに従うキャナル。


　やがて、貨物船カーゴ・シツプとの射しや軸じく上に入った『ソードブレイカー』に、散発的な威い嚇かく射撃を放ちつつ、海賊船は、残ったエンジンを吹かせて遠ざかる。


「通信妨害ジヤミング、解除されました」


　キャナルが言った時そこには、すでに、海賊船とは、かなりの距きよ離りが開いていた。


「『サマー・ラビット』から通信、入ってます」


「……つないでくれ……」


　ケインの答えに、やがてメイン・ディスプレイが切り替かわり、不満と不安の色を混ぜあわせた、むさくるしい顔が映し出された。


『……なぜ海賊どもを叩たたき落とさんのだね!?』


　助けられた礼など言いもせず、いきなり不満をがなり立てた。


　……こ……このおやぢぃぃぃぃぃぃっ！


　キレかけたケインがどなり出すより一瞬早く。


「わかりました。さっそく今の海賊パイレーツを追つい撃げきにかかります」


　すずしい顔で答えるキャナル。


「なお、今のおことばは、正式な命令変へん更こう要よう請せいとみなして記録しましたので。もしも本ほん艦かんがあちらを追撃中、海賊の別動隊に『サマー・ラビット』が襲しゆう撃げきされた場合、その責任はすべてそちらに帰属しますので」


『ち……ちょっと待て！　海賊の別動隊がいるのか!?』


　うろたえて問いかける船長に、キャナルは変わらぬにこにこ顔で、


「可能性がないとは言えません。その時は──がんばってくださいね[image: ]


　それでは本艦は、目標の追つい撃げきに移ります」


　言っていきなり、本気で『ソードブレイカー』のエンジンをふかしはじめる。


『ちょっ──！　ちょっと待った！』


　ディスプレイの中、まともに顔色を変える船長。


『それは困る！　そんなことになったら、この貨ふ物船ねだけでは対応できん！』


「困る──と申されても。船長さんのお望みになったことですから」


　言ううちにも、『ソードブレイカー』は進みはじめている。


『待て！　待ってくれっ！　命令変更だ！　海賊の追撃は中止して、こちらの護衛についてくれ！』


　しかしキャナルは、なおもすました顔のまま、


「そうたびたび命令変更されても困ります。どれに従っていいのかわからなくなりますから。


　そーゆーことでとりあえず、追撃が終わったら護衛に戻もどりますから」


『ああああああああっ！　わかったぁぁぁぁっ！　わしが悪かったぁぁぁぁっ！　たのむぅっ！　行かないでくれぇぇぇぇぇっ！』


　ほとんど半泣きになりながら、女によう房ぼうに逃にげられかけた亭てい主しゆのようなセリフを吐はく船長。


「……よーしゃないわねー……キャナルって……」


　後ろでそのやりとりを眺ながめつつ、ケインにぼそりと言うミリィ。


「ああ……お前も、あんまりあいつの神経逆さかナデするのはやめとけよ……」


　ひきつり顔で言うケインの脳裏を、いまわしい過去の記き憶おくがよぎっていた。


　彼がキャナルの機き嫌げんをそこねて、宇宙のまっただ中でトイレの機能を完全停止させられ、泣いてあやまったのは、それほど昔のことではない。


　むろんこんなこと、情けなくてひとには言えないが。


「──なら結局こちらは、護衛を最優先で行なう、ということで異存はありませんね」


『──も、もちろんだとも。ぜひともよろしくお願いする』


「わかりました。──それから、この一件、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンにはこちらから連れん絡らくしておきます。それと、無用の通信はなるべくご遠えん慮りよ願います。それでは」


　言って一方的に通信を切る。


　むろん最後まで、笑顔とやわらかな口く調ちようは崩くずさぬままで。


「おっしゃよくやった！」


「キャナル、えらいっ！」


　通信が切れるなり、喝かつ采さいを送るケインとミリィ。


「船長泣かすとこまでやる、ってぇのがとってもす・て・き[image: ]」


「それほどでもありませんよ」


　キャナルはいたずらっぽい笑みを浮うかべ、


「ほんとうは、『撃げき沈ちんしてやろーか、このおやじ』なんて思ったんですけどね。そこはなんとかおさえましたから」


　彼女のことばに、かわいた笑いを浮かべるケイン。


　──こいつなら本気でやりかねん──


　などと思ってしまったのだ。


「ともあれキャナル、星間通信の回線を開いて、星間警察Ｕ・Ｇに連絡を頼たのむ。


　──まあ、間に合うとは思わねーけどな……」


　レーダー・レンジの中を遠ざかりつつある、海賊船を示す光の点を見つめながら、ケインはぽつりとつぶやいた。





　波の音が遠くに響ひびく。


　見渡せば、くろぐろたる海が彼方かなたにひろがっていた。


　惑わく星せいレグン、ケレス・シティ。


　ケインとミリィの二人が、ふたたびここに降り立ったのは、出発してから十日ほど経たった夜のことだった。


　海かい賊ぞくの襲しゆう撃げきを受けたそのあとは、これといったトラブルもないままに、貨物船カーゴ・シツプの護衛を無事済ませ、このレグンへと戻もどって来たのだ。


　やはりというか予想通りというか、ケインたちの連れん絡らくを受けて、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンがやって来た時には、すでに海賊船は影かげも形もなく、結局行方ゆくえはわからなかった。


　まだレイルに確かめたわけではないが、おそらく、出発前にケインたちが捕つかまえたちんぴら連中も、シラを切り通していることだろう。


　今回は、念のため、ケインも武器を持ってきていた。


　サイ・ブレード。


　人類に、光の速度を超こえることを許した精神物理学メタ・サイコロジーは、さまざまな副産物も同時に生み出した。


　この武器もまた、そんな副産物のひとつ。


　バンダナと増幅器ブースター、そして発はつ振しん器きとのセットになっており、バンダナで抽ちゆう出しつした、ひとの精神力を増ぞう幅ふくし、発振器からエネルギー刃ばとして具現させることができ、その刃をエネルギー銃じゆうのように射ち出すこともできる、というシロモノである。


　一見便利に思えるが、いろいろと問題もあって、今ではほとんど使われてはいない武器で、ケインはほとんどシュミでこれを愛用していた。


　むろん彼も、わざわざ好きこのんで海かい賊ぞくたちとケンカをするつもりなどない。


　次の便の出発まであと五日。それまではのんびりと過ごしたいものだが、出発前に起きた爆ばく破は事件の時に、二人の顔は覚えられているだろう。


　いくらこちらがおとなしくしていようとも、むこうからちょっかいをかけてくるおそれがある以上、丸腰、というのはいくらなんでも心細い。


　一方、ミリィはいつもの麻痺銃パラライズ・ガン。


　以前と同じホテルにチェック・インをすませ、二人は夕食を取りに外に出た。


「──さてと。ミリィ、何が食いたい？」


「……食べものはなんだっていいけど、ぶっそーな店だけはやめてね……」


「海賊達のしかえしが怖こわいのか？」


「あたりまえよ」


　からかう口く調ちようのケインに、ミリィは、衛星港でまた買ったチョコレートを一かけ、口の中へとほうり込み、


「どこの誰が敵かもわかんないってぇのに、これで『怖くない』なんて豪ごう語ごするのはただのバカよ」


「……怖けりゃ、わざわざこんなところに降りて来なくても、『ソードブレイカー』で待ってりゃいーじゃねーか……」


「だって……船の中でじっとしてるのも退たい屈くつだったし……海も見たかったし、買いだめしたチョコレートも底を尽ついちゃったし、磯いそ釣づりもしたかったし……」


「……チョコと磯釣りに命かけるのか……お前は……」


　あきれた顔で言うケイン。


　二人はしばし、たわいもない会話をしながらあたりをぶらついてみたものの、これといった店は見つからない。高級そうな店は、また俺のマントに文句をつける、とケインが入りたがらない。安そうな店は、海賊連中がいるかも、とミリィが尻しりごみをする。


　そんなこんなで、結局二人が足を向けたのは、前にも一度行ったことのある、海のそばの店だった。


　ケインがジェスたちと乱らん闘とうさわぎを起こし、レイルと出会ったあの店である。


　あまりガラのいい店というわけでもないが、一度行ったことがある、という安心感からか、これにはミリィも首を縦に振ふった。


　店内には、かなりの数の客がいた。


　ふたりは隅すみの、空いたテーブルにかけると、見知った顔のおやじさんに、食事とドリンクを注文した。


「──ケイン！　ケインじゃねぇか！」


　声をかけられ、ふり向けば、そこに見知った顔があった。


　前にここで、乱闘騒さわぎをやらかした時、ジェスといっしょにいた男である。


　伸のばした黒いヒゲとサングラス。上うわ背ぜいはそれほどでもないが、つくべき筋肉はついている。やはりこの男も、ケインやジェスと同じくトラブル・コントラクターで、たしか名前はマジソンとか言ったか。


「──ここ、いいか？」


　マジソンは、ウイスキーのグラスを片手に、二人の答えも待たず、ミリィの隣となり──ケインの向かいに腰を下ろす。


　ミリィに対する下心──というわけではなさそうである。サングラスとヒゲに隠かくされた、その表情に沈しずむ影かげを、ケインは見のがさなかった。


　マジソンは、無言のままで、グラスの中身をひと口あおる。


　この時間だけ雇やとわれているのだろう。若いウェイトレスが、テーブルにドリンクを運んで来る。


　それでも、マジソンは無言だった。


「──何かあったのか？」


　問いかけるケインに、彼は、くいっ、とグラスをあおり──


「──ジェスの奴やつがやられた」


「……え……？」


　思わず問い返すミリィ。


「……宇宙海賊スペース・パイレーツにやられたらしい……異変に気づいて、星間警察Ｕ・Ｇがかけつけた時にゃあ、貨物船カーゴ・シツプの残ざん骸がいと、奴の宇宙船ふねの残骸だけが漂ただよってたらしいぜ……」


　疲れた口調で言うマジソン。サングラスの下のその視線が、一体どこを見ているのか、ケインにはわからない。


「……聞いてねーぞ！　ンなこと！」


「言わなかったんだろ……ラグルドが……」


　息を吐はくようにつぶやく彼。


「オレだって、この話を聞いたのは四、五日前──ひとしごと終わって帰ってきてから、こっちでの噂うわさと古新聞とで知ったんだ。


　……なんでも、予定の日になっても、着くはずの荷物が向こうに着かねぇ。それで向こうからクレームがあったんだが、こっちは予定通り出てる。それでラグルドが、貨物船カーゴ・シツプに連れん絡らくを取ったんだが、何のおとさたもねえ、ってんで、それでようやっと星間警察Ｕ・Ｇのお出ましになって……残ざん骸がいが見つかった、ってわけさ」


「何をのんきな！」


　吐はき捨てるように言うケイン。


「ラグルドは、定時連絡もさせてねぇのか！」


　そう言えばたしかに、契けい約やくでも、ケインたちに定時連絡の義務は含ふくまれていなかった。


　てっきり、貨物船カーゴ・シツプのほうが定時連絡をやっているものとばかり思っていたが……


「ああ。それについても問題にはなったよ。すこしばかりな」


「すこしばかり？」


　なげやりな口く調ちようで言うマジソンに、問い返すケイン。


「オレたちを雇やとった、ラグルドの保安部長──マリガンとかって、スカした野郎がいただろ。あいつのインタビュー記事が新聞に載のっててな。『たしかに定時連絡等、業務上の手抜かりがあったことは事実だが、それでは定時連絡さえ行なっていれば、今回の悲劇は回かい避ひできたのか!?　いや、真の問題は海賊たちの存在である』だとさ。


　──まあ、まちがっちゃいねぇがムカつくぜ」


　言って、グラスに残った中身をひと息に空あけた。


「……ジェスの野郎もジェスの野郎だ……むざむざ海賊なんぞにやられやがってよ……


　あいつの船とあいつの腕なら、並なみの海賊なんぞに負けるはずねえってぇのによぉ……


　あっさりおっ死ちんじまいやがって……」


　言葉の後半は、いくぶん湿しめった声になった。


　ようやくウェイトレスが運んできた食事に、すぐに手をつける気にもなれず、ケインとミリィはしばし沈ちん黙もくする。


　他のテーブルについた客たちの喧けん騒そうが、今は、やけに耳ざわりだった。





　二人が食事を終えて、店をあとにしたのは、それから二時間ほどあとのことだった。


　マジソンは、いまだに店で酒を飲のんでいる。


　彼もケインも、死んだジェスとは、それほどつきあいがあったわけでもないが、それでもやはり同業者、明日はわが身である。


　さすがに店を出た時には、ケインもミリィも、かなりダークな気分に沈しずみ込んでいた。


「──えぇいっ！　うじうじしててもしかたねーか！　どうだ、ミリィ、気晴らしにこれから、どっかで一いつ杯ぱい飲やらねーか？」


「……うーん……」


　不安げな顔で考え込む彼女に、ケインはぱたぱた手を振ふって、


「なぁに。海賊たちのことなら心配ねーさ。まあ、連中の一味らしいのと戦やりあったのも事実だし、たぶん顔も覚えられてるだろうが……こっちはレイルの奴やつと違ちがって、別に、連中にちょっかいをかけてるわけじゃねえ。連中にしてみれば、警察につけこまれる危険冒おかしてまで、たかが下したっ端ぱのメンツのために動く気はねーだろーからな」


「……じゃあ、おとなしくしてたら危険はない、ってこと？」


「そういうことだ」


　──たぶん、な。


　内心つけ加えるケイン。


　命令を無視してまで、メンツ回復のため、ケインたちにつっかかって来る奴など絶対いない、という保証はない。


　例外というのは、どんなところにも転がっているものなのだ。


　そのための用心に、サイ・ブレードも持ってきたのだ。


　しかしその例外までをもおそれていては、それこそ人間、何もできない。


「さて……と、それじゃあ、どこに行くか、だな」


　あたりをきょろきょろ見渡すケイン。


　ほとんど車の姿もない大通りの向こうがわにも、ちらほらとネオンの明りが見える。


　そんな中の一いつ軒けんが、ふと、ケインの目についた。理由は彼にもわからない。


「あそこなんてどうだ？　ほら、通りの向こうにある、青いネオンの、リカルドって店」


「まかせるわ」


　チョコレートを一かけ、口の中にほうり込みながらうなずくミリィ。


「……そのチョコ……一体どこからわいて出る……？」


「女には謎なぞが多いもんよ[image: ]」


「……またそーゆーわけのわからんことを……」


　言いながら、二人は大通りを横切って、酒さか場ばの扉とびらを開き──


「なんだとぉ!?　このアマ!?」


　トラブルをふくんだ怒ど声せいは、ドアを開くなり、二人の耳に飛び込んで来た。


　事情のほどはわからないが、ともあれ、店の中では、ひとりの女性を相手に、数人の男たちがからんでいた。


「……たいしたカンねー……トラブルまっ最中の酒場を、もののみごとに選ぶんだから」


　ミリィの皮肉もどこ吹ふく風で、ケインの目は、からまれている女性に吸いつけられていた。


　としの頃ころなら二は十た歳ち前後、背中まである栗くり色いろの髪かみに黒い瞳ひとみ。わりとラフな服ふく装そうで、ややきつめな顔の美人だが、ケインが彼女に注目したのは、美人だったから、というわけではない。


　その顔には、確かに見覚えがあった。


　以前に、宇宙港で彼を、憎ぞう悪おすらこもったまなざしで見つめていた女──その彼女にまちがいはない。


「何よ!?　文句でもあるってぇの!?」


　彼女は、まわりをとり囲む男たちにも、おびえたそぶりさえ見せずに言い放つ。


「大ありなんだよ！　お高くとまりやがって！」


「えらそうにつっぱってやがっと、余計な痛ぇ目見るぞ。おら」


「ちょっと話があるからついて来い、って言ってるだけじゃねーか」


　からんでいる男の数は三人、いずれも、全身全ぜん霊れいをもって『オレはごろつきだ』と自己主張しているような風ふう体ていの連中ばかりである。


「うるさいわね！　さっき、はっきり言ったでしょ！　あんたたちみたいな馬鹿につきあう義理はない、って！


　それとももう忘れちゃったの!?」


「……てめぇ……言わせておけば！」


　男のこぶしがふり上がり──





　ごめ。





　それが、女に向かってふり下ろされるより早く、ケインは男をどつき倒たおしていた。


　ざわざわ。


　ざわつく店の客たち。


「──事情のほどはよくわからんが──」


　完全に気を失った男の背中に片足を乗せ、さわやかとさえ言える口調でケインは言う。


「もめごとはよくねーぜ」


　残る二人は一瞬絶句し、


「……て……てめーは事情もわかんねーもめごと仲ちゆう裁さいすんのに、いきなり相手どつき倒すのかよっ!?」


「男と女がモメてりゃあ、ふつー悪役は男と相場が決まってるもんでな。それに、あんたらその格好じゃあ、『オレたちが善玉だ』なんて言い張ったって説得力ねーぜ」


「てめぇっ！　ぬけぬ……」





　がひ。





　男のことばが終わるより早く。


　ケインの右こぶしが、男のあごを捕とらえていた。


　彼は、残るひとりに目を向けて、


「──どうする？」


　男はしばし沈ちん黙もくした。


　仲間二人を倒たおしたのは、ほとんど不ふ意い討うち同然のテだが、それでも、はたで見ていて、ケインの動きが鋭するどいのはわかる。一対一でまともに戦やって、勝てる相手ではないだろう。


「……わ……わかった……」


　男は青い顔でうなずくと、倒たおれた二人をゆり起こす。


　突つっかかってくるかとも思ったが、男たちは、そのまま、あっさりと店の戸口へ向かった。


　扉とびらを開けて、男のひとりがケインの方をふりかえり──


「おぼえといてやるよ」


　男が、おさだまりの捨てゼリフを吐はくより早く、ケインは言い放つ。


「…………」


　先手を取られ、男は無言で、立場のなさそーな顔のまま、仲間ふたりと連れ立って店をあとにした。


「──さて、と……」


　ひとつ息を吐き、からまれていた女の方に向きなおるケイン。


　彼女はやはり、今もなお、憎にくしみの混じったまなざしで、じっと彼を見つめている。


「わけを聞かせてもらえるか？」


「うるさいわね」


　しかし彼女の返事はミもフタもなかった。


「どうせあんたも、あの連中の同類なんでしょう!?」


「……おいおい……」


「知ってるんだからね！　人殺しの会社にシッポ振ふってるような奴やつに話すことなんてないわよ！」


　一方的に言い放つと、そのままくるりときびすを返し、店の外へと姿を消した。


「……なんなの……？　彼女……」


「……さぁ……」


　ミリィに問われ、ケインは首をかしげた。


「──メリーナも、以前はあんな娘こじゃなかったんだがな……」


　つぶやく声はま近で聞こえた。


　目をやれば、ケインたちのすぐ後ろ、ヨレたシャツに身を包んだ、風ふう釆さいのあがらない中年男がひとり、カウンターに腰かけて、ケインたちに意味ありげな視線を送っている。


「聞きてぇか？……もっとも、そんなに詳くわしい話でもねぇが……」


　言って右手で、カラのグラスを振ふってみせる。


　ケインは、男の隣となりのストゥールに座り、バーテンに声をかける。


「──おい、このひとに水割りを」


「あー、ちょっと待った。若いの」


　中年男は、ちっちっちっ、と指を振り、


「悪いがおれは、ブランデーしか飲やらねぇんだ」


　……こら、おやじ……


　内心毒づきながらも、ケインはバーテンに向かってふたたび声をかける。


「──注文変へん更こうだ。水割りじゃなしにブランデーを」


「ロア・デ・ロアかクラブ・デ・レミーでいいぜ」


　横から口をはさむ中年。


　……く……くそおやぢぃぃぃっ！


　思わずわき起こる怒いかりを必死で抑おさえるケイン。


「──それで？」


「まあ待ちなって……へへ……」


　運ばれてきたグラスを嘗なめながら、にやけた笑みを浮うかべる男。


　ケインはグラスと引きかえに、しぶしぶバーテンに代金を渡す。


「……名前はメリーナ＝コンセンス。


　以前は、気のいい娘だったんだがな……ラグルドに勤めていた恋人が海かい賊ぞくにやられてから、すっかり変わっちまった……」


　言ってブランデーをひと口、旨うまそうに口にふくむ。


「海賊に？」


「ああ。恋人の名前は……たしか、アソートとか言ったっけな。ラグルド社で、宇宙貨物船の乗組員をやってたらしいんだが……


　ふた月か三月前だったかな？　それが海賊にやられちまってよ……


　それっきり、働いてる店もやめちまってよ。


　それが、ちょいと前から、おかしなことを言いはじめてよ。彼を殺したのはラグルドだ、ってよ。


　……ちょうどラグルドが、護衛になんでも屋を雇やといはじめた頃だったかなぁ……


　自分の恋人が乗ってた船には、護衛のひとつもついてなかったのが、腹にすえかねたんだろうけどなぁ……


　ま、ショックだったってぇのはわかるけどよ」


　言ってブランデーをもうひと口。


「──えらく詳くわしいんだな」


「……まあな……おれの知ってるのはこのくれぇか」


「ふぅん……」


　ケインはしばし考えて、


「彼女の住んでるところは？」


「そりゃあ知らねえ」


「なら──その、前に働いてたところ、ってぇのは？」


　ケインに問われて、男はひとの悪い笑みを浮かべ、


「ここだよ」


「……へ……？」


　思わず間の抜ぬけた声を上げるケイン。


「……ここ……って……」


「そう。この酒場で働いてた。今でもああして、ちょくちょく顔を出す。オレは常連のひとりでね。だからいろいろ知ってた、ってことさ」


「……ち……ちょっと待て……」


　ケインはこめかみを押おさえ、


「……てぇことは何か!?　俺は別に、わざわざあんたにブランデーなんぞおごらなくたって、酒の一いつ杯ぱいも飲みながら、バーテンあたりに聞いてりゃあ、同じことが聞けたってわけか!?」


「同じことが聞けた、ってぇのはまちがいだ」


　中年おやじはしゃあしゃあと、


「たぶん──もっと詳しい話が聞けた」


　ケインはしばし呆ぼう然ぜんと沈ちん黙もくし、かわってバーテンに食ってかかる。


「おぉい！　なんでそれならそうと言ってくれねぇんだ!?」


「……黙だまっていた方がもうかりそうでしたからね」


　苦笑を浮うかべて言うバーテンに、返すことばもなく絶句するケイン。


　後ろで聞こえるミリィのくすくす笑い。


「──で？　ご注文は何にします？」


　問うバーテンに、ケインは大きなため息をつき、


「……水でいい……」





　警察署の中はやたらとごった返していた。


　タイプライターのキーを叩たたく音、鳴りひびく電話のベル、リノリウムの床ゆかを踏ふみ鳴らす硬かたい靴音。仕事の上のトラブルなのか、はたまた何かの取り調べなのか、声をはり上げあう男たち。


　ケインとミリィが、ケレス・シティの警察署を訪おとずれたのは、翌日の昼過ぎだった。


　目的はむろん、レイルから情報を聞き出すこと。


　あいかわらず、深く首を突つっ込むつもりはなかったが、現状が一体どうなっているのか、くらいのことは知っておきたい。


「星間警察Ｕ・Ｇのレイル、いるか？」


「会議室」


　手近にいた男にケインが聞くと、答えはあっさり返ってきた。お前は誰だれか、との問いさえなかった。


　けっこういいかげんなものではある。


　男が指した通路を行くと、『宇宙海賊捜そう査さ本部』の札のかかった部へ屋やがある。


　部屋の扉は開いていた。


　かなりの広さの会議室に、レイルはひとり、ぽつりと腰かけ、何やら書類に目を通していた。


「よぉ。レイル」


　手を上げてあいさつするケインに、ちらり、とだけ視線を走らせて、


「──ケインか」


　おもしろくもなさそうに言う。


「何やってんだ？　こんなとこにひとりで。それともトモダチいねーのか？」


「ちょっと忙いそがしくてな。ケンカ売りに来たのなら帰ってくれ」


　あいそもくそもなしに言う。


「そういうわけじゃないんだが……


　なあ、まえに俺たちではり倒たおしてとっ捕つかまえた連中、結局どうなった？」


「──忙しい、と言ったはずだが？」


　ふりむきさえせずに言われて、ケインは、ちらりっ、とミリィに目くばせをする。


　彼女は小さくうなずいて、


「ねーレイルさん[image: ]　できたら海かい賊ぞくたちの話、聞かせてほしいんだ・け・ど[image: ]」


「……うくっ……」


　ミリィに声をかけられて、彼は小さな声でうめいた。何かに耐たえるかのような表情で、首をかるく左右に振ふり、


「……いえ……しかし……たとえ知りあいとは言っても、あまり捜査の内容を外に漏もらすのは……」


「……こんど、海へ泳ぎにでも行きません？」


「何でも聞いてください、お嬢じようさん」


「……お前……時々自分が悲しくならねーか……」


　しかしやはり、レイルはケインのツッコミを無視し、ミリィに手近な席をすすめる。


　テーブルをはさみ、レイルに向かいあうかたちで腰を下ろすケインとミリィ。




[image: ]


「……誰が座っていいと言った？　ケイン」


「……てめー……」


「……あのあの、えっと……」


　険悪な雰ふん囲い気きが漂ただよいかけたふたりに、あわててミリィは口をはさみ、


「……そうだ、レイルさん……」


「レイル、と呼んでください」


　言って髪かみをかき上げる。


　ミリィの隣となりで、ロコツに顔をひきつらせるケイン。


「……じゃあレイル、もう、あの時の傷きずはだいじょうぶなの？」


　爆ばく弾だん犯はん人にんを追った時、彼は右肩に傷を負っていた。


「ええ。ご心配には及びません。弾丸は貫かん通つうしていましたし、骨にも異常はありません。さすがにまだ、力を入れると痛みますけどね」


「……そ……そぉ……


　──で、あの時捕つかまえた連中だけど、あいつら、結局どうなったの？」


　彼女の問いに、レイルは顔を曇くもらせて、


「──連中ですか……まあもちろん、私に対する傷しよう害がい罪ざい、というのははっきりしているんですけど……


　連中、ただ、私たちを恐きよう喝かつして金を取るつもりだった、と言い張ってましてね……」


「やっぱりな」


　あっさりと言うケインに、レイルは一いつ瞬しゆん、むっとした表情を浮うかべるが、なおも無視してことばを続ける。


「金をたかれる相手はいないかとうろついている時に、口笛みたいな音が聞こえて、そっちへ言ってみたら、私たちがいたんで突つっかかった、なんて言ってましてね。


　……まあ、噓うそは見え見えなんですが、こちらとしても、連中と爆破犯人、その爆破犯人と海賊とを結びつける証しよう拠こがあるわけではありませんからね……」


「……うーん……そっかぁ……」


　ミリィは小さくうなると、どこからともなく取り出したチョコレートを一かけ、口にほうり込み、


「──で、海賊たちの捜そう査さはどうなってんの？……報告は行ってると思うけど、あたしたちも襲おそわれたのよ」


「ええ……お聞きしていますけど……」


　レイルは歯ぎれの悪い口く調ちようで、


「ただ……捜査の方は、あまり進展していない、というのが実情ですね……特に、海かい賊ぞく船せんを相手にしての捜査はまるっきりです……


　なにしろ、海賊船を相手にする以前に、予算と宇宙を相手にしなくちゃなりませんからね。こちらは」


「予算と宇宙？」


　意味がよくわからず、問い返すミリィ。


「ええ。星わ間れ警わ察れの宇宙船ふねは、決して性能は悪いわけではありませんが、それでも、常時最さい新しん鋭えいの装そう備びを揃そろえる、などということは予算上不可能です。対して宇宙海賊たちは、略りやく奪だつした金を使って、いくらでも宇宙船ふねをチューン・アップできるわけです。


　つまり、もしも海賊たちにパトロールの船が出くわしたとしても、振ふり切って逃にげられるか、逆にこちらが沈しずめられるかする可能性のほうが多い、というわけです。


　──まあ、連中も、星間警察うちの宇宙船など沈めたら、一体どういうことになるか、くらいはわかるでしょうけどね……」


　もしそんなまねをすれば、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンとの全面戦争に突とつ入にゆうする。そうなれば宇宙軍ユニバーサル・フオースの動員権を持つ星間警察Ｕ・Ｇに対し、海賊たちに勝ち目があるわけはない。


　とはいえ人間、追いつめられれば何をやりだすか、わかったものではないのだが。


「それと、問題は宇宙の広さ、という奴です。


　現在、この星域に派は遣けんされて来ている、私たちの船は──まあ、そんなに数が多いわけでもありません。たとえ今の十倍の数のパトロール船がまわされてきたとしても、この星域全体をカバーすることは不可能です。


　どこかに海賊が出た、という通報を受けても、たまたまパトロール船が近くにでもいればともかくとして、そうでなければ、現場にたどり着くまで、数時間かかることなんてざらですからね」


「……うーん……」


　ミリィは、むずかしい顔で腕を組み、


「たとえば──貨物船カーゴ・シツプ全部に、この星域から出て相転移航法フエイズ・ドライブするまでだけ、護衛につく、なんてことはできないの？」


「……なんとかできないことはないでしょうね。貨物船カーゴ・シツプ全部にだけなら。


　ただし、こちらの船はほとんど二十四時間、休みなしで働くことになるでしょうし、旅客船の護衛も全くできなくなります」


「……あ……そっか……旅客船があったんだ……」


　ミリィはぽつりとつぶやいた。今まで襲おそわれているのがもっぱら貨物船カーゴ・シツプだったせいで、つい失念していたが、海かい賊ぞくたちにとっては、旅客船のほうがエモノとしてはおいしいだろう。


　貨物船カーゴ・シツプを襲って手に入るのは、物資ばかりと言っても過言ではないが、旅客船を襲えば、現金と人質とが手に入る。


「……我々は今、もっぱら、旅客船の警護につとめていましてね……いくら海賊たちが、おもに貨物船カーゴ・シツプを狙ねらうからといっても、だからといって旅客船のほうをおざなりにするわけにはいきませんからね……」


「……うーん……


　それじゃ、さ、レイルのアプローチしてる、『この惑ほ星しにいるはずの海賊たち』って方はどうなってんの？」


「──まず、海賊たちのボスとおぼしき人間ですが……」


　言いながらレイルは、書類の中から数枚の写真を取り出した。


　おそらく隠かくし撮どりだろう。さまざまな角度から撮られた写真のいずれにも、ひとりの男が写っていた。


　としの頃ころなら三十前後か。赤毛で精せい悍かんな面おもざし。ラフなジャケットに身を包んだ姿は、どう見たところでかたぎには見えない。


「アルザス＝コーンウェル。……本名かどうかはわかりませんけどね。


　最近、この惑ほ星しにやって来て、それとほとんど同じ時期に、海かい賊ぞくたちが出はじめています。以ま前えは、どこかの組織の幹部か何かだったんじゃないか、なんて噂うわさもありますけど、真しん偽ぎのほどははっきりしません。


　チンピラみたいな格好はしていますけど、こいつがどうやら海賊たちのボスらしい、というのは、地元じゃあ子供でも知ってるようです。


　──何度か、地元の組織ともめごとも起こしてますしね」


「地元の組織？」


「──ああ」


　思わず問うケインに、めずらしく答えるレイル。


「小さな組織でな。海賊を連れてきたアルザスに、あっさり潰つぶされちまった。


　ただ問題は──その組織が、『ナイトメア』の子こ飼がいだった、ってことだ」


『ナイトメア!?』


　ケインとミリィの声がハモった。


「ああ。『ナイトメア』にケンカ売るなど、正気とは思えんがな。しばらく前──この星域あたりで、宇宙戦せん艦かんの残ざん骸がいがいくつか見つかった。おそらく、海賊どもと『ナイトメア』が一戦やらかしたんだろうぜ」


「……けど、『ナイトメア』の連中、どうやって海賊たち見つけたのかしら……？」


「……さあ……海賊たちの中にスパイでも送りこんでいたんじゃありませんか」


　適当なことを言うレイル。


　彼は知らないが、事実はその逆だった。


　海賊たちに対するプレッシャーとして、『ナイトメア』が送り込んだ宇宙船ふねを、海賊たちが発見し、迎むかえ撃うったのである。


　遺失宇宙船ロスト・シツプという切り札を手に入れたことで、海賊たちの自信と大だい胆たんさは肥ひ大だいしていた。


　そう。これで『ナイトメア』とも渡りあえる、などという誤ご解かいを、ボスのアルザスに抱かせるほどに。


「──話を戻もどしますが、そのアルザスが、例の五十二番街にいます。──ただ、アルザスが海賊たちのボスだという証しよう拠こもない以上、何の手出しもできない、というのは実情ですけどね。


　そうでなくともあのあたりは、地元の警官でも寄りつきたがらないような場所ですし」


「……相手がシッポを出すまで待つしかない……か……」


　ぽつりとケインがつぶやいた。


　たしかに証拠がない以上、警察としては手出しはできない。


「……ほんとに何も摑つかんでねーのか？」


　レイルに向かって問うケイン。


「それにしちゃあ、いきなり爆ばく弾だんで吹っ飛ばされそうになったりしてるが……」


「ああ……あの時は……」


　レイルは苦笑を浮うかべて、


「アルザスのいる場所はわかってるんでな。ゆさぶりをかけるつもりで、直接会ってみたんだが……それで、いきなりあれだ。よっぽど気にさわったと見えるな」


「なるほどな……」


　ケインはうなずき、ふと、あることを思いつき、


「──ところでレイル、海賊たちにやられた貨物船カーゴ・シツプの乗組員に、『アソート』って名前の奴やつはいなかったか？」


「……アソート……？　なんでまた？」


「いや……ちょっとな……」


　この時、ケインの頭の中には、きのう酒さか場ばで出会った、メリーナのことがあったのは言うまでもない。


　──人殺しの会社──


　むろん単なる逆さか恨うらみ、という可能性は高いのだが、ケインにはなぜか、彼女の言ったそのことばが、どうも気になってしかたなかった。


「そいつの死にかたに、何か不ふ審しんな点とかないか、ちょいと調べてほしいんだが……」


「……しかしなぁ……」


「あたしも知りたい[image: ]」


「任まかせてください」


　レイルは、テーブルの上に散らばるファイルの一冊をぱらぱらとめくり、


「……これかな？　アソート＝イングレス……二十五歳、男。


　ラグルド社、宇宙貨物部門の航法士ナビゲーター。


　ふた月前、海賊たちにやられた、ラグルド社の宇宙貨物船、『駆け足キツネギヤロツプ・フオツクス』の乗ク組ル員ーだった……


　──けどミリィさん、海賊に船ごと沈しずめられたのに、死に方に不審な点も何もありませんよ」


「…………」


　無言で顔を見合わせるケインとミリィ。


　たしかに、それはそうである。


　だがしかし、どういうわけか、依い然ぜんとして二人の胸には、メリーナのことばが引っかかっていた──




　メリーナ




　人のざわめき。タバコの煙とアルコールのにおい。


　いろいろな惑ほ星しにも行ったが、この、酒さか場ばというやつの持つ雰ふん囲い気きだけは、どこに行ってもかわらない。


　カウンターに、探していた顔を見つけ出し、ミリィはその隣となりに腰かけた。


「はぁい」


　声をかけられ、メリーナは、彼女のほうをふりかえる。


「──どこかで会った？」


「まあ──そんなところね」


　メリーナの問いに、ことばを濁にごす。


　やはりミリィが思った通り。


　彼女は、ミリィのことを覚えていなかった。


　かつて、酒場で顔を合わせたことはあったが、いきなり暴れ出したケインとは他人のフリをしていたせいか、メリーナは、ミリィのことを気にとめなかったのだろう。


　ミリィは軽いカクテルを二杯はい、注文し、うち一杯をメリーナに渡す。


「……どういうつもり……？」


　問うメリーナに、ミリィは声を低くして、


「……ラグルドの話を聞きたくてね……」


　つぶやいて、意味ありげな視線を送る。


　メリーナのことばが、どうにも気になったケインとミリィは、結局、彼女に接せつ触しよくすることにしたのだ。


　なぜか毛け嫌ぎらいされているケインは別の場所で待機して、ミリィがその役目を担になう。


　むろん、余計なタダ働きである。しかしケインとミリィのカンは、ことを確かめろ、と告つげていた。


「──どういうこと？」


　警けい戒かいの色をにじませ、つぶやくメリーナ。


「ジャーナリストよ。スクープ狙ねらいの、ね。名めい刺しは持ってないけど」


「……そんなふうには見えないけど？」


　警戒の色を消さないメリーナに、ミリィは小さく笑みを送り、


「そんなふうに見えるようじゃあ、スクープ狙いなんてできないもんなのよ。


　──それより。最近、あるところから面おも白しろい話聞いたんだけど、ラグルド社が何かやってるみたいね」


　ぴくりっ、と、メリーナの表情が動く。


　探るようなまなざしで、ミリィをじっと見つめ、


「──何か、って、たとえば？」


「たとえば──そうね──」


　ミリィは、ひた、とメリーナの瞳ひとみを見つめかえし、小さな声で、


「人殺しのまねごと、とか」


　まともにメリーナの顔色が変わった。


「ど──どこまで知ってんの!?」


「しぃっ。声が大きいわよ」


　つめ寄るメリーナをたしなめて、困ったように、ぺろりっ、と、小さく舌を出し、


「──とは言ってもね。正直、それほど知ってるわけじゃないのよ。まだ、漠ばく然ぜんとした噂うわさの段階だしね」


「──噂でいいなら──」


　メリーナは、手にしたグラスに視線を落とし、


「ラグルドの保安部長のマリガンが、海賊パイレーツたちのボスとつるんでる、なんて噂はどう？」


「────!?」


　思わず一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくするミリィ。


　……ひ……ひょっとしてあたし……突つっ込んじゃあイケナイところに首を突っ込んじゃったんぢゃあ……？


　一瞬後こう悔かいするが、聞いてしまったものはしかたない。


　極力平静を装よそおって、


「──まあ、噂の出どころにもよるわね」


「……以ま前え、ラグルドの航法士ナビゲーターをやってた男の恋人が、二人がいっしょにいたのを見た、っていうのは？


　場所は五十二番街の近く。友だちの家に遊びに行ってて、仲良くリムジンに乗り込む二人を見かけた──こんなところね」


「……悪くないわね……あと、証しよう拠こみたいなものがあれば……」


「それを集めるのも、あなたのしごとでしょ？」


「──たしかに」


　答えてミリィは席を立つ。


　カクテルを飲のんでいられるほどの余よ裕ゆうはなかった。


「ありがとう。楽しかったわ。


　──あ、それと、この話、あまり、ひとには言わない方がいいわよ」


　笑みを残して席を立ち、店をあとにする。


　ゆったりとした足取りで、すこし離はなれた駐ちゆう車しや場じようへと向かう。


「どうだった？」


　待っていたのは、ケインの乗ったレンタ・カー。


　ミリィは無言で助手席の扉を開き、するりっ、と車内にすべり込む。


　ばたむ、と車のドアを閉め──


「──うどひぃぃぃぃっ！　てぇへんなこと聞いちまっただぁぁぁぁっ！」


「うわわわわっ！　いきなり叫さけぶなぁっ！」


「そんなことよりっ！　聞いておどろいてよ！　ケイン！


　──なんと、彼女の話によれば、ラグルドと海賊パイレーツがつるんでる、ってことなのよ！」


「なにぃぃぃぃぃぃっ!?」


「ちょっ……！　そんなに大声上げて驚おどろかなくても……」


「驚け、って言ったのはお前じゃないか!?」


「それはことばのアヤってもんよ！」


「ことばの……って、こんな話やってる場合じゃなくて！　ほんとうなのかミリィ、その話は!?」


「少なくとも──メリーナさんがそう思い込んでる、ってことだけは事実ね。


　なんでも彼女、ラグルドの部長──マリガンとかってあのひとが、海賊パイレーツたちのボスといっしょにいたのを見た、って言ってるわ。


　もちろん、単なる他人の空そら似にとか、何かの誤ご解かい、なんて可能性もあるけど、ウラを取ってみる必要とかはありそうね」


「それで、場所は？」


「やっぱり、例の、五十二番街の近くだって言ってた。部長と海賊パイレーツのおやぶんが、仲良く車に乗るのを見たんだって」


「……なるほど……」


　ようやく納なつ得とくするケイン。


　むろん、事実関係を確認する必要はあるが、おそらくメリーナは、海賊パイレーツのボス、アルザスと、ラグルドのマリガンが、何らかの形で手を組んでいることを知り、それで、宇宙港で、マリガンと、さも親しげに話していたケインに警けい戒かい心しんを抱いだいたのだろう。


「……しかし、事実を確かめる、と言ったところで、一体どこから手をつけるか、だな。


　まさか、マリガン部長や海賊パイレーツのボスに直接聞くわけにもいかねーだろうし……


　それに問題なのは動機だ。


　ふたりがつるんでるとして、まあ、海賊パイレーツたちのほうにはうまみはあるわな。警備や航路なんかの情報を受けとって、ガードの裏をかくことだってできるだろうからな。


　ただ──それでマリガンに何の得がある？」


「そんなのいくらでも考えられるわよ。たとえば、何か弱みを握にぎられている。あるいは金をもらってつるんでいる」


　やはりどこからともなく取り出したチョコレートを頰ほおばりながら言うミリィ。


「……てことは、まずはマリガンの身辺調査だな」


　つぶやいてケインは、腕時計に仕込まれた通信機のスイッチをオンにする。


　これで、衛星港に停とまった『ソードブレイカー』のキャナルと、連れん絡らくを取ることが可能である。


　──ひとの精神力をエネルギー源とするサイ・ブレード。腕時計に仕込まれた通信機。


　こういった怪あやしい小道具が、ケインはむしょうに好きだった。


　それはさておき。


　連絡の発信をはじめてしばし。


『──はい、こちら『ソードブレイカー』のキャナル』


　キャナルの声が、時計の小さなスピーカーから流れ出す。


「キャナルか。こちらケインだ。ちょっと頼たのみたいことがある。


　ラグルド社の保安部長──依い頼らいの交こう渉しようの時、通信に出た、マリガンってのがいたろう？


　あいつの個人データーを調べてくれ」


『了りよう解かい。調べがつき次第、こちらから連絡を入れます。


　……それと……』


「──どうした？　何かあったのか？」


　ケインの問いに、キャナルはしばし沈ちん黙もくし、


『……確かめたわけじゃないんですけど……どうも……気になることがあるんです』


「気になること？」


『ええ……護衛の仕事が終わって、ここに帰って来てから、ずっと違い和わ感かんを感じてたんですけど……


　──たぶん、この近くに来てますよ』


「来てるって、何が？」


『わたしや──以ま前えに戦った『ガルヴェイラ』と同じ存も在の──』


「まさか──!?　『ナイトメア』が動いたのか!?」


　ケインの声に、助手席に座るミリィは、ぴくんっ、と小さく体をふるわせる。


『……はっきりしたことはわかりません。けど、たぶん──』


「──わかった。もし、何かあったら連れん絡らくしてくれ」


『了解』


　キャナルが応こたえ、そして二人の通信は終わった。


「──また、『ナイトメア』か──」


　ケインは、車のシートに体を沈しずめ、ぽつり、と小さくつぶやいた。





　メリーナが酒さか場ばを出たのは、ミリィが店を出た、すぐそのあとのことだった。


　──ひとには言わないほうがいいわよ──


　ジャーナリストと名乗った女性の残したそのことばが、メリーナの心に影かげを落としていた。


　今の今までは、恋人のかたきが取りたい一心で、考えもせずに動き回っていたのだが、ようやくことここに来て、自分がどれだけ危ういまねをやっているのかに気づいたのだ。


　実は今日の昼、彼女は、軽けい卒そつにも、マリガン＝ハウエルのもとに電話をかけていた。


　音声のみの通信で、『海賊パイレーツのボスとは仲がいいようね。見たわよ。五十二番街で』とだけ告げて通話を切った。


　ゆさぶりをかけたつもりだった。


　むろん、自分の名など名乗らず、通話にも公衆電話を使った。


　しかし万一、自分の素す姓じようが相手にわかったら──


　なにしろ相手は、海賊と組んで、社員を平気で殺すような連中である。ならば、彼女を『始末』するのにためらうだろうか？


　不安は彼女の心の中で、どんどんその大きさを増してゆく。


　声で、女だということはわかっただろう。ひょっとしたら録音をされているかもしれない。


　それにメリーナは、あちこちの知った顔に、『ラグルド社は人殺しだ』などと、堂々と言いふらしている。


　彼女を探し出すのは、そうむずかしくもないのではなかろうか？


　──いや、それにそもそも、さっき酒場で彼女に話しかけてきた、ジャーナリストと名乗った女、あれはほんとうに味方だったのか？


　ひょっとしてラグルドが、メリーナの名前をかぎ出して、かまをかけて来たのではないのか？　味方づらをされて、ついついいろいろとしゃべってしまったが、よく考えてみれば、彼女はメリーナに、自分の名すら名乗らなかったではないか。


　疑ぎ惑わくは彼女の中でどんどんふくらみ、それが恐きよう怖ふに取って変わるまで、さしたる時間は必要としなかった。


　気がつくと、彼女は半なかばかけ足で、駐ちゆう車しや場じように停とめた自分の車へと向かっていた。


　その足が、駐車場の入り口で、ぴたり、と止まる。


　彼女は見たのだ。


　駐車場の奥に停まった車の一台に、ひと組の男女が乗っているのを。


　ひとりは、たった今、ジャーナリストと名乗って自分に近づいてきた女。


　そしてもうひとりは、ラグルド社のマリガンと──海賊たちとつながりのある男と、宇宙港で親しげに話をしていた男だった。


　二人は車の中で、何やらひそひそと話している。


　──グルだったんだ！　やっぱり！


　メリーナの全身を恐きよう怖ふが駆かけ抜ぬけた。


　むこうはこちらに気づいていない。メリーナはあわてて、足音を殺し、その場を離はなれた。


　──これであたしのことはバレちゃった！──今度はあたしが殺される！


　車のそばへは近づけない。駐車場にはあの二人がいる。


　──どうしよう──


　タクシーを拾う程度のことすら思いつかぬほど混乱したまま、彼女の足は、いつしか、自分のアパートへと向かっていた。


　道をゆく人々が、みんな敵に見えた。


　あそこで立ち止まっている男は、自分が来るのを待っているんじゃないのか？　さっきから後ろを歩いている女は、自分を尾つけているんじゃないのか？


　疑ぎ心しん暗あん鬼きにかられ、彼女は何度も、わざと立ち止まってみたり、いきなり路ろ地じに入ってみたり、同じ所をわざと何度か通ってみたり。


　すべては彼女の思いすごしである。むろん、尾けている者も待ち伏ぶせている者もいないのだが、それでも彼女は安心できず、恐怖に駆かられ、あちこち道を行くうちに、いつしかメリーナは、人通りのない裏路地へとやって来ていた。


　──どこだろ……ここ……


　あたりをきょときょと見回す彼女。


「──よぉ。ねーちゃん。こんな所をひとりでお散歩かい？」


　後ろからかかった声に、彼女は思わず、手にしたバッグを取り落とす。


　おそるおそるふり向けば、そこには、ごろつきふうの男が四人。


　むろん、こういった界かい隈わいではよく目にする、単なるごろつきではあるのだが、不安と混乱にまとわりつかれたメリーナの目には、男たちは、ラグルドや海賊パイレーツたちの送りつけた刺し客かくに見えた。


「いけねーなぁ。こんなところを、こんな時間にひとりで、なんて」


「このあたりはぶっそうだぜぃ」


「なんならオレたちが守ってやろうか？」


　口々に言いながら、ゆっくりと、メリーナの方へ歩いてゆく。


　逃にげようとは思うのだが、足がすくんで動かない。


「──ス……宇宙海賊スペース・パイレーツね！　あんたたち!?」


　メリーナがかろうじて上げた、悲鳴に近い声に、男たちは一いつ瞬しゆん、いぶかしげに顔を見合わせるが、そのうちひとりが、おどけた調子で、


「そうとも。よくわかったな。オレたちゃコワい宇宙海賊スペース・パイレーツなのさ」


「──ほう」


　低い声は、メリーナの後ろからした。


「海賊パイレーツか……ならちょうどいい……」


　声はゆっくりと近づいてくる。


　ふり向くメリーナの目に、ひとりの男の姿が映った。


　逆立つ髪かみは黄金こがねの炎ほのお。やや瘦やせぎみの、鷹たかを想わせる鋭するどい面おもざし。


　かなりのハンサムではあるが、紫むらさきがかった瞳ひとみには、得え体たいの知れない光が奥に眠っていた。


　そして、全身を覆おおうまっ黒い服。


　ゆったりとしたスゥエット・スーツのような、動きやすい服ふく装そうである。


　男はそのまま歩みを進め、やがて、メリーナと、ごろつきたちとの間で立ち止まる。


「海賊パイレーツ──だそうだな」


「何だ!?　てめ──」


　ごろつきのひとりの手が、ジャケットの内うち懐ぶところに伸のびるより早く──


　じゃっ！


　夜の空気を白光が裂さいた。


　ゆっくりと、ごろつきの体が後ろに倒たおれ込む。


　その額には、どす黒く、小さな穴あなが開いていた。


　対する男の手の中には、一本の、金属の筒つつが握にぎられていた。


　──サイ・ブレードの発はつ振しん器きである。


　しかし男は、バンダナも、増幅器ブースターも身につけてはいない。理論上、人間の精神力では、この状じよう態たいでサイ・ブレードを具現させることなどできないはずなのだが、サイ・ブレードの存在さえ知らなかったメリーナやごろつきたちに、そんなことまでわかろうはずもない。


　一いつ瞬しゆん、何が起こったか、理解できずに硬こう直ちよくするごろつきたち。


「聞きたいことがある」


　かまわずに男は言う。


「海賊パイレーツならば知っているはずだ。アルザス＝コーンウェルはどこにいる？」


「……し……知らねえ……」


「そうか」
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　震ふるえる声で答えたごろつきの額に、ぽつりと黒い穴が開く。


　男は残る二人に目をやって、


「アルザスの居場所を知らんのなら、宇宙船ふねを置いているアジトの場所でもいい」


「ちょ……！　ちょっと待ってくれよ！　あんた！　そんなこと言われたって、オレたちゃ海賊パイレーツなんかじゃねえんだよっ！」


「わかった」


　サイ・ブレードの光が閃ひらめく。


　男は残ったごろつきひとりに視線を向けて、


「海賊パイレーツだ──と言ったのは、確かお前だったはずだが」


「ま！　待ってくれ！……わかった！　知ってることは全部話す！　だから……だから命だけは助けてくれ！」


　あれは噓うそだ、などと言おうものなら、どんな運命が待っているのか、残ったひとりは悟さとった。ここは適当なことを言って、時間を稼かせぎ、なんとかこの場を切り抜ぬけるしかない。


「なら話してみろ」


　男の視線に晒さらされて、残ったひとりは、必死で頭をめぐらせる。


　宇宙海賊スペース・パイレーツ、アルザス＝コーンウェルと言えば、彼もその名は耳にしている。しかしそれはあくまでも、噂うわさのレベルを出ていない。


　アルザスが、五十二番街のあたりにいるらしい、という程度の話は知っているが、それだけである。


　もしそれを言い、知っているのはそれだけだ、などと言えば、目の前の男はためらわず、自分の頭を撃うち抜くだろう。ほかの三人と同じように。


　彼は、なおも無言のまま、必死で頭をめぐらせて──


　──どうやら、人ひと違ちがいのようだな──


　ごろつきのその様子に、男はそう判断した。


　そして、死体は四つになった。


　男はゆっくりと、メリーナの方を向きなおる。


　彼女はやはり動けぬままで、その場に立ちすくんでいた。


　メリーナは知った。


　今、自分の目の前にいるのが、自分たちとは全く異質な存在だと。


　男の瞳ひとみに宿る光は異質なものだが、決して狂きよう気きのそれではない。かといって、プロにしては、不必要な人間までをも虫ケラのように殺している。


　──いや、人ならば、たとえ虫ケラを殺す時にでも、そこに何かの表情が動く。


　しかし男は、まるで、つまらない書類にサインをするかのような表情で、ごろつきたちをあっさりと殺した。


　ごろつきたちが、本当に海賊パイレーツだったのか、今となってはメリーナにはわからなかったが、しかしはっきりとわかることがひとつ。


　メリーナから、聞くべきことを聞き出せば、男はメリーナを殺すだろう。


　表情ひとつ、動かすことなく。


　逃にげ出したとて、結果は同じ。


　それに万が一、ここで男の手を逃のがれることができたとしても、こんどは、ラグルドと海賊の影かげにおびえる日々がはじまる。


　メリーナは、とある決心をかためた。


「──海賊パイレーツを探してるの……？」


　彼女の方から男に声をかける。


　さすがに、声のふるえは消せなかった。


「……も……もしもあんたが、海賊パイレーツに恨うらみがある、っていうのなら、手を貸してあげてもいいわ！　あたしも海賊パイレーツには恨みがあるのよ！……そりゃあ、それほど詳くわしいことを知ってるわけでもないけど、連中が、だいたいどのあたりに住んでるか、とか、海賊パイレーツたちのバックで動いてる連中の話とかはしてあげられる！」


　そう──


　メリーナが選んだのは、男を仲間に引き入れることだった。


　うまく男と海賊パイレーツたちとをかみ合わせることができたなら──


「そのかわり──あたしにも組ませて！　連中が破は滅めつするところを、あたしはこの目で見たいのよ！」


「いいだろう」


　メリーナが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり言うと、男は、サイ・ブレードの発はつ振しん器きを、どこへともなくしまい込んだ。


　彼にとっては、便利なものは利用する、ただそれだけのことである。シロウトと組むと足手まとい、などとは彼は思わない。


　足手まといになったなら、処分すればすむことなのだから……
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　ホテルの電話のベルでケインがたたき起こされたのは、まだ朝早くのことだった。


「……はい……こちら、ケイン＝ブルーリバー……」


　ベッドにもぐり込んだまま、寝ねぼけ声でいう彼の耳にとびこんで来たのはレイルの声だった、


『ケイン、お前、とうとうやったな』


「……はあ……？」


　意味がわからず問い返す彼。


『とぼけなくてもわかってる。今け朝さ、十六番街の裏路地で、地元のチンピラ四人の死体が発見された』


　レイルはここでことばを切り、受話器の向こうで、はぁっ、と、大きな息をつき、


『凶きよう器きはサイ・ブレードだ。……いかんぞケイン。ああいうまねは……』


「こ……こらっ！　ちょっと待てっ！」


　あわててベッドに身を起こす彼。


「なんでそれが俺おれなんだっ!?」


『宇宙広しといえど、あんな粋すい狂きような武器を使うのはお前だけだ』


　ずっぱりきっぱり言い放つ。


「……う……宇宙広しとまで来たか……」


『すなおに認めて反省すれば、きっと罪つみは軽くなる。それから、ミリィさんのことは心配するな。おれが幸せにしてみせる』


「だからぁっ！　俺じゃねーって！」


『まあ、何はともあれ話は聞きたい。ともかく署まで来てくれるか。


　──そうそう、一応参考までに話を聞きたいんでな、ミリィさんも連れてきてくれ』


　ぴくんっ！


　ケインの眉まゆが片方、はね上がる。


「……レイル……お前まさかひょっとして、ミリィに会いたいだけなんじゃあねーだろーな？」


『……………………』


　受話器の向こうはしばしの沈ちん黙もく。


「てめえっ！　図ず星ぼしだな!?」


『──ともかく。署で待っている』


　事務的な口く調ちようでそう言い残し、レイルからの電話は切れたのだった。





　めずらしく、今日は雨だった。


　雨が好き、という人間も世の中にはいるが、ケインははっきり言って、雨が嫌きらいだった。


　理由はかんたん。マントが濡ぬれるからである。


　むろん撥はつ水すい加工はしてあるが、それでもイヤなものはイヤだった。


　タクシーを呼び、ケインとミリィの二人が警察署に着いたのは、現地時間で午前十時頃のことだった。


　警察署の中は、以前来た時と変わらず、ごった返していた。


「……雨だっていうのに、やっぱし事件ってぇのは起こるのねぇ……」


　わけのわからん感想をぽつりと漏もらすミリィ。


「……あのなぁ……どこの世界に、『今日は雨だから事件を起こすのはやめよう』なんて考える犯はん罪ざい者しやがいるってんだ？」


「たとえば放ほう火か魔ま」
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　思わぬ反はん撃げきを受けて、一いつ瞬しゆん絶句するケイン。


「……そ……そりゃまあ、放火魔はそうかもしれねーけど……けど、雨音なんかが……」


「ケイン！」


　ムキになって反論しかけたケインに声をかけたのは、言うまでもなくレイルだった。


　二人はレイルに連れられて、取り調べ室へと通された。


　三人のほかには部へ屋やには誰もいない。


　小さな机にケインが座り、向かいに、ファイルを手にしたレイルが腰かける。ミリィは、すこし離はなれたところにある、本来なら記録者用の席につく。


「……さてと……」


　レイルは、ケインにほがらかな笑みを向けて、


「なんで殺やった？」


「だぁぁぁぁらぁぁぁっ！　俺はやってねーって言ってっだろーがっ！　第一、何を根こん拠きよに俺だって話になるんだよっ!?」


「まるっきり根拠がない、ってわけじゃない。まずは、サイ・ブレードって武器の特とく殊しゆ性せいだな。あんなシロモノを使うのは、宇Ｕ宙・軍Ｆの白はく兵へい部隊か、さもなきゃ、いつもマントなんて着て喜んでる変わり者かのどっちかだ。


　今、この惑ほ星しに宇宙軍は来てない」


「なら、まず宇Ｕ宙・軍Ｆの退たい役えき軍人あたりから調べろよ！」


「調べてるよ。むろん、な。ただそっちの方は少々時間がかかりそうなんでな。とりあえず手近なところから、ちゃっちゃと済ませよう、と思ってな」


「ちゃっちゃと調べるのはいいけどな、なんでお前がこんなことに首突つっ込んでんだよ!?　海賊パイレーツはどうした海賊パイレーツは!?　だいたいこんなもん、地元の警察のしごとだろーが!?」


「たまたまおれの知ってる奴やつに、サイ・ブレードを使う奴がいた。だからちょっと手つだってやってるだけさ。


　──なぁ、ケイン、お前がここで、ちょっと自己犠ぎ牲せいの精神を発はつ揮きして、『俺がやりました』って言ってくれりゃあ、それでこの事件は解決、あとは海賊パイレーツたちの捜そう査さに全力を注そそげる、ってもんだ。社会奉仕だと思って自白しろ」


「するかぁぁぁぁっ！　くどいよーだが、俺はやってねーって言ってっだろ！」


「……やれやれ……強ごう情じような奴だな……


　なら聞くが、きのうの夜、現地時間で十時頃、お前、どこで、誰だれと、何をしてた？」


　その時刻なら、ミリィがメリーナと接せつ触しよくし、情報を聞きこんできた頃ころである。


「……その頃なら……車の中でミリィとヤってた」





　すかけぇぇぇぇぇぇん！





　飛んで来たアルミの灰はい皿ざらに頭を直ちよく撃げきされて、ケインはまともにのけぞった。


「……わけのわかんない冗じよう談だんは言わないよーに」


　顔を赤く染そめ、言うミリィ。


「……だ……だからっ！　しごとの相談をやってたんだよっ！」


　あわてて言いつくろいながら、内心、胸をなで下ろすケイン。


　記録者の席に置いてあったのが、アルミの灰皿だったからよかったようなものの、もしもタイプライターか何かだったら、一体どうなっていたか……


「……ということは、一応、ミリィさんと一いつ緒しよにいたわけか？」


「ああ。─たしか、『モルディン』とかなんとかいう酒さか場ばから、ちょいと離はなれた駐ちゆう車しや場じようだ。番地まではおぼえてねーけど、案内しろと言われりゃ案内するぜ。


　──それと、そこから『ソードブレイカー』のキャナルに通信送ったから、くわしい時刻や通信座標の記録、残ってるかもしれねーぜ」


「……キャナル……か……」


　レイルはしぶい顔でつぶやく。彼女が立体映像ホログラフイだということは知っていたが、単なるコンピューターなどではない、ということまではレイルは知らない。


「……あのご立派な教育をされたコンピューターさんに聞けってか？　この前は、おれからまんまと二千もふんだくりやがって……」


「……なに……!?」


　レイルのことばを聞きとがめるケイン。


「ちょっと待てレイル！　その、『二千取られた』ってぇのはどーいうことだ!?」


「は！　とぼけやがって！……って、そんな馬ば鹿かなとぼけかたはせんわな……普ふ通つうは……とするとケイン、お前ひょっとして、以ま前えの火星の件で、おれがキャナルの口座に金を払はらい込んだこと、知らんのか!?」


「……あ……あいつぅぅぅぅぅっ！」


　ケインは腕時計の通信スイッチをオンにする。


『──はい、こちら『ソードブレイカー』のキャナル』


「ケインだ。レイルに会った。依い頼らい料の話は聞いた」


『……………………』


　しばしの沈ちん黙もく。


　やがて、涼すずやかで事務的な声が、


『……この電話番号は、現在使用されておりません。もう一度よく番号をお確かめの上、おかけなおしください』


　ぷつっ、つーっ。つーっ。つーっ。


　ごていねいに、電話の発信音まで流れる。


「…………」


「…………」


　しばしの沈黙のあと、ケインは通信を切った。


「……な……なかなかアバウトなコンピューターだな……」


　感心したようにつぶやくレイル。


「……あ……あいつぅぅぅっ！　帰ったら外がい装そうにラクガキしちゃるっ！」


「……まあ、それはともかく……この調子じゃあ、お前の言う『ソードブレイカー』の記録とやらも怪あやしいもんだな」


　レイルはこんどはミリィに向かって、


「──ミリィさん、それではあなたにお尋たずねしますが、あなた、昨夜十時ごろ、ほんとうに、ケインといっしょにいたんですか？」


「──ええ。まあ」


「ほーら、見ろ」


　ミリィのことばに、勝ちほこったように言うケイン。


　レイルはにっこりと、ケインの方をふり向いて、


「なるほど──で、どんなアリバイトリックを使った？」


「……てめー、俺をからかってるだろ」


「当り前じゃないか。今ごろ気づいたのか？」


　涼しい顔で言うレイル。


　しかしケインも涼しい顔で、


「いやぁ、お前なら、デッチ上げで無実の人間を罪つみに落とすくらいのことはやってのける、って、俺はそう信じてたからな」


「はっはっはっはっ」


「はっはっはっはっはっはっはっはっ」


　ひきつった笑いを交わす二人。


　たがいの額に浮うかぶ青スジを、ミリィの目は見み逃のがさなかった。


「──ま、冗じよう談だんはとにかく、だ」


　いきなり真ま顔がおに戻もどって言うレイル。


「お前がサイ・ブレードを持ってる、ってことだけは事実だったからな。一応念のため、話を聞きたかっただけだよ」


　言ってファイルを手に取り、席から腰を浮かしかけ──


「──と、そうだそうだ」


　ばらばらとファイルをめくりながら、


「現場に、女物のバッグが落ちててな。知らんとは思うが一応念のため聞いておく。メリーナ＝コンセンスって名は──知ってるわけないな」


『メリーナ!?』


　同時に声を上げ、立ち上がるケインとミリィ。


「な……何だ!?　知ってるのか!?」


「まちがいないと思うけど……」


　言って席を立ち、ミリィはレイルに近づいた。


「この女性ですが……」


　言って彼女にファイルを手渡すレイル。


　そこには、数枚の、メリーナを写した写真があった。


「まちがいないわ」


「どういうお知りあいなんです？」


　レイルの問いにはケインが答えた。


「知りあい──ってほどでもねーけど……


　ともかく、俺は以ま前え、そのメリーナに、面と向かって人殺しの仲間呼ばわりされたことがあるんだよ」


「人殺しの仲間？　どういうことだ？」


「ああ。俺も気になって、ちょいと探さぐりを入れてみた。


　なんでも彼女には、アソートってぇ恋人がいたんだが、こいつが、ラグルドの貨物船に乗ってて、海賊パイレーツにやられてる」


「……アソート……？　そうか。まえにお前たちが聞いてきた男だな」


「ああ。それ以来メリーナは、あっちこっちで、『彼を殺したのはラグルド社だ』なんて言いふらしてたらしい。


　彼女の言うには、ラグルドと海賊パイレーツとがつるんでる、ってことだ。


　……どうやら、単なる逆さか恨うらみじゃなくて、何かの根こん拠きよがあるらしいんだがな」


　彼女の言った、ラグルド社のマリガンと海賊パイレーツのボス、アルザスが会っているのを見た、という話はわざと伏ふせておいた。すくなくとも今の時点では、やや根こん拠きよと説得力に欠ける話である。


　昨夜、キャナルに、マリガン部長の個人データを調べさせたのだが、これといって怪あやしい点は見つからなかった。


　ギャンブルなどが好き、というわけでもなく、どちらかというと会社べったりの男のようだった。


「──ふぅん……ラグルドと海賊パイレーツ……か……」


　一笑に付されるかとも思ったが、レイルは真しん剣けんな顔で、腕を組んで唸うなりだす。


「──まさか──星間警察Ｕ・Ｇでもそういう話が出てるのか？」


「いや、そういうわけじゃないんだがな──


　──ただ、今度の海賊パイレーツ騒さわぎな……ラグルド社は、一クレジットだって損はしてない──というよりむしろ、海賊パイレーツたちに襲おそわれて、得をしてる」


「得!?　どういうことだ!?」


「保険だよ」


　レイルは言った。


「船せん舶ぱくに、積み荷に、乗組員に。かけられた保険は莫ばく大だいな額にのぼる。船と積み荷の代金や、遺い族ぞくへの補ほ償しよう金きんを払はらっても、それでもラグルドの手元には、かなりの金が転がり込んでいる。


　──地道な商取引よりも、ずっと多い額が、な。


　……もし、ラグルドが海賊パイレーツとつるんでるとしたら……星間警察Ｕ・Ｇが裏をかかれまくるのもうなずける」


「会社ぐるみ、って奴かよ……」


　ケインは、ふとあることを思いつき、腕時計の通信機のスイッチをオンにする。


　ややあって──


『この電話番号は、現在……』


「キャナル、その話はあとだ。それより、調べてもらいたいことがある」


『……何？』


「契約の時、保険もラグルドがかけてくれる、って条件だったな。その保険の条件について調べてくれ。もしもこちらの宇宙船ふねが、海賊パイレーツか何かに撃げき沈ちんされた時、おりる保険額はいくらだ？」


　──しばしの間を置いた後、キャナルの答えた数字に、ケインたちは、思わず小さな呻うめきを漏もらした。


　ちょっとした宇宙船ふねなら、二、三隻せきは買える額である。


　それが一いつ旦たんラグルドの手に渡り、それから遺族などに渡される。


　むろんその時の額は、かなり目減りしているだろう。


「……なるほど……今度はやっかいごと下請け人トラブル・コントラクターを護衛に雇やとって、貨物船ごと沈しずめて一石二鳥ってわけだ」


　苦い表情でつぶやくレイル。


「するときのうの殺しも海賊パイレーツがらみか……ともあれ、鍵かぎはメリーナ＝コンセンスか」


「メリーナとの連れん絡らくは取れねえのか!?　警察なら住所くらいはわかるだろ!?」


「むろん連絡はしたよ。しかし電話にも出ない。パトロールをアパートへ向かわせたが、どうやらそこにもいる様子がない」


「……まさか……メリーナのことをかんづいた海賊パイレーツたちにさらわれた、とかってぇんじゃねーだろーな!?」


「ありえん話じゃないな……」


　──もしもそうなら、もう無事ではいないだろう──


　ことばの後半をレイルは飲のみ込んだ。


「……まあ、いずれにしても、事件の参考人、ということで探してはみるよ。お前も、もし何か気づいたこととかあったら連絡してくれ」


　言ってレイルは席を立った。





「──ねえ、ケイン、どう思う？」


　警察署をあとにして、途と中ちゆうで寄った軽食店。ほかの客たちのざわめきにまぎれて、ミリィは抑おさえた声で言った。


「……メリーナか？」


「ええ……もしも彼女の身に何かあったんだとしたら……」


　ブラックのアメリカンをひと口すすり、ミリィはそこでことばを切る。


「──ほうってはおけない──か？」


　ケインに問われ、彼女は小さくうなずいた。


「……なーんか、ちょっと気になる、なんて程度で近づいたら、いきなり首までハマり込んで……」


「引き返すことはできるんだぜ。何も知らなかったフリすりゃあいいんだ。


　……それにもしもメリーナが、海賊パイレーツたちに捕つかまってるとすりゃあ、もし生きてても、たぶん居場所は五十二番街だ。助けるなら、乗り込んで行って、海賊パイレーツたちとケンカしなけりゃならんのだぞ」


　試すかのような口く調ちようでケインは言う。


「……うーん……海賊パイレーツなんかとケンカするのはヤだし……かと言って、このまま何もしないでほっぽっとく、ってぇのも寝ねざめ悪いし……」


　ミリィはしばし考えて、


「とりあえず──さぐりだけ入れてみる、っていうのは？……もちろん、タダ働きになっちゃうけど……」


「──賛成」


　言うと、ケインは、残ったアイス・ティーをひと息に飲み干して席を立った。





　めずらしく、今日は雨だった。


　車のウインドウの向こうには、雨に煙る、五十二番街がある。


「──で、どうするの？　これから」


　メリーナは、助手席に座る男に目をやった。


　昨夜、あのあと──


　アパートに戻もどろうかとも思ったのだが、海賊パイレーツたちの手が伸のびているおそれはあった。しかたなくメリーナは、男といっしょに、とある安ホテルに宿を取った。


　バッグを落としたことに気づいたのは、チェック・インの時である。


　おそらく騒さわぎの現場で落としたのだろうが、死体の転がる場所に戻る気にはなれなかった。


　結局、代金は男が払はらい、二人は同じ部へ屋やに泊とまった。


　見知らぬ男と同じ部屋──ふつうなら、女としての身の危険を案じるべきところだが、なにしろ相手が相手である。命の危険が先に立つ。


　しかし、男がいきなり暴れ出すようなこともなく、無事に一夜が明けた。


　昨夜のうちに、海賊パイレーツとラグルドとのつながりを説明し、海賊パイレーツたちが、どうやら、この五十二番街を拠きよ点てんにしていることを説明した。


　そして──今朝。


　男は一度、ホテルを出て、帰って来た時、その手の中には車のキーが握にぎられていた。


　どうやって車を手に入れたのかは知らない。


　男は、メリーナにキーをほうり投げて言った。


「案内しろ。五十二番街に」


　そして──


　男は今、車の中から、雨の向こうにひろがる町並なみに、じっと視線を注そそいでいる。


　メリーナは、男の名前を知らない。


　男は名乗ろうともしなかったし、メリーナも、聞きたいとは思わなかった。


　ホテルの台帳に、男の書き込んだ名前は目にしたが、むろんこれは偽ぎ名めいだろう。


「……どうするのよ……？」


　ややあって、ふたたびメリーナは問いかける。


　男はようやく、彼女のほうをふりかえり、


「──見たくないか？　アルザス＝コーンウェルの最さい期ごを」


「……え……？」


　一いつ瞬しゆん、言われたことばの意味が理わ解からず、思わずメリーナは問い返した。


「見たくないか、と言った。お前の恋人を殺した連中の片割れの死を」


　問われて彼女は答えに詰つまる。


　たしかに、恋人のかたきは討うちたいとは思う。思うが、その相手が死ぬのを見たいか、と問われれば、さすがに抵てい抗こうはある。


　抵抗はあるが、男の口ぶりから察するに、どうやら何かの考えがあるようである。とすれば、ここで『見たくない』と言い張ったところで、男が納なつ得とくするとは思えない。


「──見たくないか、って言ったって、どうやったらそんな真ま似ねができるっていうのよ？　まさか、殴なぐり込みでもかける気？」


　質問を返す形で答えをはぐらかす。


　しかし──


「そうだ」


　男はいともあっさりと答えた。


「そうだ……って、だからどうやって!?　アルザスを見つけるだけだってひと苦労じゃない！　そりゃあ確かに、あいつは、この区画ブロツクのどこかにいるだろうけど……五十二番街、ってかんたんに言っても、けっこう広いのよ！　たとえさわぎを起こしても、手下がぞろぞろ出てくるだけよ！」


「手は打った」


　やはりあっさりと男は言う。


　メリーナの顔をじっと見つめ、


「五十二番街の北にある、廃工場を知ってるか」


「……知ってるけど……あなたはよく知ってたわね」


「今朝、地図で調べた。


　もうすぐ、アルザスがそこに現われる」


「……なんでわかるのよ？　そんなことが？」


「今朝、ラグルドのマリガンに連れん絡らくを入れた。お前を脅おどしている女を捕つかまえた、と」


「──あんた!?」


「最後まで聞け。今日の十一時、五十二番街の北にある廃工場に、アルザス本人が来てもらいたい。報ほう酬しゆうについてはその時話し合う、という条件でな。


　来れば、奴を殺す」


「正気なの!?　あんた!?」


　メリーナは、思わず声を上げていた。


　よりにもよって、彼女を、生きた餌えさとして使おうというのだ。


「それがお前の唯ゆい一いつのチャンスだ」


　男はあくまで冷れい徹てつに、


「私と連中との戦いに紛まぎれて、逃にげることができたなら、お前は生き残れる」


「戦いって……相手はおおぜいなのよ！　あんたひとりで何ができるっていうのよ!?


　正気じゃないわ！」


「聞きたいのは答えだ。意見ではない。


　この案が気に入らないならそう言え。


　私は、お前の死体を取引の道具に使う。それだけだ」


　脅おどしでないことはメリーナにはわかった。


　もしも彼女が、ここで首を横に振ふれば、男はおそらく『そうか』などと、こともなげにつぶやいて、あっさりと彼女を殺すだろう。


「……わかったわ……」


　メリーナは、しかたなく首を縦に振った。





　降りしきる雨の中、かつて、何かの工場だった建物は、今は大きな影かげと化し、ただうっそりと佇たたずんでいた。


　外に面した壁かべやダクトには、あちこちに、茶色い錆さびが流れるようにへばりつき、放ほう棄きされてからの年月を物語っていた。


　入り口近くで見はりに立った海賊パイレーツ二人が、雨の向こうに、一台の車の姿を認めたのは、約束の時間のすこし前だった。


　やがて車は、二人のいる場所をやや通り過ぎ、屋根のあるところで停とまった。


　工場の屋根を叩たたく雨の音。


　車から降り立ったのは、ひと組の男女だった。


　片方は、黒ずくめの、鋭するどい面おもざしの男。


　そしてもう片方は、気の強そうな美人。こちらは両手を後ろで縛しばられ、男に引き立てられて車を降りた。


「よぉ。時間厳守だな」


　見はりのひとりが声をかけてくる。


「そいつか？　例の女ってぇのは？……なかなかいい女じゃねーか。始末する前に、たっぷり楽しませてもらえそうだぜ……へへ……


　あんた、もうヤっちまったのかい？」


「アルザスはどこだ」


　見はりの軽口を無視して男は言う。


「あっちだ」


　もう片方の見はりは、親指で手近なドアを指し、


「──その前に。ぶっそうなモノ持ってねえか、調べさせてもらうぜ」


　そのことばに、男は薄うすい笑みを浮うかべ、


「怖こわいのか？」


「なにぃっ!?」


　バカにしたような男の口ぶりに、見はりたちは怒いかりに顔を染そめる。


「アルザス＝コーンウェルとその部下は、たった一人の相手が怖いのか、と聞いた」


　言われて絶句する見はりたち。


　むろん、たとえ何を言われようとも、見はりたるもの、相手のボディ・チェックを怠おこたるなどとは論外である。


　しかしこの二人は、海賊パイレーツとしてはプロだったのかもしれないが、見はりとしては三流だった。


　そういう言い方をされてなお、ボディ・チェックをすれば面めん子つが立たない、とでも思ったか、あるいは、男ひとりでは何もできないと踏ふんだか、


「……いいぜ。ついて来な」


　片方が言って歩き出した。


　そのあとにメリーナと男が続き、その後ろに、もう片方の見はりがつく。


　工場の勝手口らしき、小さなドアをくぐり抜ぬけ、両側に、もはや動かぬ機械の並ならんだ通路を奥へ奥へと進む。手すりに錆さびの浮うく階段を登り、すき間、と言ったほうがいいような細い通路を抜けて──


　やがて一行は、通路の奥にある扉とびらをくぐり、大きくひらけた場所に出た。


　屋根を打つ雨音が、ひときわ大きく響ひびく。


　たぶん、倉庫だったのだろう。あちこちにドラム缶かんやら運搬台バレツトやらが散らかる中、ひとりの人物を中心に、左右にずらり、と、ごろつきふうの連中が並ならんでいた。


「その女か？　どこかの誰かを脅おどしてるの、ってぇのは」


　まん中の人物が、ずいっ、と一歩、前に出る。


　としの頃ころなら三十前後、赤毛で精せい悍かんな面おもざし。


　──しかしメリーナを引き立てたまま、男は無表情に、


「アルザス＝コーンウェル当人に会いたい──そう言ったが？」


「オレがアルザスさ」


「『影』に用はない」


　あっさり言い放つ男のことばに、赤毛の顔色が変わった。


「──なるほど。目は確かなようだな」


　声は、赤毛の男のさらに奥──転がるがらくたの向こうから聞こえた。


　やがて、二人の護衛に左右をはさまれ、現われたのは、赤毛とうり二つの男──


　本物のアルザス＝コーンウェルだった。


「退さがってろ」


　アルザスのひとことで、身代りの男は数歩、後ろに退る。


　かわってアルザスは、メリーナと男にひたり、と視線をつけて、


「よくわかったな。そっくりに整形させたんだが……」


　しかし、男はとりあおうともせずに、無言のままで佇たたずんでいる。


　一いつ瞬しゆんアルザスは、不ふ機き嫌げんな顔をするが、


「──まあいい。ところで、その女が本当に、誰かさんを脅してる奴やつだ、って証しよう拠こはあるのかい？」


　万が一を警けい戒かいしてか、あくまでマリガンの名は口に出さぬまま、アルザスは問う。


「疑うなら自分で調べろ」


　つき放したような男の口く調ちように、ふたたびアルザスは不ふ機き嫌げんな表情を浮かべるが、


「いいだろう！──ところで、報ほう酬しゆうのことではおれと話し合いたい、ってことだったが──何が望みだ？　金か？　それとも用心棒として雇やとってでももらいたいってぇのか？」


「聞きたいことがある。それだけだ」


「聞きたいこと？」


　言われて思わず眉まゆをひそめるアルザス。


「なんだ？　言ってみな」


「遺失宇宙船ロスト・シツプはどこにある」


「──な──!?」


　あっさりと言い放った男のことばに、アルザスは、思わず一いつ瞬しゆん絶句した。


　なぜ、この男がそのことを知っている。


「何もんだ!?　てめえっ!?」


「──悪夢ナイトメア──」


　声と同時に光が疾はしった。


　男が放ったサイ・ブレードのきらめきは、アルザスの、右の肩口を貫つらぬいた。


「──殺せ！」


　アルザスの声に、無数の銃じゆう声せいが重なった。





「……で？　これからどうしよう？」


　助手席でチョコレートをぱくつくミリィに問われ、ケインはことばに詰つまる。


　窓の外には、雨に煙る五十二番街があった。


　警察署でレイルにからかわれたあのあと。


　メリーナのことを、なぜか、どうしてもほうってはおけず、二人はレンタ・カーを借り、五十二番街へとやって来た。


　やって来たのはいいのだが、なにしろ手がかりのようなものが何もない。さぐりを入れてみる、とは言ったものの、一体どこから手をつけていいのか見当もつかない。


　とりあえず、車であたりをひと回りしてはみたのだが、雨のせいで、出歩く者の姿さえない。


「どっかそのへんの店かなんかで、聞き込みでもやってみる？」


「聞き込み……ったって、メリーナの写真も何もないんだぜ」


「あたし持ってる」


「……なんでそんなもん持ってる？」


「ひ・み・つ[image: ]」


　にっこり笑ってことばを濁にごす。


　まちがっても、レイルの持っていたファイルの中から、スキを見て一枚だけ失敬してきた、などと本当のことは言えない。


「……そういうことなら、それで行ってみるか」


　答えてケインは、傘を片手に車のドアを開ける。


　雨が地面を叩たたく音。それに混じって、はじけるような乾かわいた音が、遠くに聞こえた。


「──銃声!?」


　ミリィが思わず声を上げたその時には、ケインは、傘を車内にほうり出し、雨の中へと駆かけ出していた。


「ちょっと！」


　しかたなくあとに続くミリィ。こちらはきっちり傘をさしている。


　銃声は、断続的に聞こえている。


　二人の向かうその先には、雨の中、静かに佇たたずむ廃工場の影かげがあった。





　アルザスは我が目を疑った。


　男の放ったエネルギー弾だんが、自分の右肩を灼やき貫ぬいた時、彼は勝ちを確信した。


　まわりには、男から見えるところ、見えないところに、自分の部下を、二十人ほど配してある。もしも男が、誰かの放った刺し客かくだったとしても、一撃で彼を倒たおせなかった以上、次の瞬しゆん間かんには、部下たちの銃じゆう弾だんが、男を挽ひき肉にくに変えるはずだった。


　しかし──


　倒れたのは男ではなく、彼の部下数人のほうだった。


　裏切り者がいたわけではない。


　男がやったのだ。ひとりで。


　銃声が、倉庫の中に鳴り響ひびいた瞬間、男の姿がかすれて消えた──ように見えた。


　気がつくと、男は別の場所におり、かわりに、アルザスのまわりにいた、部下数人が倒れ込む。


　どうやって身をかわしたのか、アルザスにも、そして部下たちにも見切れなかった。


　動どう揺ようし、動きが止まったその瞬間、海賊たちが、さらに数人、地に伏ふした。


「ひるむな！　撃うて！」


　無責任に言い捨てて、アルザス自身は身をひるがえし、数人の部下を引き連れて、奥へと続くドアへと向かう。


「何なんだ!?　奴やつは一体!?」


　暗く細い通路を行きながら、アルザスは、前後をかためる部下たちにわめく。


「人間じゃねえぞ！　あの動き！──わけのわからん武器使いやがって！　だいたい、見はりの連中は何やってやがった!?　ボディ・チェックも満足にできねえのか!?」


　やがて、開けた場所に出た。


　せり出した屋根の下、アルザスたちの乗ってきた、六台の車が停まっている。


　うち一台にかけ寄って、部下たちは前に、アルザスは後ろの座席に乗り込む。


「何やってる!?　早く出せ！」


　短気にせっつくアルザス。


　タイヤの音をきしませて、車は、屋根の下から、雨の中へと飛び出した。


　工場のまわりをぐるりと迂う回かいし──


「──なんだ!?」


　最初にそれに気づいたのはアルザスだった。


　すなわち、雨の向こうに佇たたずむ人ひと影かげに。


「──まさか──!?」


　運転をしていた部下が、それの正体に気づいたその瞬間──


　びずっ！
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　一条閃ひらめいた白光は、車のフロント・グラスと、運転手の額とに、小さな穴あなを穿うがっていた。


　運転手の体がハンドルに倒たおれ込み、とたんに車は蛇だ行こうをはじめる。


「くそっ！」


　ひと声叫さけんでドアを開け、車から外に飛び出すアルザス。


　雨と泥どろの中に彼の体が転がった。


　車はそのまま大きくカーブを描き、工場の壁かべに突つっ込み、動かなくなる。


　死んだか、あるいは気を失ったか、乗っているはずのもうひとりの部下も、降りてくる様子はない。


　そして──雨の向こうから、アルザスに向かって近づく黒い影かげひとつ。


「──もう一度聞く」


　影は言う。


「例の宇宙船ふねはどこにある」


「ひいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ！」


　情けない悲鳴を上げながら、迷わずアルザスは逃にげだした。





「──止んだな……銃じゆう声せいが……」


　薄うす暗ぐらい通路を行きながら、ケインはぽつりとつぶやいた。


「……何があったんだろ……？」


　チョコレートの一かけを、口の中にほうり込みつつ、不安な声でミリィは言う。


　ついて来るんじゃなかった、などとは思うがもう遅おそい。


　五十二番街にある、さびれた工場の中。


　銃声は、たしかにこの中から聞こえてきた。


　少なく見ても、数年やそこらは使われた様子のない工場だが、門や、あちこちのドアも開いており、乗る者もない車が一台、軒のき先さきに停まっているのを見つけた。


　むろん、銃声が聞こえたからといって、すなわちメリーナと関係しているとは限らない。そうでなくてもこのあたりは、日ごろから物ぶつ騒そうな場所だということもあるし。


　かといって、見すごすわけにもいかず、近くの、開いていたドアから、二人は中へと入り込んだ。


　左右に並ならぶ、もはや動くことのない機械たち。


　小さな窓から入り込むかすかな明り。


「……ねーケイン、一応、警察とかに連れん絡らくしといた方がいいんじゃないの？」


　なんとなく、声をひそめて言うミリィ。


「連れん絡らくはもう入ってるはずだ」


　車から、ここへと走る道すがら、ケインはすでに、サイ・ブレードのユニット一式を装そう着ちやくしている。


「いつの間に連絡したの？」


「こいつでだ」


　答えてケインは、左腕にはめた、腕時計兼通信機をさし示す。


「……けどそれって、『ソードブレイカー』との直接通話用じゃあ……？」


「ああ。だからキャナルに連絡を入れて、通報してくれるように頼たのんどいた」


「……なるほど……」


　言いかけて、ミリィはぴたり、と足を止めて沈ちん黙もくする。


「──どうした？」


「今……なんか聞こえたような気が……」


　ミリィのことばに、ケインも足を止め、耳をすます。


　しかし、二人の耳に届とどくのは、屋根を打つ雨の音のみ。


「なんにも──」


　がぐんっ！


　何かの衝しよう突とつする音は、遠くから、しかしはっきり二人の耳に届いた。


　──アルザスが飛び降りた車が、工場のどこかに突つっ込んだのはこの時だった。


「なんだ!?」


　音の反はん響きようと雨のせいで、どちらからの音かはわからなかったが、音が聞こえたその瞬しゆん間かん、ケインは半なかば反射的にかけ出した。


　とたん──





　がぅん！





　銃じゆう声せいは、こんどは二人のま近で起こった。


　ケインの頭のすぐ左側にある、何かの機械に一瞬火花の光が閃ひらめく。


「──っなっ!?」


　とっさに身を低くして、あたりに視線をめぐらせるケイン。


　並ならんだ機械のその向こうに、うごめくいくつかの人ひと影かげ。


　状じよう況きようはさっぱりわからないが、『相手』がケインたちを敵とみなしていることだけは確かなようだ。


「ちょっと待て！　何があったか知らんが、俺たちは怪あやしいもんじゃない！」


　むだとは思いながらも、一応、全然説得力のない説得を試みるケイン。


「うそつけ！　そんなかっこうでのこのここんな所に来やがって！　何が怪しくねえ、だ！　どうせお前もあの男の仲間なんだろうがっ!?」


「……あの男……？」


　思わず眉まゆをひそめるケイン。


「ひょっとして……まるっきし別件なんじゃない……？」


　小声でつぶやくミリィ。


「……かもな……ミリィ、お前はここでじっとしてろ」


　言い残し、ケインは彼女の答えも待たずにかけ出した。


　がうんっ！　がごぅんっ！


　ケインを狙ねらい、たて続けに起こった銃声が、火花と轟ごう音おんを撒まき散らす。


　──二人──いや、三人か!?


　機械を盾たてにしながら場所を移動する。


「俺はただ、銃声が聞こえたから来ただけだ！　何が起こってる!?」


　念のため、もう一度だけ声をかけてみる。


　応こたえたのは、数発の銃弾だった。


「やかましい！　ヘタクソな噓つきやがって！　それにもし本当だとしても、てめえが誰だろうが知るもんか！　こんな所にのこのこやって来やがったのが悪いんだ！」


　ことばは銃弾のあとから来た。


　事情のほどはやっぱりよくわからないが、少なくとも、話し合いの無む駄だな相手だということと、少々乱暴に扱あつかっても、世間様からは文句の出ないたぐいの相手らしい、ということだけはわかった。


　──となれば──


　ケインはふたたび床ゆかを蹴けった。


　銃弾の飛び来る中を駆かけ抜ぬけて、目の前にある階段を駆け上る。


　階段、といっても、おそらく作業用か点検用だろう。鉄板を組んだだけのそれは、天てん井じよう近くを走るダクトや給水パイプに並んだ、やはり鉄板でできた作業用通路に続いている。


「野郎！」


「逃にがすかっ！」


　ケインのあとを追うように、機械の陰かげから、三人ほどの、銃を持った男たちが飛び出し、下からケインを狙い撃うつ。


　しかしケインはあっさり身をかわし、サイ・ブレードの刃やいばを生み出す。


　ぎぅんっ！　ぎぎぅんっ！


　右に、左に、サイ・ブレードを閃ひらめかせ、断続的に音を響ひびかせつつ、作業用通路の上をかけ抜ぬけるケイン。


　その通路の下を追って走りつつ、拳けん銃じゆうを撃うちまくる男たち。火花が何度かケインの足下に閃きはしたものの、銃弾はケインをかすりもしない。


　そして──


「ゆくぞっ！　作業用通路アタァァァック！」


　声と同時に閃く白光。


　たった今までケインの駆かけ抜けた作業用通路は、サイ・ブレードのとどめの一いち撃げきを受け、支えるものをすべて失い、下の通路へと落下する！


　──追ってきた男たちのま上へと。


『うづわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?』





　げごろん！





　重なる悲鳴と、それに勝まさる金属音とが響ひびいた。


　銃を手にした男たちは、三人とも、通路の下じきになり、もはや完全にノビている。


「──よっ、と」


　ひと声かけて、ごていねいにもその上に飛び降りるケイン。


　うめき声が聞こえたところからすると、まだ下の連中は生きているようである。


「……たく……とことん斬きるのが好きねぇ……」


　つぶやいてミリィは立ち上がり、数歩、ケインの方に歩みを進め──


　その足がぴたりと止まった。


「──ミリィ？」


　ゆっくりと、彼女は両手を上げた。


　彼女のすぐ横にある、機械の陰かげからつき出された銃口は、ミリィの胸のあたりに、ぴたり、と狙ねらいをつけていた。


「──動くなよ──男の方もだぜ」


　言いながら、機械の陰から姿を現わしたのは、顔の半ばを髭ひげで覆おおったひとりの男。


「──てめえは!?」


　ケインは思わず声を上げていた。


　髭ひげ面づらの顔には見覚えがあった。


　ケインたちのいたレストランを爆ばく弾だんで吹ふっ飛ばした、あの片割れの男である。


　髭面は、ミリィに銃をつきつけたまま、彼女の後ろにまわり込み、左手で彼女をかかえ込む。


「──ほぉう……確かてめえ、星間警察Ｕ・Ｇの犬野郎といっしょにいた奴やつだな……どうやらあの男と無関係だ、ってぇのは本当らしいが……


　どっちにしたって、オレたちの敵だってことにゃあ変わりねえ。


　──武器を捨てな」


「……くっ……」


　思わず歯がみするケイン。


　ミリィもまた、動けないままでいた。


　スキを見て、男を麻痺銃パラライズ・ガンで撃うつこと自体は、そうむずかしいことではない。しかしその場合、男の指が、はずみで引き金を引く可能性は少なくない。


　もしそうなれば、この至近距きよ離りである。よほど運がよくないかぎり、無傷というわけにはいかないだろう。


　かといって、ケインが素直に武器を捨てれば、二人とも殺されるのは目に見えている。


　しかし、それがわかっていても、ケインはおそらく武器を手放すだろう。


　と、なれば残る方法は──


「捨てちゃだめ。ケイン」


　ミリィはきっぱりと言った。ことばのうちに、ある決心の色を込こめ。


「捨てたら、二人とも殺されるだけよ」


「やかましい！　黙だまってろ！」


　後ろから、銃で彼女の背中をこづく髭面。


　しかしミリィはかまわずに、


「ケイン──絶対勝つのよ……あたしは足手まといにはなんないから……」


　言って哀かなしい微ほほ笑えみを浮うかべる。


「……ミリィ……？」


　彼女は、意を決したように目を閉じて──その頰ほおに一瞬、力がこもる。


「──ぐっ！」


　小さな呻うめき声と同時に、ミリィの口の端はしから一すじ、つぅっ、と、赤黒いものが流れて落ちる。


「ミリィ！」


　驚きよう愕がくの声を上げるケイン。


　髭ひげ面づらの腕の中で、ミリィの全身から力が抜ぬけた。
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　男はあわてて、ケインからミリィへと視線を移し、


「──ばかなっ!?　舌かみ切りやがった!?」


　あわてて彼女をほうり出し、あらためて銃じゆう口こうをケインに向ける。


　だがしかし──


　[image: ]んっ！


　男の銃口が定まるより早く。ケインのサイ・ブレードが放った白光が、髭面の額を撃うち抜いていた。


　引き金を引くこともなく、男はその場に倒たおれ伏ふす。


　ケインはそのまま動かない。


　彼の視線は、髭面ではなく、床ゆかに倒れたミリィの体に注そそがれていた。


「……ミ……ミリィ……」


「ほーい♪」


「…………………………………………」


　あっさり返ってきた元気な返事に、思わず硬こう直ちよくするケイン。


　ミリィは、ひょこんっ、とその場に立ち上がり、服の汚よごれをばたばたはたきながら、


「……やー、思ったより汚れちゃったわねー……埃ほこりが積もってるとは思ってたけど、まさか油まで流れてるなんて……洗って落ちるかな……？」


「……ミ……ミリィ……？」


　硬直したまま問うケイン。


「なに？」


「……舌は……だいじょーぶなのか……？」


「だいじょうぶも何も、舌嚙かんだりしてないわよ」


「…………けど…………その血…………」


「チョコレート」


　あっさり言って、ポケットから取り出したハンカチで、口の端はしのチョコレートをぬぐい取る。


　たしかに、もっと明るければ見分けもついたのだろうが、この薄うす暗ぐらさとあの状じよう況きようでは、ふつうチョコレートだなどとは思わない。


「……お前なぁ……」


　脱力感に、思わずその場にへたり込みそうになるのを耐たえながら、


「……悪い手だとは言わねーけど……どれだけ心配……」


　がうん！


　どこからか響ひびいた銃じゆう声せいが、ケインのことばを中断した。


　顔を見合わせ、うなずく二人。


「話はあとだ！　行くぞっ！」





　何が一体どうなっているのか、メリーナにはよくわからなかった。


　──悪夢ナイトメア──


　そのことばを後ろに聞くと同時に、彼女は、あの男に蹴けり倒たおされた。


　むろん、彼女の安全のためなどではなく、単に邪じや魔まだっただけなのだろうが。


　そのあとしばし、男と、海賊パイレーツたちとの、けたたましい銃撃戦が続き──


　やがて戦いは別の場所へと移ってゆき、ふと気がつくと、そこにいるのは、メリーナと、海賊パイレーツたちの死体だけになっていた。


　奇き跡せき的にも、蹴り倒された時のものらしきすり傷以外には、彼女は、傷らしい傷も負ってはいなかった。


　しかしこうなれば、状況がどうあれ、彼女にできることはひとつ──、逃げるのみ。


　両手は後ろで縛しばられたままだが、それでもなんとか立ち上がる。


　おそらくこれこそが、男の言っていた『チャンス』だろう。この機に、なんとか逃げることができれば──


　彼女はあたりをぐるりと見渡す。


　ドアは四つ。


　メリーナは、うちひとつに向かってかけ寄った。


　ばむっ！


　激はげしい音を立て、彼女の目の前でドアが開く。


　その向こうに立っていたのは、追いつめられた獣けもののような目をした赤毛の男。


　アルザス＝コーンウェル。


　アルザスの左手が、メリーナの腕を捕つかまえた。


　そのまま彼女の後ろにまわり込み、背中から銃をつきつける。


「来るな！」


　アルザスは、自分がやって来たドアのむこうにひろがる闇やみに向かって叫さけぶ。


「来たら……この女を殺すぞぉぉぉっ！」


　──それは奇くしくも、ケインやミリィが遭あったのと、ほとんど同じ状じよう況きようだった。


　追いつめられた悪役など、最後にやることはみな同じである。


　しかし、ケインたちの場合とは、決定的に違ちがうことがあった。


　すなわち──追う側に立つ者が、ケインではなく──
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　わずかなためらいさえ見せず、闇を白光が切り裂さいた。


　男には、アルザスを一撃で殺すつもりはなかったのだろう。サイ・ブレードの光は、アルザスの右の耳を灼やき貫ぬいた。


　しかしその一撃は、アルザスに、はずみで引き金を引かせるには十分だった。





　ごぅん！





　はげしい衝しよう撃げきと轟ごう音おんが、自分の体の中にもぐり込んだのが、メリーナにはわかった。


　アルザスは彼女から手を離はなし、メリーナは、ことり、と床ゆかに倒たおれ伏ふす。


　熱い塊かたまりが、のどの奥から、次から次へとわいて出る。


　今さらのように、メリーナは悟さとった。


　自分が、まちがったドアを選んだことを。


「……ひ……ひぃぃぃぃぃっ！　来るなぁっ！」


　叫びつつ、ふたたび銃をかまえなおそうとするアルザスの両肩と両りよう腿ももに、白い光が突き刺さった。


「っあっ!?」


　両手両足の動きを奪うばわれ、アルザスは床に倒れる。


　そして、開いたドアのその向こう──闇やみの中から、ひとりの男が姿を現わす。


「言え」


　男はアルザスのそばで立ち止まり、ぼそり、とそう言った。


　サイ・ブレードの発はつ振しん口を、アルザスの頭に向けたまま。


「──わ、わかった！　言う！　言うから命だけは助けてくれ！　なっ！　約束だぜ！」


　男は沈ちん黙もくしたままである。アルザスは、それを肯定と受けとって、


「ヴィメスの第六惑星だ！　隣となりの無人星系だよ！　あそこがアジトになってるんだ！」


　言ったその瞬しゆん間かん──


　びぅっ！


　サイ・ブレードの光が、アルザスの額を射ち抜いた。


　男は無言のまま、アルザスの死体を引きずると、倒れたメリーナの目の前へとほうり出す。


「見えるか。言った通り、アルザス＝コーンウェルの死体だ」


　事務的とすら言える、何の感かん慨がいもこもらぬ口く調ちようで男は言った。


　メリーナの唇くちびるがかすかに動き──


　そして、動かなくなった。


　最さい期ごに彼女が何を言おうとしていたのか──


　男にとっては、それこそどうでもいいことだった。


「──聞こえたか？　『ネザード』」


　男は言った。ドアの向こうの闇に向かって。


『聞こえた。たしかに』


　声は応こたえた。男の頭の中だけに。


　むろん、声の主ぬしがその闇の中にいるわけではない。闇はあくまで媒ばい介かいである。


「なら、行って滅ほろびを撒まくがいい。私は適当に戻もどる」


『いいだろう』


　ひとことを残して声はとぎれた。


　男はその場できびすを返し──


　だんっ！


　首を立て、ドアのひとつが開け放たれた。


　現われたのは──ケイン。




　ネザード




　ドアを開いた時、ケインの目に飛び込んで来たのはその男の姿だった。


　瞬間──


　ケインは半なかば本能的に悟っていた。


　敵だ。と。


　男は、静かなまなざしを彼に向け、静かな口調で問いかけた。


「──ケイン＝ブルーリバーか」


　応こたえるかわりにケインは跳んだ。


　素直に返事などしようものなら、その瞬間に殺される。


　なぜかケインにはそれが理わ解かった。


　そして同時に男も動く！


　二すじの白い光が、二人の間を行き、過ぎた。


　男の放ったサイ・ブレードの光は、ケインの右肩を灼やき貫つらぬき、そしてケインの放った光は──


　男にかすりさえしなかった。


　──なにもんだ!?　こいつは!?


　ケインの背を恐怖が疾はしり抜けた。


　右手がこうでは、もはや勝負は見えている。


　ケインはその時、はじめて気がついた。


　男はサイ・ブレードの発振器を手にしているのみで、バンダナも、増幅器ブースターも身につけていないということに。


「……誰だ!?　てめえ!?」


　ケインの問いかけを無視し、男の右手が動き──


「動かないで！」


　ミリィの声は、ケインの後ろ──たった今、彼が飛び出してきたドアのあたりからした。


「やめろ！」


　恐怖を背中に張りつかせたままケインは振り向く。


　たしかに、ミリィの射撃の腕は悪くないようだ。しかし、たった今、ケインを撃った男の腕に比べれば──


　瞬間、男は体の向きを変えた。


　一瞬にして、サイ・ブレードの発振口を、ぴたり、とミリィの額ひたいに向け──


　男の動きが、そこで凍りついた。


　その顔に、はじめて驚きよう愕がくの色が浮かぶ。


「……ミレニアム……!?」


　男の漏もらした小さなつぶやきは、二人の耳には届かなかった。


　そしてミリィもまた、動けないでいた。


　男のかまえたサイ・ブレードの発振口が、ぴたり、と、自分の額にマークされているのが理わ解かった。


　しかしそれより──


　目の前にいる男に、彼女はたしかに見覚えがあった。


　だが、どこで見たのか、誰だったのか、それがどうしても思い出せない。


　一瞬凍こおりついた時間を、雨の音だけが埋うめる。


　──はじめに動いたのは男だった。


　かまえていたサイ・ブレードを下ろし、ケインに向かって、


「海賊どものアジトは、ヴィメスの第六惑星にある。──来るがいい。ヴォルフィードとともに──」


　言い残し、いともあっさりときびすを返し、近くのドアから、その奥にある、闇やみの中へと溶とけ、消える。


　……はう……


　ケインは大きく息をついた。


　ミリィに向かって、


「──知ってる奴やつか？」


　彼女は首を横に振り、


「──ううん。……けど……どこかで見たことがあるの……まちがいなく。


　それがどこだったか……」


　つぶやきながら、ミリィはあたりに視線を這はわせ──


　その目が、ある一点で止まった。


「──メリーナ……さん……？」


　彼女のつぶやきに、ケインもまた、はじかれたように視線を移す。


　その先に、ひとりの女が倒れていた。


　もはやこと切れているのは、確かめるまでもなくわかった。


「……助けられなかったな……また……」


　ケインはぽつりとつぶやいた。





　今になってようやく、パトカーのサイレンが、雨音に混じって聞こえてきた。





　今。『ソードブレイカー』のコントロール・パネルに明りが灯ともる。


　あのあと。レイルたちが来るのを待つこともなく、二人は工場を飛び出して、その足ですぐ、宇宙港へと向かった。


　シャトルに乗って衛星港に着くと、すぐさま『ソードブレイカー』の発進準備に取りかかった。


　宇宙港でシャトルを待っている間に、レイルには連絡を入れ、ざっと状況を説明してある。


　むろん、海賊のアジトのある場所も。


　そして今──衛星港での出港許可も下り、『ソードブレイカー』の発進準備は整った。


「──キャナル。通信回線を開いてくれ。全周波数でだ」


「何をする気です？」


　問いかけるキャナルのほうをふり向きもせず、


「全周波数でぶち流してやるのさ。海賊パイレーツはヴィメスにいる、って」


「それは──やめといたほうがいいと思います」


「どうしてだ？　海賊どもをぶちのめしたがっているのは俺たちだけじゃない」


「海賊パイレーツをぶちのめすのはかまいませんけど──


　もしもこの近くに、海賊パイレーツたちの仲間がいて、その通信を聞いてたら、アジトに連絡するでしょうし、となれば逃げられるおそれも出てきます。


　それにたぶん──あそこには『奴』がいます」


「──奴──？」


　はじめてケインは、キャナルをふり返る。


「ええ。言ったでしょう。『ナイトメア』が来ている。と。


　しばらく前に、どうやら動き出したようです。この星系から外に向かって。


　根拠はありませんが、おそらく──」


「奴もまた、海賊たちのアジトへ向かってる、と？」


　キャナルはこっくりうなずいた。


「もし、その通りなら、怒りに燃えて、いろんなひとが集まったとしても、わたしたちと『ナイトメア』の宇宙船ふねとの戦いに巻き込むだけのことになります」


　言われてみればたしかに、それはまずい。


　しかし、ということは……


「さっきの男……そうすると、やっぱりあれも『ナイトメア』か……？」


　ケインのつぶやきにキャナルは眉をひそめ、


「あの男……？　どういうことです？」


「地上で、やっぱり海賊たちにケンカ売ってた奴がいてな。俺と同じに、サイ・ブレードをバンダナも増幅器ブースターもなしにぶっ放す男で、名前は知らねーけど、ヴィメスに海賊パイレーツのアジトがある、って言ったのもそいつだ」


「サイ・ブレードをブースターなしで!?」


「ああ。世の中にゃあ、根性のある奴もいるもんだ」


「根性だけでどうにかなる問題じゃありませんっ！　サイ・ブレードをバンダナもブースターもなしで具現させるなんてこと、超エ能ス力パ者ーでもない限りできません！」


「……まあ……操マ作ニ説ユ明ア書ルにはそう書いてあったけど……オレ、できるぜ。けっこう疲れるけど……」


「ケインの場合は、いつもわたしの近くにいるから、その影響で、精神力がケタ違いに増大してるんですよ。だからこそ、そんなことができるんであって、根性とか修練とかの問題じゃありません」


「……おい……ちょっと待てよ……おれたちが会ったあの男、あっさりそれをやっちまったんだぜ！　とすれば奴は……」


　キャナルは小さくうなずいて、


「それこそ超エ能ス力パ者ーか……でなければ『ナイトメア』の中核近くにいる存在ですね……」


「……単にサイ・ブレードが新型なだけだったりして……」


　やはりチョコレートを口に運びつつ、ぼそり、とつぶやくミリィのことばに、一瞬絶句するキャナルとケイン。


「……いや……まあ……たしかにそういう可能性がないとは限りませんけど……」


「……盛り下げるなよ……横から……」


　ケインは、こほんっ、と小さくせき払いをして、


「ともかく──行くぞ！　ヴィメスへ！」





　銀河の辺境──航路からも外れた場所に、八つの惑星を持つ恒ほ星しがある。


　ヴィメス星系。


　さしたる資源も、居きよ住じゆう用に改造するべき適当な惑星も見あたらなかったそのせいで、ほぼ手つかずのままになっているこの星系の、六番目の軌き道どうに、正式な名を与えられてすらいない、輪リングをまとった小さな惑ほ星しがある。


　かつては公式の記録通り、ただの無人惑星でしかなかったこの惑ほ星しも、しかし今は、宇宙海賊スペース・パイレーツのアジトと化していた。


　しばらく前。ラグルド社は、かねての打ち合わせ通り、貨物船に突然の行き先変更を命令し、この空域におびき寄せた。


　そのせっかくの貨物船を、まちがってこの惑ほ星しに撃げき墜ついさせてしまったのだが──


　船体が、地表に穿うがったクレーターの下に、海賊パイレーツたちは、大規模なドックを発見した。


　そこに眠っていたのは、見たことのない宇宙船ふね一隻と、宇宙船の部品らしきもの。


　それ以来、ここが宇宙海賊スペース・パイレーツたちのアジトと化していた。


　広大なドックを改装し、今までに持っていた宇宙船ふねの収納できるスペースをつくる。


　一方、ラグルド社から専門家をよこしてもらい、未知の宇宙船ふねの研究も進めた。


　一隻残った宇宙船ふねのコントロール方法は、それほど苦労することもなく判明したが、部品の方はお手上げだった、と海賊たちは聞かされている。


『死の雲デス・クラウド』と海賊が名づけたその宇宙船ふねは、何度か実戦投入をされ、すさまじい威力を発はつ揮きした。通常の宇宙船の二倍近い速度を誇ほこり、攻撃・防御力はケタ外れ。


　ラグルド社が護衛──というより、保険の二倍取りを狙って、貨物船カーゴ・シツプにつけた、トラブル・コントラクターの宇宙船ふねと何度か戦いもしたが、そのことごとくに圧勝した。


　首領のアルザス自らは、もっぱら惑星レグンに滞たい在ざいし、海賊たちの本ほん拠きよが、さもウィナラーン星系のどこかにあるように思わせ、ラグルド社から、航路や警備の情報を受け取り、『デス・クラウド』で──あるいは、以前から使っていた、何隻もの海賊船で、ことごとくしごとを成功させ、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのウラをかいてきた。


　……ことごとく、というのは言いすぎかもしれない。たった一度だけ、彼らは失敗を犯している。


　以前から使っている海賊船の一隻を、貨物船に見せかけて、ごていねいにもＳＯＳまで出して獲物に近づいたのだが──


　この時のみは、貨物船の護衛についていた、トラブル・コントラクターの宇宙船ふねに撃退された。


　……とは言っても、それで別に、海賊たちにたいした被害があったわけでもない。すべては万事順調と言えた。


　──そう。今日この日までは。


　その連絡が入ったのは、標準時間で、昼をまわった頃のことだった。


　アジトの留守を任まかされていたナンバー２のガレーは、はじめ、暗号化すらされないまま送られてきた通信に、送信者の不用心さを内心ののしったが、その内容を知るなり、それどころではなくなった。


　首領のアルザスが殺された、というのだ。


　なんでも今日、何かの取り引きを装って、ある場所に呼び出され、そこで『敵』の攻撃を受けた。


　たった一人の相手に、連れて行った部下たちのほとんども殺やられ、そして、アルザスもまた殺された──というのだ。


　通報したのは、アルザスといっしょに脱出すべく、車に乗り込んだ部下だった。車が工場の壁かべに突っ込み、ふと気がつくと、アルザスの姿がない。あちらこちらと探すうち、倉庫に、アルザスの顔をした男が二人、死んでいるのを見つけた。


　どちらが『影』でどちらが本物かはよくわからなかったが、アルザスが死んだ、ということだけは間違いない。


　そして彼は、かなり近づいて来たパトカーのサイレン音に、その場をあとにした。


　むろん、その部下が、そこまで詳くわしく説明したわけではない。彼がアジトに知らせたのは、アルザスが殺されたこと、殺したのは、おそらく『ナイトメア』を名のるひとりの男だったということ。そして、詳しい話をするため、今からそちらに戻る、ということだけである。


　ガレーとしては、情報の詳しい確認をしたいところだが、アジトから通信を送れば、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンにそれをキャッチされ、逆探知されるおそれもある。それに第一、報告を入れた男が動きまわっている以上、連絡の取りようもなかった。


　──アルザスが殺された──


　その話は、ガレーが箝かん口こう令れいを敷しくことを思いつくよりも早く、口の軽い通信員から、アジト中へとひろがっていた。


　半はん端ぱな情報のみを与えられ、詳しい情報を待つ以外に身動きの取れなくなった海賊パイレーツたちは、ただひたすら、もどかしい時を過ごし──


　やがて、第六惑星の近くに姿を現わしたのは、しかし、海賊パイレーツたちの期待に反して、星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロール船二隻だった。


　ケインからの通報を受けたレイルは、ウィナラーン星域でパトロール中の星間警察Ｕ・Ｇの巡じゆん視し船せんに連絡を入れ、この惑星に向かわせたのだ。そのぶん、星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船ふねの方が、ケインたちの『ソードブレイカー』や、アルザスの部下の乗った宇宙船ふねより早くこの場に着いたのだ。


「どういうことだ!?　これは!?」


　アジトの管制室で、ディスプレイに映し出されたダーク・ブルーの船体に、思わず声を上げるガレー。


　アジトの位置が、なぜ星間警察Ｕ・Ｇに知れたのかはわからないが、はっきりわかることが一つあった。


　すなわち、このままじっとしていても、ただ捕まるのを待つだけだということ。


「どうします!?　ガレーさん!?」


「ヤバいですよ！」


「えぇいっ！　おたおたするなっ！」


　うろたえる部下たちに一いつ喝かつを浴びせるガレー。


「どっちにしろ、このアジトがバレちまった以上、こそこそしていてもしかたねえ！　こうなったら全員出動だ！　星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船なんざ、撃げき沈ちんしちまえ！」


　ヤケになったか、あるいはもともとこういう性格だったのか、無責任に部下たちをあおり立て、自らも『デス・クラウド』に乗り込んだ。


　全長三五〇Ｍの流線形の船体は、全体が有機的なフォルムの黒い装甲で覆おおわれている。


　装甲の材質はやはり不明だったが、常識外れの強度がある。遠距離からのなまくら弾など、バリアなしでもはじいてしまう。


　本来、この『デス・クラウド』は、アルザスの許可なしには動かすな、ということになっていたが、アルザスの生死すら判然としない今、むろん、そんなことを言っている場合ではない。


「行けぇっ！　星間警察Ｕ・Ｇの犬どもを蹴散らしてやれいっ！」


　カムフラージュしたゲートをいきなり全開にして、『デス・クラウド』を含む海賊船パイレーツ・シツプ、計七隻を一気に発進させる。


　むろんこの小さな惑ほ星しにも重力はあるが、宇宙船ふねの直接発進が不可能なほどではない。


　唐とう突とつに姿を現わした海賊船団に、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール船の動きが止まり、それからほとんど間を置かず、パトロールから海賊パイレーツたちへと通信が送られる。


「ガレーさん！　パトロールからの通信が入ってますぜ！」


「は！　どうせ『抵てい抗こうするな』とかなんとか言ってきてやがるんだろ!?　かまうこたぁねぇ！　撃うっちまえ！」


「了りよう解かい！」


　ガレーの命令──というか、あおり立てに応こたえて、海賊船パイレーツ・シツプの一団は、好き勝手に砲ほう撃げきをはじめる。


　海賊パイレーツたちの宇宙船ふねは、『デス・クラウド』を除のぞけばすべて五〇〇Ｍ級以上。むろん火力はほとんど見み境さかいなしに強化してある。それに対して、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール船はいずれも二五〇Ｍ級。バランスの取れた船体ではあるのだが、そのぶん特徴がないとも言える。


　たとえ『デス・クラウド』がいなくても、これでまともに戦って、星間警察Ｕ・Ｇがわに勝ち目があるわけはない。


　あわてて漂う岩の陰へと後退しつつ、電磁バリアを展開するパトロール船。


　しかし、『デス・クラウド』の放ったビーム砲の一撃が、片方のパトロール船を、展開した電磁バリアごと撃うち抜いた！


　虚こ空くうにひろがる皓しろい光こう芒ぼう。


　残る一方は、なんとか岩いわ陰かげのひとつに身をひそめた。


「は！　見なよ！　星間警察Ｕ・Ｇなんてチョロいもんだ！　もう片方も、とっとと潰つぶしちまうぞ！」


　ガレーの上げた声が終わるか終わらぬかのそのうちに──


「また出やがった！　ガレーさん！　星間警察Ｕ・Ｇの宇宙船ふね、こんどは四隻！　右手から来ます！」


　レーダーを眺ながめていたひとりが、やたらとアバウトな報告をする。


「のぞむところだ！　来たら蹴け散ちらしてやれぃっ！」


　こちらもアバウトな命令を下すガレー。


　だがしかし、さすがに海賊パイレーツたちの中にも、危機感を覚えた者がいたらしく、やがて海賊船のうち一隻が、ゆっくりと戦列から離れだす。


「ガレーさん！　こっちの宇宙船ふねがひとつ、とんずらしようとしてますぜ！……あの船はたしか……」


「ほっとけ！」


　ディスプレイに映うつし出された、砲撃が、パトロール船の隠かくれた岩がん塊かいを削り取ってゆくさまに見入ったままで、ひとことのもとに言うガレー。


「逃げてえ奴は逃げりゃあいいんだ！　そんな臆病もんには用はねえ！」


　──それに──この『デス・クラウド』さえありゃあいい。ほかの船なんざぁ単なる足手まといだ──


　さすがにことばの後半は飲み込んだ。


　──考えてみりゃあ、アルザスさんが死んだってこたぁ、このオレがボス、この宇宙船ふねもオレのもん、ってわけだ！　こいつさえありゃあ、何でもできる！


　そうと考えただけで、ガレーの顔は自然にほころぶ。


「どうせこのアジトたぁおさらばするっきゃないんだ！　となりゃあかまうこたぁねえ！　ガンガン行け！　ガンガン！」





　戦線から離脱した、海賊船パイレーツ・シツプの一隻は、惑星を迂う回かいするかたちで、やがて戦場からの死角に来た。


　船長には、ガレーがなぜ、追うなり攻撃するなりしてこないのかはわからなかったが、ガレーのやりかたについて行けないことは事実だった。


「……ちっ……ガレーの奴め……てめえだけいい宇宙船ふねに乗ってると思って、いい気になって無茶やりやがって……


　つき合ってられっかよ……」


　小さくこぼし、宇宙船ふねの転進を命じる。輪リングにまぎれて戦場を離脱し、そのままこの星系からおさらばするつもりだった。


　あとのことは考えてなかったが、まあ、何とかなるだろう。


　やがて、宇宙船は岩塊の漂う中に入り込み──


「……なんだ……？」


　メイン・ディスプレイを眺ながめる船長の目が、ある一点に吸いついた。


　──岩──なのだろうか？　それにしては形が……


「近くに、ほかの宇宙船ふねはいないか？」


「いません。岩塊いしころはありますが、エネルギー反応はないですね」


　船長の問いに、即座に答えるナビゲーター。


　……考えすぎか……


　思って、画面の中のそれに目を移し──


　ゆるりっ、とそれが動いた。


「──エネルギー反応出現！……なんて数値だ!?」


　同時にナビゲーターの声が上がる。


　画面の中に映るそれは、まぎれもなく、こちらを見ていた。


　Ｙ字型の翼つばさの中央に位置する、単眼にも似たセンサー・アイが、一瞬、ぬらりっ、とした光を放ったような気がした。


　そして──


　それが敵だと、彼らが気づくより早く。


『ネザード』の解き放ったニードル・レーザーは、その海賊船を、一瞬にして蜂はちの巣すへと変えていた。





　星間警察Ｕ・Ｇは、不利な戦いを強しいられていた。


海賊船パイレーツ・シツプの一隻は逃亡し、星間警察Ｕ・Ｇは四隻が新たに加わったが、ほどなく海賊パイレーツたちの正面に位置した一隻は、盾たてにしていた岩塊を砕かれ、集中砲火にあえなく散った。


　これで、数の上では六対四。戦力的には、星間警察Ｕ・Ｇが圧倒的に不利だった。


　いくら背後に国家レベルの権力がついていようとも、いかに宇宙軍ユニバーサル・フオースの動員権を持っていようとも、一旦ひらきなおった連中を相手にする限り、結局、モノを言うのは純然たる『力』だった。


　もともと火力が違う上、海賊パイレーツたちの中に一隻、それほど大型でもないわりに、やたらと性能のいいのが混じっている。


　パトロール船も、岩塊を盾にしながら、海賊船パイレーツ・シツプに向かって砲撃を浴あびせている。時々たしかにかすってはおり、実際、海賊たちの大型船の中には、ダメージを受けているものもいた。


　しかし、その見たこともない型の一隻は、何発かはまちがいなく、砲撃を受けているはずなのにもかかわらず、ダメージを受けた様子が全くない。
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　そしてその火力──


　小さな岩塊くらいなら、あっさりと撃うち抜いてしまうのだ。


　そして、砲撃がなおも続くうち──


　星間警察Ｕ・Ｇの一隻が、海賊に砲撃を加えるべく、盾にしていた岩から姿を現わした瞬間、『デス・クラウド』の主砲が、その船体を縦たてに貫通する。


　虚空に光の華はなが咲く。


　爆発は無音の衝撃と化し、連なる小さな岩塊を動かした。


　衝撃と、小さな岩塊とに横から押され、あるいは岩に激突してダメージを受け、あるいは盾にした岩の陰から押し出される、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール船。


　むろんこのチャンスを、海賊パイレーツたちが見み逃のがしてくれるはずもない。


　その瞬間。


　数条の光が闇を薙なぐ。


　爆発の閃せん光こうを撒まき散らし、塵ちりと分子に帰きしたのは、海賊船パイレーツ・シツプの一隻だった。


「何だ!?」


『デス・クラウド』の管制室ブリツジで、思わず声を上げるガレー。


「──て、敵です！　上から！」


「えぇいっ！　何見てやがった!?　レーダー！」


「……ま……まだ射程には遠いからと……」


「星間警察Ｕ・Ｇの新あら手てか!?」


　ガレーの問いに、乗組員のひとりが、記録データをチェックして、


「ちがいますぜ！　ラグルドがまわしてくれたデータの中にある、なんでも屋の宇宙船ふねです！」


「なんでも屋の宇宙船ふね、だと!?」


「ええ！　名は──『ソードブレイカー』！」





「このまま突っ込むぞ！」


　海賊艦隊の上方から、その中央を目ざして、『ソードブレイカー』は宇宙を疾はしる。


「了解！」


　応こたえてミリィの手が、コントロール・パネルの上をすべる。


　主武装のひとつ──サイ・ブラスターがふたたび虚空を切り裂いて、海賊船パイレーツ・シツプの別の一隻を無に帰した。


　その爆煙と衝撃波とを貫いて、『ソードブレイカー』は海賊艦隊パイレーツ・フリートのまっただ中を突っ切った。


　さすがに海賊パイレーツたちも撃ってきたが、混乱のためか、かすりもしない。


　ケインはふたたび『ソードブレイカー』を転進させ、海賊艦隊へと向かう。


「──ケイン！　注意して！」


　キャナルはいきなり声を上げた。


「中央にいる三五〇Ｍ級！　遺失宇宙船ロスト・シツプよ！」


「なにぃぃぃぃっ!?」


　思わず声を上げ、とっさに進路を変えるケイン。


『デス・クラウド』のエネルギー弾が、『ソードブレイカー』をかすめて過ぎた。


「そーいうことは早く言えっ！　とすると奴が、お前の言ってた……!?」


「ちがうわ！　目の前のはただの遺失宇宙船ロスト・シツプよ！」


「遺失宇宙船ロスト・シツプに、ただのとただのじゃねーのとがあるのか!?」


「話はあとよ！　とにかく気をつけて！」


「わかった！」


　応えてふたたび、海賊パイレーツたちに向かって進路を変える。


　そしてまた、『デス・クラウド』も動いた。


　一隻だけ艦隊を離脱し、『ソードブレイカー』へとその艦首を向ける。


「ほう！　一対一サシで戦やろうってのか!?」


　頰に不敵な笑みを浮かべるケイン。


「ケイン！　星間警察ユニバーサル・ガーデイアンのパトロールから通信！　『危険につき退たい去きよせよ』」


「いーから無視しろ！」


　キャナルの報告を受け流すケイン。


　むろんこの場合、危ない立場にいたのは『ソードブレイカー』ではなく、星間警察Ｕ・Ｇのパトロール船のほうである。それは星間警察Ｕ・Ｇがわにもわかってはいるのだろうが、立場上、いきなり乱入してきた民間船に、「いいぞ『ソードブレイカー』！　もっとやれ！」などと言うわけにもいかない。


　今の警告は、あくまでも立場上送ってきただけのものだろう。むろんケインは、そんなものに従う気はない。


『ソードブレイカー』は『デス・クラウド』とまっ向からむきあって、一気に加速をかける。


　最初の一撃は、双方が同時に放った。


　たがいの放つサイ・ブラスターの一条を、『ソードブレイカー』は余裕で、『デス・クラウド』はかろうじてかわす。


　宇宙船ふねの性能も、操っているもののウデも、『ソードブレイカー』の方が何枚か上うわ手てだった。


　かわしきれないと悟ったか、『デス・クラウド』は加速をかけて、サイ・バリアを展開する。バリアを展開したままで、『ソードブレイカー』に突っ込むつもりなのだ。


　ミリィはいくどか砲撃を加えるが、『デス・クラウド』の展開したサイ・バリアは、かろうじてその攻撃にもちこたえていた。


「キャナル！　リープ・レールガンは!?」


　ミリィは問う。


　一定距離で炸裂し、あたりに小さな転移装置を撒まき散らす武器で、転移装置は一定距離を進むか、あるいはバリア等に接触した時点で作動して、半径五〇Ｍほどの空間を転移させる。むろんその範はん囲い内に何かがあれば、それもまとめて転移する。


　すなわち、これに当たった宇宙船ふねは、問答無用で、あたりの空間ごと、船体をえぐり取られることになる。


　今ここで、『デス・クラウド』に向かって放てば、確実にしとめることもできるだろうが──


「だめです！」


　キャナルは首を横に振った。


「発射準備、間に合いません！」


「くっ！」


　ミリィは小さな声で呻うめくと、すぐさま別の操作に取りかかる。


『デス・クラウド』の船体が、ディスプレイの中でその大きさを増してゆき──


　むろん、このまま素直にぶつかってやる義理はない。『ソードブレイカー』は直前でバーニアを吹かし、『デス・クラウド』とすれ違う。


「ケイン！　このまままっすぐ！」


「わかった！」


　ミリィのことばに応こたえ、そのまま『ソードブレイカー』を、残った海賊艦隊へと向けるケイン。


　その後ろでは、すれ違った『デス・クラウド』がくるり、と方向転換をして──


　ミリィの待っていたのはこの瞬間だった。


　敵が『ソードブレイカー』を追撃するにしろ、あるいは砲撃を加えるにしろ、いったんは、展開したバリアを解とかねばならない。その瞬間に一撃を叩き込む。


　すでに後部砲座の発射準備はできている。


　ミリィの指が、コントロール・パネルの上を──


　しかし、この瞬間。


　首すじに、鋭するどい殺気のようなものを感じ取り、ケインは『ソードブレイカー』の船体を、大きく横にスライドさせた。


　同時にミリィの放った一撃は、『デス・クラウド』から大きくそれた空間を、空むなしく薙ないで、闇へと消えた。


「ケイン──!?」


　ミリィが文句を言うより早く。


　メイン・ディスプレイの中に、その光景が映し出された。


　五〇〇Ｍ級の海賊船パイレーツ・シツプの一隻──その船体のちょうど中ほどが、いきなりぽっかりと、半球形にえぐり取られ、一瞬ののち、宇宙船ふねは大爆発を起こす。


「リープ・レールガン!?」


　驚きよう愕がくの声を上げるケイン。


　もし彼があの瞬間、回かい避ひ行動を取らなかったら、そうなっていたのは、おそらく『ソードブレイカー』だったろう。


『デス・クラウド』が放ったものではない。


「今のは──!?」


　つぶやいて、キャナルの目が──メイン・ディスプレイの画像が、死の一撃が解き放たれた方向に向く。


　惑星をとりまく大小さまざまな岩塊の中──一隻の黒い宇宙船が、じっとこちらを見つめていた。


　──遺失宇宙船ロスト・シツプ『ネザード』





　コウモリの翼つばさを想おもわせる、三枚の黒い翼を持つ宇宙船ふね。


「三〇〇Ｍ級、機動殲せん滅めつ艦『ネザード』！」


『『闇を撒くものダーク・スター』はお怒りだ』


　キャナルの声に応こたえるかのように、『声』は『ソードブレイカー』のコックピットに響いた。


　エネルギー反応を隠し、ただよう岩塊にまぎれていた『ネザード』は、ゆっくりと、輪リングから外へと姿を現わした。


「──それで、自分はどこかで隠れて震えてて、かわりにあなたみたいな小物をよこした、ってわけね」


『ほざけ、ヴォルフィード。きさまごときにかまっている暇ひまなど、『デュグラディグドゥ』にはない。きさまの相手など、わたしだけで十分だ』


「大きなこと言うわりには、まえはずいぶんあっさり封じられたものね」


『ほざけ！』


　キャナルの、あざけりを込めた口調に、『ネザード』の、怒りのこもった声が応こたえた。


『ネザード』のメイン・エンジンが輝いた。


　空間を切り裂くかのような加速で宇宙を疾はしり、『ソードブレイカー』との間合いをひと息に詰つめる。


「速いっ！」


　うめいてケインは回避に移る。


『ソードブレイカー』のサイ・ブラスターが、そして『ネザード』のニードル・レーザーの雨が、一瞬前まで互いのいた空間を切り裂く。


『ソードブレイカー』の放った追尾攻撃弾ハウンド・ドツグを、『ネザード』の迎撃弾ガード・チツプが迎むかえうつ。闇にひろがるまばゆい爆発光を貫いて、こんどは『ネザード』のニードル・レーザーが『ソードブレイカー』を襲う。


　サイ・バリアを展開し、ニードル・レーザーのすべてを防ぎきると同時に『ソードブレイカー』はふたたびバリアを解除し、加速をかけてその場を離れる。


　ニードル・レーザーを放った直後、『ネザード』の撃ったリープ・レールガンは、闇にむなしくはじけて散った。


　もしも『ソードブレイカー』が、あの場所でバリアを展開したままならば、そこで勝負は終わっていたはずだった。


　おかえしとばかりに、こんどは『ソードブレイカー』がリープ・レールガンを撃つ。しかし『ネザード』は、いともあっさりと身をかわす。


『ネザード』が放った高速追尾弾ヘルハウンドを、『ソードブレイカー』の通常装備、対空ファランクス・レーザーが打ち砕くだいた。


　滅びをもたらす光の矢が、互いの船体を打ち砕こうと、放たれ、虚空へ散り消える。


　高い機動性を誇ほこる二者の戦いは、ほぼ互ご角かくに展開していた。


　今のところは。


　そして一方。


　残りの数も少なくなった海賊パイレーツたちは、ことのなりゆきにとまどっていた。


　星間警察Ｕ・Ｇと撃ちあいをやっている時、いきなり宇宙船ふねがやって来て、見る間に海な賊か船まの二隻を沈めた。


　これが敵だということは、むろん疑う余地はない。


　彼らが無敵と信じていた『デス・クラウド』と互角以上の戦いを演じた化け物である。


　しかし、あとからやって来て、その化け物に向かって、互角の戦いを演じているあれは一体、敵なのか、はたまた味方なのか。


　たしかに出現した時、その黒い宇宙船ふねは、仲間の海賊パイレーツの船を一隻沈めている。しかしそれは、どうやら『単なるもののはずみ』という奴だったようである。


　──むろん、『単なるもののはずみ』で殺された方はたまったものではないが、『デス・クラウド』のガレーたちにとっては、死んで行ったもと仲間たちのことより、自分たちが生き残ることのほうが大事だった。


　となればやはり、はっきり『敵』とわかるものから叩くのみ。


「全艦、あのなんでも屋の宇宙船ふねを沈めろ！」


『無茶だ！　ガレーさん！』


『星間警察Ｕ・Ｇの連中に腹を見せることになっちまう！』


　ガレーの命令に、残った海賊船二隻の艦長からの、抗議の通信が入る。


「やかましい！　てめえらも見ただろ!?　あの、なんでも屋の宇宙船ふねの動き！　この船でさえ、まともに一対一サシで戦ったら勝てるかどうかわからねえ！　今のうちにあいつをやっちまわねえと、オレたちが殺やられちまう！　あの足の速さじゃあ、逃げきるのも無理だろうぜ！　殺やるか殺やられるかだ！　わかったか!?」


　一方的にがなり立てて通信を切る。


　しぶしぶながらも納得したのか、『ソードブレイカー』に砲撃を加えるべく、回頭する二隻の海賊船パイレーツ・シツプ。


　そのスキをついて、今の今まで、岩の陰で、死んだふりをしていた星間警察Ｕ・Ｇのパトロール船三隻が、まるで思い出したかのように一いつ斉せい砲火を浴びせかける。


海賊船パイレーツ・シツプの一隻が、数発の直撃弾を受け、塵ちりを吐き出し、やがて大爆発を起こす。


　あとの一隻は不利を悟ったか、電磁バリアを展開し、守りに専念する。


「臆おく病びようもんが！　まあいい！　この『デス・クラウド』だけででも、なんでも屋の宇宙船ふねを叩たたいてやる！」


　ガレーは吐き捨てるように言い放ち、操そう舵だ手しゆに転進を命じた。


『ソードブレイカー』と『ネザード』が、光の刃を交えるまっただ中に向けて。





　戦いはやがて、『ソードブレイカー』の優勢にかたむいていった。


　決め手になるはずのリープ・レールガンは、たがいの動きが速すぎるせいで、転移装置の開放位置の設定が定まらず、双方、放てずにいた。


　いいかげんな設定でぶっ放せば、自分の撃った一撃で、自分が傷つく、などということにさえなりかねない。


　機動性はほぼ互角。速度は『ネザード』に分があったが、火力と防御力とでは、『ソードブレイカー』が勝っていた。


　すぐにカンを摑つかんだミリィの砲撃が、『ネザード』をとらえはじめていた。その攻撃を、『ネザード』は、サイ・バリアを一瞬展開して防いではいるものの、そろそろバリアの出力が音ねを上げかけている。


　命中範囲のひろい『ネザード』のニードル・レーザーも、『ソードブレイカー』をとらえてはいるのだが、『ソードブレイカー』のサイ・ブラスターに比べると、かなり出力が弱いせいか、あっさりとサイ・バリアではじかれている。


　とはいえ『ソードブレイカー』の方も、決定打を放てずにいた。プラズマ・ブラストを使うことができるなら、『ネザード』を葬ほうむることもできようが、あれは発射にしばしの時間がかかる上、射程距離がそう長くない。


　発射準備を進めるうちに、『ネザード』に射程内から逃げられたのでは無意味である。


　ケインと『ネザード』、双方に、やや焦あせりの色が浮かびはじめたその時──


『デス・クラウド』がエネルギー弾を解き放つ！


「ちぃっ!!」


　舌打ちをして、ケインは船体をひるがえす。エネルギー弾の一条が、『ソードブレイカー』の外装をかすめて灼やいた。


　無言のまま、わずかに顔をしかめるキャナル。


「二対一かよ!?」


　あせりをにじませ、声を上げるケイン。


　形勢はいきなり逆転した。


　むろん『ネザード』は、『デス・クラウド』も沈めるように命令を受けている。しかしそれは、『ソードブレイカー』を落としたあとでもできること。


　となれば今は、『デス・クラウド』を利用して、先に『ソードブレイカー』を沈めるのみ。


　二隻がかりの集中砲火に、必死で回避行動を取るケイン。ミリィも砲撃は続けているが、攻撃というより牽けん制せいにしかならない。


「ケイン！　このままじゃあ不利よ！」


「わかってる！」


　ミリィの声にこたえ、ケインは『ソードブレイカー』を、輪リングへと向けた。


「キャナル！　リープ・レールガンの発射準備！　ミリィ！　精度の要いる射撃だが、頼まれてくれ！」


　二人に指示を出すケイン。


　輪リングまであと少し。


『ネザード』と『デス・クラウド』が、砲撃を加えつつ、そのあとを追う。


『ソードブレイカー』のすぐそばを、光の帯おびがすり抜けてゆく。『ソードブレイカー』のサイ・ブラスターより出力はかなり劣おとるとはいえ、こんなものの直撃を受ければ、さすがにただですむわけはない。


　思わずバリアを使いたくなるような状況だが、ここでサイ・バリアを展開すれば、慣性にまかせて動くしかなくなる。永遠にバリアを張りつづけることなどできない以上、解除した瞬間を狙ねらい撃うちされればおしまいである。


　やがて、それでもなんとか『ソードブレイカー』は、輪リングの端にたどり着き──





　ごっ！





　岩塊のひとつに身をひそめようとした直前、衝撃が『ソードブレイカー』のコックピットを襲った。


「どこをやられた!?」


　岩陰に船体を隠しながら問うケイン。といっても、それほど大きな岩ではない。『ソードブレイカー』一隻が、なんとか身を隠せる程度の大きさである。


「連絡艇シヤトルに直撃！」


　キャナルは言う。


　地上との行き来のために、『ソードブレイカー』の船腹に、上下逆にドッキングしているシャトルに当たったらしい。


「シャトルのコックピットが大破！　ほかには影響なし！」


「ちっ！　ともあれミリィ！　手はず通りだ！」


「了解！」


　応こたえて彼女は、コントロール・パネルを操作する。


『ソードブレイカー』から、たて続けに放たれたサイ・ブラスターは、『ソードブレイカー』自身が盾にしている岩を貫通し、迫せまり来る『ネザード』と『デス・クラウド』へと向かう。


　しかし、岩の向こうから、カンだけで放った攻撃が、そうそう当たるわけもない。惜おしいところをついてはいるのだが、二隻の間の宙を薙なぐのみ。


　二隻の遺失宇宙船ロスト・シツプは、かまわず、『ソードブレイカー』の隠れた岩に向かって進む。


　だがその瞬間。


　二隻のちょうどまん中の空間で、『ソードブレイカー』の放った一撃がはじけて散った。


『リープ・レールガン!?』


　あわてて回避に移る『ネザード』。『ソードブレイカー』は、隠れた岩にサイ・ブラスターで穴を開け、その穴からリープ・レールガンを放ったのだ。


　しかし『デス・クラウド』はそのことに気づかなかった。


　いや、そもそも乗員の誰ひとりとして、リープ・レールガンなどというものの存在自体を知らなかったのだ。


　転移装置のひとつに接触したか、あるいは作動範囲に入ったか、船体の一部──エンジンの半分近くがえぐり取られる。


　あわててエンジンを切り放す『デス・クラウド』。直後、そのエンジンが爆発を引きおこす。


　爆圧と、それまでの加速に圧され、制御を失った『デス・クラウド』の船体を、岩の陰から現われた『ソードブレイカー』のサイ・ブラスターが貫いた！


　爆発の光と衝撃波を浴びながら、『ネザード』に向かって加速をかける『ソードブレイカー』。


　──ただ一隻残っていた海賊船が、星間警察Ｕ・Ｇのパトロールに、投降の通信を送ったのはこの時だった。


『役立たずが！　しょせんはただの遺失宇宙船ロスト・シツプか』


『ネザード』も、ふたたび『ソードブレイカー』に向かって突っ込みながら、ニードル・レーザーの雨を降らせる。エンジンをカットし、サイ・バリアを展開したまま、『ネザード』に向かって突っ込む『ソードブレイカー』。


　このまままともにぶつかれば、たとえバリアを展開したとて『ネザード』の方が不利である。衝突のその直前、『ネザード』はその軌き道どうを、『ソードブレイカー』の、武装の少ない下面を縫ぬう方向へと変える。


「よしっ！」


　瞬間、ケインが吠えた。


「サイ・バリア、カット！　シャトル、強制排除！」


　炸さく薬やくを使って、はじき飛ばされるように『ソードブレイカー』本体から切り放されたシャトルは、至し近きん距離から『ネザード』に迫る！


　これは予想外だったらしく、回避と砲撃を同時におこなう『ネザード』。しかしこの距離、この速度ではどちらも遅すぎた。


『ネザード』のニードル・レーザーの数条が、シャトルを貫き、その向こう──再び展開された『ソードブレイカー』のバリアにはじき散らされる。


　シャトルは、『ネザード』がバリアを展開するより一瞬早く、その船体に接触し──


　そして、爆発が起きる。


　至近距離で生まれた閃光に圧され、バリアを展開したままはじかれる『ソードブレイカー』。


　光の消えたそのあとには──三枚ある翼の一枚を失い、全身に傷を負った『ネザード』の姿。


『……ぐうぅ……ぅ……ぅうぅ……』


　低い呻うめき声が、ケインとミリィの頭の中に直接響いた。


『──ヴォルフィード！』


『ネザード』は、まだ活いきているバーニアで方向を変え、残ったエンジンの光を閃ひらめかせて、砲撃をかけつつ『ソードブレイカー』に向かって突進する！


「その根性だけは認めてやるぜ！」


　言ってケインは、船首を、向かい来る『ネザード』へと向ける。


　火を吹き、船体のあちこちに小さな爆発を起こしながらも、なおかつニードル・レーザーを放ち続ける『ネザード』の姿が、メイン・ディスプレイの中で、徐じよ々じよにその大きさを増す。


「だが──つき合ってやる義理はねえ！


　キャナル！　サイ・バリア解除！　増幅ブーストチップ射出！」


「増幅ブーストチップ射出！」


　射出された六基のチップは、『ソードブレイカー』のまわり、一定距離にぴたりとはりついた。


「サイ・バリア展開！」


　再び展開されたバリアが接触するなり、一基のチップは、青白いエネルギーの輝かがやきを見せる。


「行けぇっ！　プラズマ・ブラスト、発射！」


　展開されたバリア全体が一瞬輝き、無数の、蒼あおいプラズマの腕を生んだ！


　蒼い死の腕が虚空に伸のびて、『ネザード』の全身をからめ取る！





　ぎおおおおおおおおおおおおおっ！





　聞こえるはずもない断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが、全員の耳にたしかに届とどいた。


　そして──


　光と無言の衝撃と化し、『ネザード』は今、闇へと還かえった。




[image: ]


「──終わったわね……」


『ネザード』の消えたあたりの虚空を見つめ、ミリィはぽつりとつぶやいた。


「……ああ……苦い勝利、ってやつだな……」


　疲れた声でつぶやいて、大きく息をつくケイン。


「……いや……そんなたいそーなもんでもないよーな気はするんだけど……」


「──それは違うぞ。ミリィ」


　彼女の方をふり向いて、静かな口調で言うケイン。


「……ど……どーしたの、ケイン、目が真ま剣じだけど……」


「いいかミリィ、これは真ま面じ目めな話なんだ。心して聞いてくれ」


「わ……わかったわ……」


　とまどいながらもうなずくミリィ。


　ケインは、深刻そのものの表情で、


「……スペースシャトルは高い……」


「……はあ……？」


　ケインの言わんとする意味がわからず、思わず眉まゆをひそめる彼女。


「つまり、だ……」


　視線を、ディスプレイの中の虚空に移して彼は言う。


「……今月、ひょっとしたら給料が出せんかもしれん……」


「…………苦い……苦い勝利だったわね……」


　ミリィは心の底から涙なみだした。


「……ところでキャナル……」


　ケインは彼女に向きなおり、


「話せよ。そろそろ。お前と『ナイトメア』、一体どういう関係があるか……」


　問われて視線をそらすキャナル。


　やがて、しばしの沈黙の後──


「話せば──全面対決しなければなりませんよ……『ナイトメア』と……」


「……う……」


　言われて口ごもるケイン。


　たしかに、これで二度、『ナイトメア』の遺失宇宙船ロスト・シツプと戦い、沈めた。となればむろん、ケインや『ソードブレイカー』の名が、『ナイトメア』のブラック・リストのかなりの位置に載のっているだろうことは想像に難かたくない。


　とはいえ、銀河一の犯罪結社と『全面対決』などという言い方をされれば、さすがに、首を縦に振るのは抵抗がある。


　二人が会話を交わす間、ミリィは沈黙を守ったままだった。


「……どちらにしろ……いずれ、話すべき時は来ます……」


　哀かなしげな口調でつぶやくキャナル。


「……それはつまり……」


　ややあって、ケインはぽつり、とつぶやいた。


「いずれは『ナイトメア』と全面対決しなけりゃならなくなる……そういうことか……」


「…………」


　ケインの問いに、キャナルは結局、黙もくしたままで答えなかった──





　そして──ひとつの事件は終わった。


　とはいえ、解決した、などと言える状況ではなかったが。


『ソードブレイカー』がウィナラーン星域に帰って来た時、レイルのもたらした情報は、おせじにも、心晴れるものではなかった。


　キャナルからの通報を受けて、撃ち合いのあった五十二番街に到着した警察たちは、死体の山と、数人の、生き残った海賊パイレーツたちを捕まえた。


　捕まった海賊たちは、ボスだったアルザスと、ラグルド社のマリガン＝ハウエルとの関係を白状した。マリガンを通じて航路や警備の情報をもらい、技術者を派は遣けんしてもらい、その見返りに、彼の口座にいくばくかの金をふり込んでいたらしい。


　しかし──


　この時すでに、マリガン＝ハウエルは、車の事故で死亡していた。


　酔よったままで運転し、海へ突っ込んだ──ということになっている。


　海賊パイレーツたちとの交こう渉しようは、すべてマリガンが行なっており、警察も、マリガンが会社そのものの命令で動いていた、という証拠は摑つかめず、やがて捜そう査さは、マリガンの個人的な犯行、という結果で打ち切られた。


　結局、ラグルド社そのものと海賊パイレーツたちとのつながりは不明のまま。


　事後処理などのごたごたが終わったあと、ケインたちがウィナラーンを離れる時、ラグルド社の新しい保安部長とかいう男は、営業スマイルを浮かべながら、依頼料のほかに、迷惑料という意味も含ふくめて、かなりの額のボーナスを口座に振り込むことを告げた。


　──むろん遠まわしに、海賊パイレーツとラグルド社そのものとの関係についての口止め料の意味もある、というニュアンスを漂ただよわせて。


　……ケインはよほど、『そんな金が受け取れるか！』と、突き返してやろうかとも思ったが、そんなことをやっても、ラグルド社は痛くもかゆくもない──どころか、逆に相手をよろこばせるだけの結果になるだろう。


　星間警察Ｕ・Ｇは、海賊たちのアジトの捜索を行なったが、あきらかに人類外のものの手になるとおぼしき広大なドック以外に、遺失宇宙船ロスト・シツプの存在を示すようなものは発見できなかった。


　生き残った海賊パイレーツたちは、部品はマリガンの連れてきた一団が持ち去った、と証言したが、ラグルド社は、知らぬ存ぜぬですべてを押し通した。


　あるいはこの事件──全員が、ラグルド社という企業の手のひらの上で踊おどらされていただけだったのかもしれない。


「……結局……メリーナのかたき、とってあげられなかったわね……」


　衛星港を発たった『ソードブレイカー』のコックピットで、ミリィの漏もらした小さなつぶやきに、応えるものは誰もいなかった……






前回あーゆーことをやったんで、今回はあとから読んだとゆーひともいるかもしれない、などと思いつつあとがき






神坂　一









　＊くどいようですがこの物語はフィクションです。


　　実際の科学考証・物理法則は一切関わりありません。







　とまあ、お決まりの注ちゆう釈しやくをすませておいて。


　そーゆーことで神坂です。


　作者のシュミで書いている、ＳＦ風味のロスト・ユニバース第二巻を、ここにお贈りいたします。


　前回では、あとがきのタイトルと兵器解説とが、おかげさまで大好評で、中には『あの兵器解説読んで、電車の中で思わずイスからずり落ちました』などという、ほほえましいおたよりも届とどいていたりします。


　しかし実際、作者が書きたいのは物理論文じゃなくて『おはなし』であり『キャラクター』なんですから、あのくらいの理解度で、じゅーぶんだったりするんですよね。


　とはいえやはり、『えすえふ』的な雰ふん囲い気きがただようそれだけで、『ちょっと……』と思うかたも多いようです。


　しかぁしっ！


　最近、某国営放送なんぞで時々やってる、そーいった関係の番組を見ていると、





　今、地球の科学の進歩が面白いっ！





　いちいち詳くわしくは書きませんが、二千ン十年（忘れた）のあたりには、ほとんど月にある資源だけを使って、月に基地をつくる計画があったりして、そんなのを見てたりすると、思わず燃えてくるわけです。


『ををぅっ！　すげーぜヘリウム３！　この光景が見られるのなら、一九九九年に人類が滅めつ亡ぼうしなくても許す！』


　などと不届きなことを思ったりなんかして。


　……まあ……そんな一方で、おかしな方向に発展してゆくものもありますし、「宇宙開発以前にどーにかしろ。これを」などと思ったりするのも多々あります。


　最近やたらと高いぞ！　キャベツ！（九三年七月）


　……などと生活臭くさい話はさておき……


　一巻で悪の弱小組織、二巻で海賊たちと戦った、とゆーことで、次の三巻では、ぱーっとひとつ、艦隊戦でもやらかしたいもんです。宇宙軍やら悪の組織やら、あんな兵器やらこんな兵器やらを出してど派手に。


　くくぅっ！　やっぱり宇宙空間での大だい規き模ぼ艦隊戦は男のロマン、青春のステータス・シンボルよのぉ！　などとわけのわからんことを思いつつ。


　しかしこーいった、宇宙を舞台にした話を書いている人間にとって、ほとんど天敵と言えるのが、知るひとぞ知る、知らないひとも、その名前だけは知っている、あのアインシュタインの相対性理論、とゆー奴やつですね。


　私も不勉強なもんで、くわしいことは知りませんが、ともかくこの宇宙、この空間、この世界の物理法則じゃあ、光の速度は超えられないとか。


　それならば、空間そのものを相転移させて、物理法則自体をねじ曲げりゃあ、光の速度はなんとかなるっ！　とゆーのが、本書の中でデッチ上げた『相転移航法フエイズ・ドライブ』とゆー奴なんですが……


　あ。深く考えたりツッコんだりしないよーに。不可能なのは、作者自身もじゅーぶん承しよう知ちの上ですから。


　いずれにせよ、誰かあの相対性理論、うち破ってくれんかなぁ……


　ををっ！　そーだっ！　相対性理論をうちやぶってくれたかたには、先着一名様にかぎり、作者のサイン入り色紙をプレゼントしちゃう、とゆーのはどーだろーかっ!?　（ムチャをゆーな。ムチャを）


　しかし、こーまで人間が、宇宙とゆーものにあこがれるとゆーのは、そこにこそ、自分たちの未来の可能性が存在している、とゆーことを、本能的に知っているからなんじゃないだろーか、なんぞとふと思ってみたりして。


　そう考えるとなおのこと、努力と友情と団結とで、光の速度をなんとか突破してもらいたいですねー。


　作者は昔っから、こーいった、えすえふちっくな方面のことが大好きで、理系は苦手のくせして、今だに『宇宙』だの『化学反応』だの『遺い伝でん子し操作』だのとゆー単語を聞くと、思わず背すじがぞくぞくするとゆー。（ちょっぴり変態[image: ]）


　俗に言う、へたの横好き、って奴ですね。


　なにしろ、小学校六年生の時に抱いていた将来の夢が『発明家』でしたから。


　それも、当時は自覚してませんでしたけど、頭に『マッド』とつくたぐいの……


　夢はもちろん！　ひと山当てて一いつ獲かく千せん金きん！　（子供の頃からヤクザか。オレは）


　何を隠そう、ドクター中松のファンだぞっ！


　……そーいったことはさておいて……


　一巻でおしらせした通り、やはりこのシリーズは、全五巻くらいのボリュームになりそうです。こーやって、なんとか二巻も無事に出たことですし、なんとか三巻も無事に出したいものよのぉ。


　そーゆーことで、とりあえず、今日のところはこのへんで。


　それでは、またいつかお会いしましょう。
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